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研究記事18




1番の歌 エホバとはどんな方か



憐れみ深く「地上の人全てを裁く方」を信頼する



「地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。創世記 18:25




ポイント

エホバは憐れみ深く，正しい裁きを行う方です。正しくない人の復活について考え，その点に関する理解を深めます。




 1. エホバはアブラハムにどんな大切な点を教えましたか。


あなたの答え



アブラハムにとって忘れられない会話があります。エホバは天使を通して，ソドムとゴモラを滅ぼすと言いました。忠実な人アブラハムはそれを聞いて動揺し，こう尋ねます。「あなたは本当に，邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼされるのですか。……地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。エホバはこの愛する友に，正しい人を滅ぼすことは決してないと辛抱強く教えました。（創 18:23-33）私たちはこのことを考えると本当に安心できます。

 2. エホバが正しくて憐れみ深い裁きを行うと確信できるのはどうしてですか。


あなたの答え



2 私たちはエホバが正しくて憐れみ深い裁きを行うことをどうして確信できますか。「エホバは心の中を見る」からです。（サム一 16:7）しかも，「全ての人の心」をご存じです。（王一 8:39。代一 28:9）これはすごいことです。エホバの裁きは私たちの理解をはるかに超えています。使徒パウロが「神の裁きを知り抜くこと[は]決してできません」と言っているのはもっともなことです。（ロマ 11:33）

3-4. どんな疑問を持つかもしれませんか。この記事ではどんなことを考えますか。（ヨハネ 5:28，29）


あなたの答え



3 私たちもアブラハムと同じような疑問を持つかもしれません。ソドムとゴモラの人たちなどエホバに滅ぼされた人たちには復活の希望はないのでしょうか。そういう人たちは「正しくない人[の]復活」に含まれないのでしょうか。（使徒 24:15）

4 復活について，私たちはどんなことを理解しているでしょうか。最近，「命の復活」と「裁きの復活」に関する理解が調整されました。* （ヨハネ 5:28，29を読む。） その調整によって今回さらに明らかになった点について，この記事と次の記事で学びます。では，私たちはエホバの裁きについてどんなことを知っていて，どんなことは知らないでしょうか。

知らないこと

 5. ソドムとゴモラで滅ぼされた人たちについて，以前はどのように説明されていましたか。


あなたの答え



5 正しくないとエホバに判断された人がどうなるかについて，以前の出版物で取り上げられたことがあります。そこでは，ソドムとゴモラの人たちのように，エホバに滅ぼされた人たちには復活の希望はないと説明されていました。でも，祈って注意深く調査した結果，そうとは言い切れないことが明らかになりました。

 6. エホバが正しくない人を滅ぼしたどんな例がありますか。私たちはどんなことについては知りませんか。


あなたの答え



6 聖書には，エホバが正しくない人を滅ぼした記述が幾つかあります。例えば，エホバはノアとその家族以外の全ての人を洪水によって滅ぼしました。また，約束の地に住んでいた7つの国民をイスラエル人によって滅ぼしたこともあります。天使が1晩のうちに18万5000人のアッシリア兵を討つようにしたこともあります。（創 7:23。申 7:1-3。イザ 37:36，37）エホバは，こうした人たち全てに永遠の滅びという裁きを下したのでしょうか。この人たちには復活の希望はないのでしょうか。聖書によると，そうとは断言できません。なぜそういえますか。

 7. 大洪水の時やイスラエル人がカナンの地を征服する時に滅ぼされた人たちについて，どんなことは分かりませんか。（挿絵を参照。）


あなたの答え



7 私たちにはエホバが一人一人をどのように裁いたかは分かりません。滅ぼされた人たちに，エホバについて学び，生き方を改める機会があったかどうかも分かりません。聖書によると，大洪水が起きた時代，ノアは「正しいことの伝道者」でした。（ペテ二 2:5）でも，ノアが巨大な箱船を造りながら地球上にいる全ての人に洪水について警告できたとは書かれていません。同じように，カナンに住んでいた邪悪な人たちみんなに，エホバについて学び，生き方を改める機会があったかどうかは分かりません。



[image: ノアと家族が箱船を造るために働いている。遠くには森に囲まれた村が見える。]

ノアが家族と一緒に巨大な箱船を造っている。箱船を造りながら大々的に伝道したかは記録されておらず，洪水が起きる前に地球上の全ての人に伝道できたかは分からない。（7節を参照。）







 8. ソドムとゴモラの人たちについてどんなことは分かりませんか。


あなたの答え



8 ソドムとゴモラの人たちについてはどうでしょうか。正しい人ロトは邪悪な人たちに囲まれて生活していました。でも，ロトがそれらの人全員に伝道したかどうかは分かりません。また，そこにいた人たち一人一人が，何が正しくて何が間違っているかを知っていたかどうかも分かりません。ソドムの男たちがロトの家に来ていた客たちをレイプしようとして，家を取り囲んだ時のことを考えてみてください。聖書によると，その集団の中には「少年から老人まで」いました。少年たちは，その行動がどれほど悪いか理解することさえできていなかったかもしれません。（創 19:4。ペテ二 2:7）憐れみ深い神エホバはそこにいた一人一人をもう復活させない，と言い切れるでしょうか。確かにエホバは，この町には正しい人が10人もいないとアブラハムにはっきり言いました。（創 18:32）それで，ソドムとゴモラの人たちは正しくない人たちで，エホバがその人たちを滅ぼしたのは正当なことでした。でも，その人たちのうちの誰も「正しくない人[の]復活」を経験しないといえるでしょうか。私たちにははっきりしたことは分かりません。

 9. ソロモンについてどんなことは分かりませんか。


あなたの答え



9 一方で，聖書には最初は正しい人だったのに後から悪くなった人についても書かれています。ソロモン王がその1人です。ソロモン王は，エホバがどんな方かや，エホバをどのように崇拝すべきかをよく知っていました。エホバからたくさんの良いものを与えられていました。でも後に偽の神々を崇拝するようになりました。このことはエホバを怒らせ，その後数百年にわたってイスラエル人は苦しむことになりました。聖書によると，「ソロモンはやがて死に，父ダビデの町に葬られた」とあります。（王一 11:5-9，43。王二 23:13）ソロモンの死に関して使われている元のヘブライ語を直訳すれば，ソロモンは「父祖たちと共に横たわり」ました。この表現はダビデ王などエホバに忠実に仕えた人についても使われています。（列王第一 2:10，脚注と比較。）では，このように埋葬されたことは，ソロモンが復活する根拠になりますか。聖書にそうは書かれていません。ただ，「死んだ人は自分の罪から放免されている」ので，ソロモン王は復活すると考える人もいるかもしれません。（ロマ 6:7）でも，亡くなった人全てに復活する権利があるというわけではありません。復活は愛情深い神からの贈り物です。エホバはその贈り物をご自分に永遠に仕えてほしいと思う人に与えます。（ヨブ 14:13，14。ヨハ 6:44）ソロモンはこの贈り物を受けることができるでしょうか。それはエホバにしか分かりません。私たちに分かっているのは，エホバはいつも正しいことを行うということです。

知っていること

10. エホバは人間を滅ぼすことについてどう思っていますか。（エゼキエル 33:11）（挿絵も参照。）


あなたの答え



10 エゼキエル 33:11を読む。エホバは人間を滅ぼすことについてどう思っているかを教えてくれています。使徒ペテロは聖なる力に導かれて，エホバは「一人も滅ぼされ[ない]ことを望んでいる」と書きました。（ペテ二 3:9）これは預言者エゼキエルが書いたメッセージと似ています。こうした言葉は私たちを安心させてくれます。エホバは十分な理由がない限り，誰かを永久に滅ぼすようなことはしないということを知ることができるからです。エホバは可能な限りいつでも憐れみを示してくださるのです。
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正しくない人が復活する時，エホバについて学ぶ機会がさまざまな背景の人に開かれる。（10節を参照。）







11. どんな人は復活しませんか。


あなたの答え



11 復活しない人たちについて，私たちはどんなことを知っていますか。この点について聖書には幾つかの例しか載せられていません。* イエスは，ユダ･イスカリオテは復活しないと言いました。（マル 14:21。ヨハネ 17:12と注釈も参照。）ユダは，自分がしていることがエホバやイエスに反抗していることになるということを知っていながら故意にそうしたからです。（マルコ 3:29と注釈を参照。）またイエスは，自分に敵対した宗教指導者たちには復活の希望がないと言いました。（マタ 23:33。ヨハネ 19:11と注釈「人」の項目を参照。）使徒パウロも，悔い改めない背教者たちには復活の希望はないと警告しています。（ヘブ 6:4-8; 10:29）

12. エホバの憐れみについてはどんなことを知っていますか。


あなたの答え



12 では，エホバの憐れみについて私たちはどんなことを知っているでしょうか。エホバが「一人も滅ぼされ[ない]ことを望んでいる」ことはどんなことから分かりますか。重大な罪を犯した人たちに，エホバがどのように憐れみを示したのか考えてみましょう。ダビデは姦淫や殺人などの大きな罪を犯しました。でも心から悔い改めたので，エホバは憐れみを示してダビデの罪を許しました。（サム二 12:1-13）マナセは長い間，エホバから嫌われることを大々的に行っていました。本当にひどいことをしていましたが，マナセが悔い改めた時，エホバはそれを憐れみを示す根拠として許しました。（代二 33:9-16）こうした例から分かるように，エホバは憐れみを示す理由が少しでもある場合，いつでも進んでそうしてくださいます。エホバはダビデやマナセを復活させます。自分の罪を認め，心から悔い改めたからです。

13. （ア）エホバがニネベの人たちに憐れみを示したのはどうしてですか。（イ）後にイエスはニネベの人たちはどうなると言いましたか。


あなたの答え



13 エホバの憐れみは，ニネベの人たちに対しても示されました。エホバはヨナに，「そこの人々の悪は目に余るものがある」と言いました。でも人々が罪を悔い改めた時，エホバは憐れみ深く許しました。それに対してヨナは怒りましたが，エホバはニネベの人たちは「何が良くて何が悪いかを知らない」ということをヨナに思い起こさせました。（ヨナ 1:1，2; 3:10; 4:9-11）後にイエスはこの例を引き合いに出して，エホバが公正で憐れみ深い方であるということを教えました。そして，悔い改めた「ニネベの人々は裁きの際に……復活」すると言いました。（マタ 12:41）

14. ニネベの人たちにとって，「裁きの復活」はどんなことを意味しますか。


あなたの答え



14 ニネベの人たちが「裁きの際に……復活」するとはどういう意味でしょうか。イエスは将来の「裁きの復活」について言っていました。（ヨハ 5:29）千年統治の間に「正しい人も正しくない人も復活」します。（使徒 24:15）その復活は，正しくない人にとっては「裁きの復活」になります。つまり，エホバとイエスは，その人が神から教えられることに従うかどうかを観察し，評価するということです。復活してくるニネベの人たちが清い崇拝に加わることを拒むなら，生き続けることはできません。（イザ 65:20）でも，エホバに仕えることを選ぶ人たちは永遠に生きる見込みを持つことができます。（ダニ 12:2）

15. （ア）ソドムとゴモラの人たちは誰も復活しないと言うべきでないのはどうしてですか。（イ）ユダ 7節の言葉をどのように理解できますか。（「ユダの言葉をどう理解できますか」の囲みを参照。）


あなたの答え



15 イエスは，ソドムとゴモラの人たちが「裁きの日に」受ける処罰は，イエスを退けた人たちよりも軽いと言いました。（マタ 10:14，15; 11:23，24。ルカ 10:12）これはどういう意味でしょうか。イエスはソドムとゴモラの人たちを引き合いに出し，イエスの時代の人たちの邪悪さを強調するために誇張した言い方をしていたにすぎない，と思えるかもしれません。でも，ニネベの人たちの復活について話した時と同じように，イエスはおそらく文字通りの意味でそう言ったのであり，単に誇張した言い方をしていたわけではなかったようです。イエスがソドムとゴモラの人たちについて使った「裁きの日」とニネベの人たちについて使った「裁きの際」という表現は同じ時のことを指しています。考えてみると，ニネベの人たちの場合，悔い改める機会がありました。さらにイエスは「裁きの復活」を経験する人たちの中に，「悪いことを行った人」も含まれると言いました。（ヨハ 5:29）そうであれば，ニネベの人たちと同じく悪いことをしたソドムとゴモラの人たちの中にも，復活して悔い改める機会が与えられる人がいるかもしれません。そして私たちには，もしかすると復活してくるそうした人たちに，エホバやイエス･キリストについて教える機会があるかもしれません。

ユダの言葉をどう理解できますか


イエスが亡くなってから数十年後，イエスの異父兄弟だったユダは，ソドムとゴモラと周りの町が「永遠の火による処罰を受け[た]」と書きました。（ユダ 7）これはどういう意味でしょうか。ユダの言葉はイエスの言葉と矛盾しているでしょうか。（ルカ 10:12）そうではありません。イエスはソドムとゴモラの全ての人が復活するとは言いませんでした。一部の人には希望があるということを言っていたと思われます。不道徳な行いに対する警告として永久に滅ぼされたのは，住民全てではなく，町そのものだったようです。ユダが書いたことは，預言者エレミヤの言葉と調和しています。エレミヤは，ソドムとゴモラと周りの町は，永久に滅ぼされた古代のエドムやバビロンのように二度と修復されたり人が住んだりすることがない，と説明しました。（エレ 49:17，18; 50:35，39，40）ユダや使徒ペテロの言葉からすると，エホバに滅ぼされたソドムとゴモラの人たちの一部は復活しない可能性もあります。（ペテ二 2:6）





16. 復活させる人をエホバがどのように決めるかについて，私たちは何を知っていますか。（エレミヤ 17:10）


あなたの答え



16 エレミヤ 17:10を読む。この聖句から知ることができるのは，エホバがどんな時も「心を探り，奥底の考えを調べ[る]」神である，ということです。それで将来の復活についても，エホバが「一人一人に，生き方に応じて……報い」てくださることを確信できます。エホバはご自分の正しさの基準を曲げることはしませんが，可能なときには喜んで憐れみを示します。ですから，聖書にはっきりと書かれていない限り，私たちは誰かについて復活の希望がないと決め付けてはなりません。

「地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われる」

17. これまでに死んだ人たちはどうなりますか。


あなたの答え



17 アダムとエバがサタンの側に付いてエホバ神に反逆してから，数え切れないほど多くの人が死にました。死は本当に恐ろしい「敵」です。（コリ一 15:26）これまで亡くなった人たちはどうなるのでしょうか。キリストに忠実に従ってきた14万4000人は天に復活し，不滅の命を与えられます。（啓 14:1）エホバを愛して忠実に仕えた大勢の人たちは，エホバが「正しい人[を]復活させてくださる」時に生き返ります。そして，キリストの千年統治とそれに続く最後の試練の間も正しい人であり続けるなら，地球でいつまでも生きることができます。（ダニ 12:13。ヘブ 12:1）これまでエホバに仕えてこなかった人や「悪いことを行った人」を含む「正しくない人」も復活してきます。そうした人たちは，千年統治の間に生き方を変えてエホバに仕えるチャンスを与えられます。（ルカ 23:42，43）とはいえ，エホバやエホバの考えに全く従おうとしなかった悪い人たちについては，エホバは復活させないと決めています。（ルカ 12:4，5）

18-19. （ア）裁くことについてエホバを信頼できるのはどうしてですか。（イザヤ 55:8，9）（イ）次の記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



18 私たちは，エホバが人を裁く時はいつでも正しい判断をしてくださることを確信できます。アブラハムがよく理解していたように，「地上の人全てを裁く」エホバは，完璧で，豊かな知恵を持ち，憐れみ深い方です。エホバはイエスを教え，全ての人を裁く責任を委ねています。（ヨハ 5:22）エホバもイエスも一人一人の心を読むことができます。（マタ 9:4）そしてそれぞれに対して，「正しいこと」を行います。

19 エホバが全てをよくご存じであることを確信しましょう。私たちには裁く権限も能力もありませんが，エホバにはあります。（イザヤ 55:8，9を読む。） それでエホバとイエスを信頼し，裁くことは全て任せましょう。王であるイエスはエホバと全く同じように公正で憐れみ深い裁きを行います。（イザ 11:3，4）では，大患難の時にエホバとイエスはどのような裁きを行うのでしょうか。私たちはどんなことを知っていて，どんなことを知らないでしょうか。そうした点を次の記事で考えます。



正しくない人の復活について･･･


	  どんなことを知りませんか。


あなたの答え





	  どんなことを知っていますか。


あなたの答え





	  エホバが正しい裁きを行うと確信できるのはどうしてですか。


あなたの答え












57番の歌 あらゆる人に伝道する



^  「ものみの塔」2022年9月号14-19ページを参照。


^  アダム，エバ，カインについては「ものみの塔」2013年1月1日号12ページの脚注を参照。






^ （創 18:25） 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。



^  （創 18:23-33） それでアブラハムは近づいてこう言った。「あなたは本当に，邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼされるのですか。 24 もし町の中に正しい人が50人いるとしたらどうでしょうか。それでも滅ぼされますか。50人の正しい人のためにその町を容赦することはされないのでしょうか。 25 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。 26 エホバは言った。「ソドムの町に正しい人が50人いるなら，その人たちのために町全体を容赦しましょう」。 27 アブラハムは再び言った。「エホバ，お願いです。土と灰にすぎない私ですが，申し上げさせてください。 28 もし正しい人の数が50人に5人足りないとしたらどうでしょうか。5人足りないので町全体を滅ぼされますか」。神は言った。「45人いるなら，滅ぼしません」。 29 アブラハムはさらに言った。「もし40人だとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その40人のために，滅ぼすことはしません」。 30 アブラハムは続けた。「エホバ，どうか，お怒りにならずに聞いてください。もし30人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「30人いるなら，滅ぼしません」。 31 アブラハムはさらに続けた。「エホバ，お願いです。申し上げさせてください。もし20人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その20人のために，滅ぼすことはしません」。 32 アブラハムは言った。「エホバ，どうか，お怒りにならずにもう一度だけ聞いてください。もし10人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その10人のために，滅ぼすことはしません」。 33 エホバは話し終えると去っていき，アブラハムは天幕に帰った。



^  （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。



^  （王一 8:39） あなたが，住まいである天からお聞きになり，許し，行動を起こし，それぞれの歩みに応じた報いをお与えになりますように。あなたは一人一人の心をご存じだからです。あなただけが全ての人の心を知っておられます。



^  （代一 28:9） そして，わが子ソロモン，あなたは父の神を知り，心を尽くして喜びの*心で神に仕えなさい。エホバは全ての心を探り，考えの傾向を全て見極める方だ。あなたが神を探し求めるなら，神を見つけられるが，神を捨てるなら，神からいつまでも退けられる。

または，「進んでする」。


^  （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^ （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^  （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （創 7:23） こうして，神は地上の生きているもの全てを滅ぼした。人，動物，地面を動く生き物，空を飛ぶ生き物が全て地上から滅びた。生き残ったのは，ノアと，一緒に箱船の中にいた家族や生き物だけだった。



^  （申 7:1-3） エホバ神は，あなたが入って取得しようとしている土地に連れていってくださる時，人口の多い国民をあなたの前から取り除きます。それは，ヘト人，ギルガシ人，アモリ人，カナン人，ペリジ人，ヒビ人，エブス人で，あなたより人口が多くて強い7つの国民です。 2 エホバ神は彼らをあなたに渡し，あなたは彼らを打ち破ります。必ず滅ぼし尽くしなさい。彼らと契約を結んだり，好意を示したりしてはなりません。 3 彼らと結婚による同盟を結んで*もなりません。あなたの娘を彼らの息子に与えてはならず，彼らの娘をあなたの息子のために迎えてもなりません。

または，「姻戚関係になって」。


^  （イザ 37:36， 37） それからエホバの天使が出ていき，アッシリア人の陣営で18万5000人を討った。人々が朝早く起きて見ると，皆，死んでいた。 37 それで，アッシリアのセナケリブ王はそこを去り，帰ってニネベにとどまった。



^  （ペテ二 2:5） また，古代の世界を処罰しないでおくことはせず，神を敬わない人々の世界に洪水をもたらしました。ただし，正しいことの伝道者ノアをほかの7人と共に保護しました。



^  （創 19:4） 彼らが床に就く前，町の男たちがやって来た。少年から老人までソドムの男たちが集団になって家を取り囲んだのである。



^  （ペテ二 2:7） そして，不法な人々の恥知らずな行い*に非常に苦しんでいた，正しい人ロトを救い出しました。

ギリシャ語，アセルゲイア。用語集参照。


^  （創 18:32） アブラハムは言った。「エホバ，どうか，お怒りにならずにもう一度だけ聞いてください。もし10人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その10人のために，滅ぼすことはしません」。



^  （王一 11:5-9） ソロモンは，シドン人の女神アシュトレテとアンモン人の極めて不快な神ミルコムに従った。 6 また，エホバから見て悪いことを行った。父ダビデとは違い，エホバに全く従ったわけではなかった。 7 ソロモンが，モアブの極めて不快な神ケモシュのため，またアンモン人の極めて不快な神モレクのために，エルサレムの前の山に高い場所を築いたのは，その頃だった。 8 自分たちの神々に犠牲の煙を立ち上らせたり犠牲を捧げたりしていた外国人の妻たち全てのために，同じように高い場所を築いた。 9 エホバはソロモンに対して憤った。彼の心がイスラエルの神エホバから離れたからだった。神が2度も彼に現れた上，



^  （王一 11:43） ソロモンはやがて死に，父ダビデの町に葬られた。代わりにソロモンの子レハベアムが王になった。



^  （王二 23:13） また，エルサレムの前，「破壊の山*」の南*にあった高い場所を汚して使えなくした。それは，イスラエルの王ソロモンが，シドン人の極めて不快な女神アシュトレテ，モアブの極めて不快な神ケモシュ，アンモン人の忌まわしい神ミルコムのために築いた場所だった。

オリーブ山，特にその南端の，「過ちの山」としても知られる場所のこと。
直訳，「右」。東に向かって右ということ。


^  （王一 2:10） その後，ダビデは死んで*，「ダビデの町」に葬られた。

直訳，「父祖たちと共に横たわり」。


^  （ロマ 6:7） 死んだ人は自分の罪から放免されているのです。



^  （ヨブ 14:13， 14） 私を墓*に隠してください！ あなたの怒りが過ぎ去るまで私を隠し， 私のために期限を定め，時が来たら私を思い出してください。 14 人は死ぬと，もう一度生きられるでしょうか。 私は捕らわれている間*，解放の時が来るまでずっと待ちます。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
死んでいる間のこと。


^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ （エゼ 33:11） 彼らに言いなさい。『主権者である主エホバはこう宣言している。「生きている私自身に懸けて誓う。私は悪い人の死を喜ばず，かえって，悪い人が生き方を変えて生き続けることを喜ぶ。悔い改めて，悪い行いをやめなさい。イスラエル国民よ，あなたたちが死ぬようなことがあってよいだろうか」』。



^  （エゼ 33:11） 彼らに言いなさい。『主権者である主エホバはこう宣言している。「生きている私自身に懸けて誓う。私は悪い人の死を喜ばず，かえって，悪い人が生き方を変えて生き続けることを喜ぶ。悔い改めて，悪い行いをやめなさい。イスラエル国民よ，あなたたちが死ぬようなことがあってよいだろうか」』。



^  （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^  （マル 14:21） 人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人には災いがあります！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」。



^  （ヨハ 17:12） 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。



^  （マル 3:29） ただし，聖なる力を冒瀆する人は永久に許されず，永遠の罪を負うのです」。



^  （マタ 23:33） 蛇よ，毒蛇のような者たちよ，あなた方はどうしてゲヘナの処罰を逃れられるでしょうか。



^  （ヨハ 19:11） イエスは答えた。「天から与えられていなかったなら，あなたは私に対して何の権限もないでしょう。それで，私をあなたに引き渡した人の罪はもっと重いのです」。



^  （ヘブ 6:4-8） 次のような人たちもいます。一度啓発を受け，天からの無償の贈り物を味わい*，聖なる力を与えられ， 5 神の良い言葉とこれから来る体制*の力とを味わいながら， 6 それでも離れ去った人たちです。そういう人たちを再び悔い改めに導くことは不可能です。彼らは神の子を自分たちでもう一度杭にくぎ付けにし，さらし者にしているからです。 7 地面は，たびたび降る雨を吸い込み，耕す人々にとって良い作物を生み出すとき，神から祝福を受けます。 8 しかし，いばらやアザミを生み出すなら，見捨てられ，やがて災いを被り，最終的には焼かれてしまいます。

または，「経験し」。
または，「時代」。用語集参照。


^  （ヘブ 10:29） では，ある人が神の子を踏みつけ，自分を神聖にした契約の血をありふれたものと見なし，神の惜しみない親切の表れである聖なる力をひどく侮った場合，はるかに厳しい処罰に値すると思いませんか。



^  （サム二 12:1-13） それでエホバはナタンをダビデの所に遣わした。ナタンはダビデの所に来て言った。「ある町に2人の男性がいました。1人は裕福な人，もう1人は貧しい人でした。 2 裕福な人は非常に多くの羊や牛を持っていました。 3 しかし貧しい人には，自分で買った小さな雌の子羊が1匹いるだけで，ほかには何もいませんでした。その人はその子羊を世話し，子羊はその人の家族と一緒に成長していきました。その人は，少ない食べ物の中から子羊に食べさせ，自分の器から飲ませ，腕の中で寝かせました。子羊は娘のようになりました。 4 ある時，1人の旅人が裕福な人の所にやって来ました。ところが裕福な人は，その旅人のために自分の羊や牛を振る舞おうとはせず，貧しい人の雌の子羊を取って，それを振る舞いました」。 5 するとダビデはその人に非常な怒りを感じ，ナタンに言った。「生きている神エホバに懸けて言います。そんな男は死に値します！ 6 その男は4匹の子羊で償うべきです。相手の気持ちも考えずにそんなことをしたからです」。 7 そこでナタンはダビデに言った。「その人はあなたのことです！ イスラエルの神エホバはこう言っています。『私はあなたを選んで*イスラエルの王とし，あなたをサウルから助け出した。 8 あなたの主人の家のものと妻たちを喜んで与え，イスラエルとユダの民を与えた。もしそれでも足りなければ，もっと与えるつもりだった。 9 どうして私エホバにとって悪いことを行って，私の言葉を軽く見たのか。あなたはヘト人ウリヤを剣で討った！ 彼をアンモン人の剣で殺してから，彼の妻を自分の妻にした。 10 今後，あなたの家族は常に剣に悩まされる。あなたがヘト人ウリヤの妻を自分の妻にし，私を侮ったからだ』。 11 エホバはこう言っています。『私はあなたへの災いをあなたの家族の中から生じさせる。あなたの目の前で妻たちを取り上げて別の人*に与える。その人は白昼堂々*あなたの妻たちと寝る。 12 あなたはひそかに行ったが，私はイスラエル全体の前で堂々と*このことを行う』」。 13 ダビデはナタンに言った。「私はエホバに対して罪を犯しました」。ナタンはダビデに言った。「エホバはあなたの罪をお許しになります。あなたは死ぬことはありません。

直訳，「に油を注いで」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「あなたの仲間」。
直訳，「太陽の目に向かって」。
直訳，「太陽の前で」。


^  （代二 33:9-16） マナセはユダとエルサレムの住民を惑わし続け，イスラエル人の前からエホバが滅ぼし尽くした国々よりも悪いことを行わせた。 10 エホバはマナセと民に語り続けた。しかし彼らは注意を払わなかった。 11 それでエホバはアッシリアの王の軍隊長たちを彼らに差し向けた。軍隊長たちはマナセをかぎで引っ掛けて*捕らえ，銅の足かせ2つをはめてバビロンへ連れていった。 12 マナセは苦難の中，エホバ神に恵みを求め，父祖たちの神の前でとても謙遜になった。 13 彼が神に祈り続けたので，神はその懇願に心を動かされ，恵みを求める願いを聞き，彼をエルサレムでの王位に復帰させた。こうしてマナセはエホバこそ真の神であると悟った。 14 その後，マナセは「ダビデの町」のため，谷*にあるギホンの西に，外側の城壁を「魚の門」まで築いた。それをオフェルまで巡らし，非常に高くした。マナセはまた，ユダの防備された町全てに軍隊長を任命した。 15 エホバの家から外国の神々と偶像を取り除き，エホバの家の山とエルサレムに作った祭壇を全て取り除いて，都市の外に捨てた。 16 エホバの祭壇を復旧させ，そこで共食の犠牲と感謝の犠牲を捧げ始めた。そしてイスラエルの神エホバに仕えるようユダに命じた。

もしかすると，「岩の裂け目で」。
または，「ワジ」。


^  （ヨナ 1:1， 2） エホバはアミタイの子ヨナ*に言った。 2 「大都市ニネベに行き，処罰について知らせなさい。そこの人々の悪は目に余るものがある」。

意味，「ハト」。


^  （ヨナ 3:10） 真の神は，彼らがしたこと，悪い行いをやめた様子を見て，彼らにもたらすと言った災いについて考え直し*，災いをもたらさなかった。

または，「悔やみ」。


^  （ヨナ 4:9-11） 神はヨナに尋ねた。「あなたがヒョウタンのことでそのように怒るのは正しいことなのか」。 ヨナは言った。「正しいことです。死にたくなるほど怒っています」。 10 エホバは言った。「あなたは，自分で手間をかけたわけでも育てたわけでもないヒョウタンを惜しんでいる。それは一夜にして育ち，一夜にして枯れた。 11 一方，大都市ニネベには，何が良くて何が悪いか*を知らない12万人以上の人や多くの家畜がいる。私がニネベを惜しむのはもっともなことではないか」。

または，「右と左の違い」。


^  （マタ 12:41） ニネベの人々は裁きの際にこの世代と共に復活し，この世代を断罪します。ニネベの人々はヨナの伝道によって悔い改めたからです。しかし見なさい，ヨナを上回る者がここにいます。



^  （ヨハ 5:29） 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^  （イザ 65:20） 「そこには，数日しか生きない乳児も， 寿命を全うしない老人もいなくなる。 罪人は100歳であっても災いを受け*， 100歳で死んだ者も少年と見なされるのである。

もしかすると，「100歳に達しない者は災いを受けたと見なされ」。


^  （ダニ 12:2） 地面の中で眠っている多くの人が目を覚まします。ある人たちは永遠の命を得，ある人たちはとがめられて永久に嫌悪されます。



^ （ユダ 7） 同じように，ソドムとゴモラと周りの町も，甚だしい性的不道徳*に溺れ，不自然な肉欲を満たそうとしました。そのため，永遠の火*による処罰を受け，私たちへの警告となっています。

用語集参照。
永遠の滅びを表している。


^  （マタ 10:14， 15） どこでも，人があなたたちを迎えず，話を聞かない所では，その家や町を出る時に，足の土を振り払いなさい。 15 はっきり言いますが，裁きの日には，その町よりソドムとゴモラの方が処罰が軽いでしょう。



^  （マタ 11:23， 24） カペルナウムよ，あなたが天に上げられるようなことがあるでしょうか。あなたは墓に下るのです。あなたの中でなされた強力な行いがソドムでなされていたなら，ソドムは今日まで残っていたでしょう。 24 実際，裁きの日には，あなたよりソドムの方が処罰が軽いでしょう」。



^  （ルカ 10:12） あなたたちに言いますが，その日には，その町よりソドムの方が処罰が軽いでしょう。



^  （ヨハ 5:29） 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^ （ユダ 7） 同じように，ソドムとゴモラと周りの町も，甚だしい性的不道徳*に溺れ，不自然な肉欲を満たそうとしました。そのため，永遠の火*による処罰を受け，私たちへの警告となっています。

用語集参照。
永遠の滅びを表している。


^ （ルカ 10:12） あなたたちに言いますが，その日には，その町よりソドムの方が処罰が軽いでしょう。



^ （エレ 49:17， 18） 「エドムは必ず恐怖の光景となる。通り掛かる人は皆，恐怖を抱いて見つめ，もたらされた全ての災厄のために口笛を吹く。 18 ソドムとゴモラと近くの町々が滅ぼされた時のように，誰もそこに住もうとせず，誰一人定住しない」と，エホバは言う。



^ （エレ 50:35） エホバはこう宣言する。 「剣がカルデア人を襲う。 それはバビロンの住民と高官と賢人を襲う。



^ （エレ 50:39， 40） 砂漠の生き物が，遠ぼえする動物と共にすみ， 彼女の中にダチョウがすむ。 そこに人が住むことは二度となく， いつの時代までも居住地にはならない」。 40 エホバはこう宣言する。「神がソドムとゴモラと近くの町々を滅ぼした時のように，誰もそこに住もうとせず，誰一人定住しない。



^ （ペテ二 2:6） また，2つの町ソドムとゴモラを断罪し，焼き尽くして灰にし，神を敬わない人たちが将来どうなるかを示しました。



^ （エレ 17:10） 私エホバは，心を探り， 奥底の考え*を調べている。 一人一人に，生き方に応じて， 行ったことに応じて報いるために。

または，「奥底の感情」。直訳，「腎臓」。


^  （エレ 17:10） 私エホバは，心を探り， 奥底の考え*を調べている。 一人一人に，生き方に応じて， 行ったことに応じて報いるために。

または，「奥底の感情」。直訳，「腎臓」。


^  （コリ一 15:26） そして最後の敵である死が除き去られます。



^  （啓 14:1） 私がさらに見ると，子羊がシオンの山に立っていた。そして子羊と共に14万4000人の者たちがいて，彼らの額には子羊の名とその父の名が書かれていた。



^  （ダニ 12:13） あなたは最後まで進んでいきなさい。あなたは休みますが，日々の終わりに，報いを受けるために*立ち上がります」。

または，「自分の取り分のために」，「割り当てられた場所で」。


^  （ヘブ 12:1） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。

または，「大きな雲のような」。


^  （ルカ 23:42， 43） さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。



^  （ルカ 12:4， 5） 友よ，さらに言いますが，体は殺せてもその後は何もできない人たちを恐れてはなりません。 5 しかし，誰を畏れるべきかを示しましょう。殺した後でゲヘナに投げ込む権威がある方を畏れなさい。そうです，この方を畏れなさい。



^ （イザ 55:8， 9） エホバはこう宣言する。 「私の考えはあなたたちの考えとは違い， あなたたちの行い*は私の行いとは違う。  9 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
または，「道」。


^  （ヨハ 5:22） 父は誰一人裁かず，裁くことを全て子に委ねています。



^  （マタ 9:4） イエスはその考えが分かり，こう言った。「なぜ邪悪なことを心の中で考えているのですか。



^  （イザ 55:8， 9） エホバはこう宣言する。 「私の考えはあなたたちの考えとは違い， あなたたちの行い*は私の行いとは違う。  9 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
または，「道」。


^  （イザ 11:3， 4） 彼は喜んでエホバを畏れる。 見える事柄だけに基づいて裁くことをせず， 聞いた事柄だけに基づいて戒めることもしない。  4 立場が低い人たちを公平に*裁き， 地上の温厚な人たちのために公正に戒めを与える。 口から出る棒で地上を打ち， 唇から出る息で邪悪な人々を死に至らせる。

または，「正しく」。








研究記事19




22番の歌 王国は統治している 王国が来ますように！



エホバがこれからどのように裁くかについて分かっていること



「エホバは……一人も滅ぼされ[ない]ことを望んでいる」。ペテロ第二 3:9




ポイント

エホバが近い将来人々を裁く時，正しく公平にそうしてくださると確信できます。




 1. 今が特別な時代といえるのはどうしてですか。


あなたの答え



私たちは特別な時代に生きています。聖書の預言が実現するのを毎日のように目撃しているからです。例えば，「北の王」と「南の王」が世界の主導権を巡って争っています。（ダニ 11:40，脚注）神の王国の良い知らせが今までにない規模で伝えられており，数百万人がエホバに仕えるようになっています。（イザ 60:22。マタ 24:14）そして私たちは，信仰を強める食物を「適切な時に」豊かに与えられています。（マタ 24:45-47）

 2. どんなことを確信できますか。どんなことを認める必要がありますか。


あなたの答え



2 エホバは，近い将来にどんな重要なことが起きるかについて私たちがはっきり理解できるように助けてくださっています。（格 4:18。ダニ 2:28）私たちは，大患難が始まる時までに，エホバとの絆を強めて忠実に仕え続けるのに必要な情報が全て与えられることを確信しています。とはいえ，近い将来について知らないことが幾つかあるという点を認める必要があります。この記事では，将来起きる出来事について理解が調整されたのはどうしてかを考えます。そして将来について，またエホバがどのように行動するかについて，私たちが知っていることを考えます。

知らないこと

 3. 私たちは以前，大患難が始まった時点でエホバに仕えていない人たちについてどう考えていましたか。どうしてですか。


あなたの答え



3 私たちは以前，大患難が始まった後にエホバに信仰を持つようになってハルマゲドンを生き残る人はいないと考えていました。それは，ノアの時代の大洪水の際に起きたことが，将来に起きることと対応していると考えていたからです。例えば，エホバが箱船の扉を閉めた後に誰も箱船に入ることができなかったのと同じように，大患難が始まった後に信仰を持つようになって救われる人はいないと考えていました。（マタ 24:37-39）

 4. ノアの時代に起きた事柄全ては将来起きる事柄を表している，と考えなくなったのはどうしてですか。


あなたの答え



4 では，大洪水の時に起きた出来事一つ一つが将来の出来事と対応しているのでしょうか。そうではありません。聖書にそれを裏付ける根拠がないからです。* 確かに，イエスは自分の臨在の時と「ノアの時代」を関連付けて話しました。でも，エホバが箱船の扉を閉めたことなど，ノアの時代に起きた事柄全てが将来起きる事柄に対応しているとは言いませんでした。とはいえ，私たちにはノアや洪水についての記述から学べることがあります。

 5. （ア）ノアは大洪水の前にどう行動しましたか。（ヘブライ 11:7。ペテロ第一 3:20）（イ）ノアが行った伝道について考えると，現在の伝道活動についてもどのように考えられますか。


あなたの答え



5 ノアは，エホバから警告を聞いた後，箱船を造ることによって信仰を表しました。（ヘブライ 11:7，ペテロ第一 3:20を読む。） 同じように，神の王国の良い知らせを聞いた人は，聞いたことに基づいて行動する必要があります。（使徒 3:17-20）ペテロはノアのことを「正しいことの伝道者」と言いました。（ペテ二 2:5）とはいえ，前の記事で考えた通り，ノアが洪水前に地球上の全ての人に警告を知らせることができたかどうかは分かりません。現在，私たちは世界中の人に伝道する活動を熱心に行っています。でもどんなに頑張っても，終わりが来る前に，地球上の全ての人に良い知らせを伝えることはできないでしょう。どうしてですか。

6-7. 終わりが来るまでに地球上の全ての人に良い知らせを伝えることはできない，といえるのはどうしてですか。


あなたの答え



6 私たちの伝道活動の規模についてイエスは何と言っていたでしょうか。イエスは，良い知らせは「全ての国の人々が聞けるように世界中で」伝えられると予告しました。（マタ 24:14）この預言は今まさに実現しています。王国の良い知らせは，1000以上の言語で伝えられています。そしてjw.orgのウェブサイトは世界人口の大部分が利用できるようになっています。

7 しかしイエスは弟子たちに，「人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません」と言いました。（マタ 10:23; 25:31-33）つまり，イエスが来るまでに全ての人に伝道することはできないということです。考えてみてください。伝道活動が厳しく制限されている地域に住んでいる人が大勢います。それに，毎分何百人もの赤ちゃんが生まれています。私たちは，「あらゆる国や民族や言語」の人たちに良い知らせを伝えるため，最善を尽くしています。（啓 14:6）でも実際のところ，終わりが来るまでに地球上の全ての人に良い知らせを伝えることはできないでしょう。

 8. どんな疑問が湧くかもしれませんか。（写真も参照。）


あなたの答え



8 こうしたことを考えると，次のような疑問が湧くかもしれません。「大患難が始まる前に良い知らせを聞く機会がなかった人たちはどうなるんだろう。エホバとエホバから裁くことを委ねられているイエスは，そうした人たちのことをどのように判断するんだろう」。（ヨハ 5:19，22，27。使徒 17:31）この記事の主題聖句によると，エホバは「一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んで」います。（ペテ二 3:9。テモ一 2:4）とはいえ，良い知らせを聞く機会のなかった人たちをエホバがどう判断するかについては，私たちには分かりません。それに，エホバにはそのことを私たちに知らせる義務はありません。



[image: ]

大患難が始まるまでに良い知らせを聞く機会がなかった人たちのことをエホバはどう判断しますか。（8節を参照。）*







 9. エホバは聖書を通してどんなことを教えていますか。


あなたの答え



9 エホバは聖書の中で，これから行うことをいくらか知らせてくれています。例えば，良い知らせを聞いて行動を改めるチャンスがなかった「正しくない人」たちを復活させると教えています。（使徒 24:15。ルカ 23:42，43）この点を考えると，別の疑問が浮かびます。

10. ほかにもどんな疑問が湧きますか。


あなたの答え



10 大患難の間に死んだ人は誰も復活しないのでしょうか。聖書には，エホバにあからさまに反抗しハルマゲドンで滅ぼされる人たちは復活しない，とはっきり書かれています。（テサ二 1:6-10）では大患難の間に，病気や老齢のために，または事故や事件に巻き込まれて亡くなる人はどうなるのでしょうか。（伝 9:11。ゼカ 14:13）中には，新しい世界で「正しくない人」として復活する人がいるのでしょうか。私たちには分かりません。

知っていること

11. イエスは何を基準にして人々を羊かヤギに分けますか。


あなたの答え



11 将来起きることについて，私たちはどんなことを知っているでしょうか。例えば，キリストの兄弟たちにどう接したかを基準にして，キリストが人々を羊かヤギに分けるということを知っています。（マタ 25:40）キリストや天に行くよう選ばれた人たちに協力してきた人は，羊として分けられます。ほかにも私たちは，キリストの兄弟たちの一部が大患難が始まった後も地球にいて，ハルマゲドンが始まる直前に天に行くということを知っています。キリストの兄弟たちが地球にいる間は，そうした兄弟たちとその活動を支えることができるでしょう。（マタ 25:31，32。啓 12:17）これらはとても重要な点です。どうしてそういえますか。

12-13. 「大いなるバビロン」が滅びるのを見て，どのように反応する人がいるかもしれませんか。（写真も参照。）


あなたの答え



12 大患難が始まった後であっても，「大いなるバビロン」が滅びる様子を見て，エホバの証人がずっと言ってきたことを思い出す人がいるかもしれません。その中に信仰を持つようになる人たちはいるでしょうか。（啓 17:5。エゼ 33:33）

13 モーセの時代にエジプトで起きたことについて考えることができます。イスラエル人がエジプトを出て行く時，「さまざまな人」が一緒にいました。（出 12:38）その中のある人たちは，モーセが言っていた10の災厄がその通りに起きるのを見て，エホバに信仰を持つようになったのかもしれません。同じように，大いなるバビロンが滅びた後，終わりが来る直前に私たちに加わる人がいるとしたら，面白くないと感じますか。もちろんそうなりたくはありません。エホバは「憐れみ深く，思いやりがある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ち，常に信頼できる」方です。（出 34:6）私たちはエホバに倣いたいと思います。*



[image: 1. 若い女性が，宗教活動が行えなくなったというニュースをテレビで見ている。写真を見ながら，親と一緒にエホバに仕えていた時のことを思い出している。2. その後，実家に帰った女性を両親が温かく迎えている。家の外では騒ぎが起きている。]

「大いなるバビロン」が滅びる様子を見て，エホバの証人がずっと言ってきたことを思い出す人がいるかもしれない。（12-13節を参照。）*







14-15. 永遠に生きられるかどうかは，いつ死ぬか，またはどこに住んでいるかで決まりますか。（詩編 33:4，5）


あなたの答え



14 兄弟姉妹の中には，エホバの証人ではない家族が亡くなった場合にこう考える人がいるかもしれません。「亡くなったのが大患難の前でよかった。復活の希望があるから」。きっと家族を思う気持ちからそう考えるのでしょう。でも，いつ死ぬかによって永遠に生きられるかどうかが決まるわけではありません。エホバは完璧な裁きを行う方なので，どんな時も正しくて公平な判断をしてくださいます。（詩編 33:4，5を読む。） 私たちは「地上の人全てを裁く方」が必ず正しいことを行ってくださると確信できます。（創 18:25）

15 永遠に生きられるかどうかはどこに住んでいるかで決まるわけでもありません。王国のメッセージを聞くことができない地域に住んでいるからといって，エホバがそれらの人たちをみんなまとめて“ヤギ”と見なすとは考えられません。（マタ 25:46）地上の人全てを正しく裁くエホバは，誰よりも一人一人のことを大切に思っています。大患難の最中にエホバがどのように物事を動かすか，私たちには分かりません。もしかすると，その期間中にエホバについて学んで信仰を持ち，エホバがご自分の名前を神聖なものとする時にエホバの側に立つ人がいるかもしれません。（エゼ 38:16）

大患難が始まった後……信仰を持つようになる人たちはいるでしょうか。



16. 私たちはエホバについてどんなことを知っていますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



16 私たちは聖書を通して，エホバが人間の命をどれほど大切に思っておられるかを知ることができています。エホバは私たちが永遠に生きる見込みを持てるように，ご自分の独り子の命を与えてくださいました。（ヨハ 3:16）私たちはエホバの優しい愛情を感じています。（イザ 49:15）エホバは一人一人のことをよく知っているので，私たちがたとえ死んだとしても復活させることができます。私たちの記憶を含め，細かな点全てを復元できるほどによく知っているのです。（マタ 10:29-31）こうしたことを考えると，愛情深い父であるエホバは一人一人を正しく，憐れみ深く，完璧な仕方で裁いてくださると確信できます。（ヤコ 2:13）



[image: 先ほどの若い女性が両親や他の人たちと一緒に大患難から出てくる様子。]

エホバが一人一人を，正しく，憐れみ深く，完璧な仕方で裁いてくださることを確信できる。（16節を参照。）







17. 次の記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



17 このようにさらに理解が深まったことで，終わりが近いことをこれまで以上に意識して伝道したいという気持ちが強まります。どうしてでしょうか。諦めずに伝道し続ける上で，どんなことが役立つでしょうか。こうした質問について次の記事で考えます。



エホバが将来行う裁きについて･･･


	  どんなことを知りませんか。


あなたの答え





	  どんなことを知っていますか。


あなたの答え





	  どんなことを確信できますか。


あなたの答え












76番の歌 どんな気持ち？



^  この理解の調整について詳しくは「ものみの塔」2015年3月15日号7-11ページの「神が是認された教え方」という記事を参照。


^  大いなるバビロンが滅ぼされた後，エホバに仕える人たちは全員，マゴグのゴグの攻撃の際に信仰を試されます。大いなるバビロンが滅ぼされた後にエホバの側に付く人たちも試されます。




^  写真や挿絵: ある人たちにとって王国の良い知らせを聞くことが難しいと考えられる理由。（1）ある女性は，国の主な宗教の影響でエホバの証人が安全に伝道できない地域に住んでいる。（2）ある夫婦は政治体制によって伝道活動が禁止された地域に住んでいる。（3）ある男性は人の往来がないへき地に住んでいる。


^  写真や挿絵: エホバに仕えることをやめてしまった若い女性が「大いなるバビロン」が滅ぼされることについて昔学んだことを思い出している。その後，心を入れ替え，エホバの証人の両親のもとに帰っている。そういう時，エホバに倣って憐れみ深く思いやりを示し，その人が戻ってきたことを喜ぼう。






^ （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^  （ダニ 11:40） 終わりの時に，南の王は彼と押し合い*ます。北の王は，兵車や騎手や多くの船で南の王を激しく攻撃し，国々に入って，洪水のように勢いよく通っていきます。

または，「角を突き合わせ」。


^  （イザ 60:22） 小さな者が千人にもなり， 取るに足りない者が強大な国民になる。 私エホバが，定めの時にそれを速める」。



^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （マタ 24:45-47） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。



^  （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。



^  （ダニ 2:28） しかし，秘密を明らかにされる神が天におられます。その方が，最後の日々に起きる事柄をネブカドネザル王に知らせたのです。あなたが見た夢，床に就いておられた時に頭の中で見た幻について申し上げます。



^  （マタ 24:37-39） 人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。



^ （ヘブ 11:7） 信仰によってノアは，まだ見ていない事柄について神から警告された後，神への畏れを示し，自分の家族を救うために箱船を建造しました。そして，この信仰により世を断罪し，信仰のゆえに正しいと認められました。



^ （ペテ一 3:20） その天使たちはノアの時代に不従順だった者たちです。その時代，神が辛抱して待っていた間，箱船が建造され，それに乗ったわずか8人の人*が水の中を通って救われました。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。


^  （ヘブ 11:7） 信仰によってノアは，まだ見ていない事柄について神から警告された後，神への畏れを示し，自分の家族を救うために箱船を建造しました。そして，この信仰により世を断罪し，信仰のゆえに正しいと認められました。



^  （ペテ一 3:20） その天使たちはノアの時代に不従順だった者たちです。その時代，神が辛抱して待っていた間，箱船が建造され，それに乗ったわずか8人の人*が水の中を通って救われました。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。


^  （使徒 3:17-20） さて兄弟たち，私はあなた方が，支配者たちと同じように，よく知らずに行動したことを知っています。 18 しかし，このようにして神は，全ての預言者を通して前もって知らせた事柄，すなわち，ご自分のキリストが苦しみを受けるということを実現させたのです。 19 ですから，罪を消し去っていただくために，悔い改めて生き方を変えなさい。そうすれば，爽やかにする時期がエホバから来て， 20 あなた方のために任命されたキリスト，つまりイエスが遣わされます。



^  （ペテ二 2:5） また，古代の世界を処罰しないでおくことはせず，神を敬わない人々の世界に洪水をもたらしました。ただし，正しいことの伝道者ノアをほかの7人と共に保護しました。



^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （マタ 10:23） ある町で迫害されるときには，別の町に逃げなさい。はっきり言いますが，人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません。



^  （マタ 25:31-33） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。



^  （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。


^  （ヨハ 5:19） それでイエスはユダヤ人たちにこう言った。「はっきり言っておきますが，子は自分からは何一つ行えず，父がしていることを見て行えるにすぎません。何でも父がすることを子も同じように行います。



^  （ヨハ 5:22） 父は誰一人裁かず，裁くことを全て子に委ねています。



^  （ヨハ 5:27） そして，裁きを行う権威を彼に与えました。彼が人の子だからです。



^  （使徒 17:31） なぜなら，自分が任命した者によって世界を公正に裁くために日を定めたからです。そして，その者を復活させて全ての人に保証を与えました」。



^  （ペテ二 3:9） エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。


^  （テモ一 2:4） 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。



^  （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^  （ルカ 23:42， 43） さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。



^  （テサ二 1:6-10） 皆さんを苦しめる人たちに，神が苦難をもって報いることは，確かに正しいことです。 7 一方，苦難に遭っている皆さんは，主イエスが明らかにされる時に私たちと一緒に安らぎを得ます。その際イエスは，強力な天使たちと共に天から現れ， 8 燃え盛る火を伴って，神を認めない人々と，私たちの主イエスについての良い知らせに従わない人々に報復します。 9 こうした人々は，永遠の滅びという処罰を受け，主の前から退けられ，主の偉大な力から切り離されます。 10 主が来るその日，主は聖なる人たちと共に栄光を受け，信仰を抱いた人全てから称賛されます。私たちが語った事柄を聞いて信仰を持った皆さんも，その場にいるでしょう。



^  （伝 9:11） 私はこの地上で次のことも知るようになった。足の速い人がいつも競走に勝つわけでも，強い人が戦いに勝つわけでもない。また，賢い人がいつも食事にありつけるとは限らない。知的な人が裕福になるとも，知識がある人が成功するとも限らない。なぜなら，思いも寄らないことがいつ誰にでも起きるからだ。



^  （ゼカ 14:13） その日，エホバによる混乱が彼らの間に広がる。どの人も友の手をつかみ，友の手に対して手を上げる*。

または，「1人が別の1人を攻撃する」。


^  （マタ 25:40） 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^  （マタ 25:31， 32） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。



^  （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^  （啓 17:5） 女の額には謎めいた名が書かれていた。「娼婦たちと地上の極めて不快なものの母，大いなるバビロン」という名である。



^  （エゼ 33:33） その言葉は必ず実現する。それが実現する時，彼らは自分たちの中に預言者がいたことを知らなければならなくなる」。



^  （出 12:38） さまざまな人*も大勢一緒に行き，羊や牛，多数の家畜が一緒だった。

イスラエル人以外の人のことで，エジプト人も含む。


^  （出 34:6） エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^ （詩 33:4， 5） エホバの言葉は正しく， 神が行うことは全て信頼できる。  5 神は正しさと公正を愛する方。 エホバの揺るぎない愛は地上に満ちている。



^  （詩 33:4， 5） エホバの言葉は正しく， 神が行うことは全て信頼できる。  5 神は正しさと公正を愛する方。 エホバの揺るぎない愛は地上に満ちている。



^  （創 18:25） 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。



^  （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^  （エゼ 38:16） あなたは土地を覆う雲のように，私の民イスラエルを攻める。私は最後の日々に，私の土地をあなたに攻めさせる。それは，ゴグよ，私がさまざまな国の民の目の前で，あなたを通して自分を神聖なものとする時，それらの民が私を知るようになるためである」』。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （イザ 49:15） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。



^  （マタ 10:29-31） スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^  （ヤコ 2:13） 憐れみを示さない人は，憐れみを示されることなく裁かれます。憐れみは裁きに打ち勝つのです。









研究記事20




67番の歌 「神の言葉を広めなさい」



愛を力にして良い知らせを伝える



「全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません」。マルコ 13:10




ポイント

愛は自分の全てを尽くして熱心に伝道する力になります。どうしてそういえますか。




 1. 2023年の年次総会ではどんなことが知らされましたか。


あなたの答え



2023年の年次総会で，私たちは幾つかの理解の調整や宣教に関する発表を聞いて胸が躍りました。* 例えば，大いなるバビロンが滅ぼされた後にもエホバに仕えるようになる人がいるかもしれない，と説明されました。また，2023年11月以降，伝道者は自分が行った宣教について詳しく報告をする必要はないことが知らされました。このような変更があったということは，私たちが宣教の手を緩めてもいいということでしょうか。もちろんそうではありません。

 2. 伝道することが日に日に重要になっているのはどうしてですか。（マルコ 13:10）


あなたの答え



2 伝道することは日に日に重要になっています。残された時は少なくなっているからです。イエスは，終わりの時代の伝道活動についてどんなことを予告したでしょうか。（マルコ 13:10を読む。） マタイの並行記述によると，イエスは，良い知らせが世界中で伝えられた後に「終わり」が来ると言いました。（マタ 24:14）これはサタンの邪悪な体制が完全に終わる時のことを指しています。エホバはこうしたことが起きる「日と時刻」を決めています。（マタ 24:36; 25:13。使徒 1:7）1日ごとにその日は近づいているのです。（ロマ 13:11）終わりが来るまでの間，私たちは伝道し続ける必要があります。

 3. 伝道を行う動機は何ですか。


あなたの答え



3 私たち一人一人は宣教について次の点を真剣に考えたいと思います。良い知らせを伝える動機は何かということです。一言で言えば，それは愛です。私たちは伝道する時，愛を表すことになります。良い知らせに対する愛，人々への愛，そして何よりもエホバとエホバの名前に対する愛です。こうした点を1つずつ考えてみましょう。

良い知らせに対する愛

 4. 良いニュースを聞くとどんな気持ちになりますか。


あなたの答え



4 あなたはこれまで何かの良いニュースを聞いて感激したことがありますか。例えば，家族に赤ちゃんが生まれたとか，念願の仕事が決まったなどと聞いた時です。その知らせを家族や友人に早く知らせたいと思ったことでしょう。王国の良い知らせというこの上なく素晴らしいニュースを聞いた時も，同じように感じたのではないでしょうか。

 5. 聖書の真理を初めて聞いた時，どんな気持ちになりましたか。（写真も参照。）


あなたの答え



5 聖書の真理を初めて聞いた時にどんな気持ちになったか思い出してください。例えば，天のお父さんエホバがあなたを愛していて，家族に迎え入れたいと思っていることを知りました。また，エホバが苦しみを終わらせてくださるという約束や，亡くなった愛する人たちと新しい世界でまた会えるという希望についても学びました。（マル 10:29，30。ヨハ 5:28，29。ロマ 8:38，39。啓 21:3，4）こうした真理を聞いて心が温かくなったことでしょう。（ルカ 24:32）学んだことを愛するようになり，貴重な真理を他の人に伝えずにはいられなくなったはずです。（エレミヤ 20:9と比較。）



[image: 兄弟が「いつまでも幸せに暮らせます」の本を使って男性と聖書レッスンをしている。その男性が学んだことを他の人に伝えている。1. 職場の同僚に。2. 家族に。3. 友人に。]

良い知らせを初めて聞いた時，それをぜひみんなに伝えたいと思ったのではないでしょうか。（5節を参照。）







 6. アーネスト兄弟とローザ姉妹の例からどんなことが学べますか。


あなたの答え



6 アーネストの例を考えてみましょう。* アーネストは10歳の頃に父親を亡くしました。こう言っています。「『天に行ったのだろうか，それとも永遠にいなくなったのだろうか』と考えたものです。父親のいる子どもたちがうらやましく思えました」。毎日のように墓地に通い，父親の墓の前にひざまずき，「神様，どうか教えてください。パパはどこにいるのでしょうか」と祈りました。父親が亡くなって17年がたった頃，アーネストは聖書レッスンを勧められ，すぐに受け入れました。そして，死んだ人は深く眠っているかのように何の意識もないことや，復活の希望があることについて知り，感激しました。（伝 9:5，10。使徒 24:15）ずっと疑問に思っていたことの答えをついに見つけることができたのです。妻のローザも聖書を学び始め，王国のメッセージを愛するようになりました。2人は1978年にバプテスマを受けました。そして，学んだことを友人や家族を含め多くの人に熱心に伝えました。その結果，70人以上の人がバプテスマを受けました。

 7. 聖書の真理を心から愛するようになると，どうしたくなりますか。（ルカ 6:45）


あなたの答え



7 聖書の真理を心から愛するようになると，みんなに伝えたくなるものです。（ルカ 6:45を読む。） 1世紀のイエスの弟子たちは，「見聞きしたことについて話すのをやめるわけにはいきません」と言いました。（使徒 4:20）私たちも同じ気持ちです。真理をとても愛しているので，できるだけ多くの人に伝えたいと思います。

人々に対する愛

 8. どんなことを考えると，良い知らせを伝えたいと思うようになりますか。（「愛を込めて弟子を育てる」という囲みを参照。）（写真も参照。）


あなたの答え



8 私たちは，エホバやイエスと同じように人々を愛しています。（格 8:31。ヨハ 3:16）「希望もなく，神を知らずに」生活している人たちのことを考えると，胸が痛みます。（エフェ 2:12）多くの人はいろいろな問題を抱え，抜け出せない深い穴の中にいるように感じているかもしれません。でも，私たちは王国の良い知らせというロープを使って，その人たちをそこから引き上げることができます。人々への愛や思いやりがあるなら，良い知らせを伝えるためにできる限りのことをしたいと思います。私たちが伝えるメッセージを聞く人たちは希望を持つことができます。そして，今幸せな生活を送るだけでなく，将来「真の命」を得て新しい世界で永遠に生きることができるのです。（テモ一 6:19）



[image: カフェで姉妹が女性にパンフレットを見せて伝道している。]

人々への愛や思いやりがあるなら，良い知らせを伝えるためにできる限りのことをしたいという気持ちになる。（8節を参照。）







「愛を込めて弟子を育てる」


この新しい冊子は，愛を込めて伝道し，キリストの弟子になるよう人々を助けるために欠かせない12のポイントを取り上げています。各レッスンで，自分が何を話すかではなく相手がどんなことに関心があるかに注目する大切さを学べます。こう考えてみましょう。「相手はどんなことを考えているだろう。何を必要としているだろうか」。冊子の紹介部分にはこう書かれています。「人の心を動かしてキリストの弟子になるよう助けるには，宣教のどんなスキルより愛が一番大切です」。





 9. 私たちは，これから起きるどんなことについて警告していますか。どうしてですか。（エゼキエル 33:7，8）


あなたの答え



9 さらに，人々を愛しているなら，間もなく悪い世界が終わることについて警告せずにはいられなくなります。（エゼキエル 33:7，8を読む。） 自分の家族を含め，エホバに仕えていない人たちを助けたいと思います。多くの人たちは，これから起きることを知らずに生きています。間もなく，「世界の始めから今まで起きたことがなく……二度と起きないような大患難」があります。（マタ 24:21）裁きの時に，間違った宗教が滅ぼされ，ハルマゲドンで邪悪な体制全体が終わりを迎えます。（啓 16:14，16; 17:16，17; 19:11，19，20）私たちは，できるだけ多くの人がそのことを知って警告に従い，エホバの崇拝に加わることを願っています。では，私たちの家族を含め，今警告を聞こうとしない人たちはどうなるのでしょうか。

10. これから起きることについて今警告することはどうして重要ですか。


あなたの答え



10 前の記事で説明された通り，エホバは，大いなるバビロンが滅びる様子を見てエホバに信仰を持つようになる人たちを救うかもしれません。そうであれば，もうすぐ起きることについて人々に警告し続けることはますます重要になるといえます。どうしてですか。私たちが今伝えていることを将来人々が思い出すかもしれないからです。（エゼキエル 33:33と比較。）警告の内容を思い出し，手遅れになる前に私たちと一緒にエホバに仕えたいと思うようになるかもしれません。フィリピの牢番は，「大きな地震が起き」た後，信仰を持つようになりました。同じように，今は反応がない人であっても，大いなるバビロンの滅びという世界を揺るがす出来事を見て，信仰を持つようになるかもしれません。（使徒 16:25-34）

エホバとエホバの名前に対する愛

11. エホバはどのように栄光と栄誉と力を受けますか。（啓示 4:11）（写真も参照。）


あなたの答え



11 私たちが良い知らせを伝える一番の理由は，エホバとその神聖な名前を愛しているからです。私たちは伝道することによって，大好きなエホバを賛美したいと思います。（啓示 4:11を読む。） そして，「私たちの神エホバ，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です」という言葉に心から同意しています。エホバが「全てのものを創造された」証拠や，私たちがエホバのおかげで存在していることについてみんなに伝える時，エホバの栄光と栄誉をたたえることができます。また，自分の時間や体力や持っている物をできる限り伝道のために使うなら，自分の力をエホバに捧げていることになります。（マタ 6:33。ルカ 13:24。コロ 3:23）私たちはエホバのことが大好きなので，エホバについてみんなに話します。さらに，エホバの名前とその意味についてみんなに伝えたいとも思っています。どうしてでしょうか。



[image: 良い知らせを伝えるいろいろな方法。1. アフリカで夫婦が家の外にいる女性と子供たちに伝道している。2. 姉妹がバス停で待っている間に女性に伝道している。3. 旅行先のビーチで兄弟が隣に座っている男性と話している。]

自分の時間や体力や持っているものをできる限り伝道のために使うなら，自分の力をエホバに捧げていることになる。（11節を参照。）







12. 伝道する時，どのようにエホバの名前を神聖なものとすることができますか。


あなたの答え



12 私たちはエホバを愛しているので，エホバの名前が神聖なものとされることを心から願っています。（マタ 6:9）私たちは，サタンがエホバについて悪意のあるうそを広めていることをみんなに知ってほしいと思っています。（創 3:1-5。ヨブ 2:4。ヨハ 8:44）それで，伝道する時にはエホバについて熱意を込めて話します。エホバが愛にあふれた方であることや，エホバの統治が正しくて公平なこと，また，神の王国によって全ての苦しみがなくなり，人間が平和で幸せに暮らせるようになることなどです。（詩 37:10，11，29。ヨハ一 4:8）こうした点を伝える時，エホバの名前を神聖なものとすることができます。また，エホバの証人という名前にふさわしく行動できているという満足感を持つこともできます。どうしてですか。

13. エホバの証人と呼ばれることを誇りに思うのはどうしてですか。（イザヤ 43:10-12）


あなたの答え



13 エホバは私たちのことを「証人」と呼んでいます。（イザヤ 43:10-12を読む。） 以前，統治体からの手紙に次のように書かれていました。「人が持つことのできる最大の誉れは，エホバの証人の一人とみなされることなのです」。* どうしてそういえるのか，例えで考えてみましょう。あなたが何かのことで訴えられているとします。その訴えがうそであることを証明するために，どんな人を証人として選びたいと思いますか。きっと，あなたがよく知っていて，信頼でき，評判が良い人を選びたいと思うことでしょう。そのような人の証言は信用されます。エホバは私たちを証人として選んでくださいました。エホバは私たちのことをよく知っていて，エホバだけが本当の神であると私たちが証言できることを確信してくださっています。私たちは証人としてエホバについて語れることを光栄に思います。それで，機会がある時はいつでもエホバの名前を知らせ，エホバについて悪く言われていることが真実ではないということを伝えるようにします。そのようにして，エホバの証人という名前の通りに行動していることを示すことができます。（詩 83:18。ロマ 10:13-15）

終わりが来るまで伝道を続ける

14. どんな素晴らしいことが将来起きるかもしれませんか。


あなたの答え



14 近い将来に起きる事柄について考えると，わくわくします。大患難が始まるまでにエホバの助けによってさらに多くの人が真理を受け入れる様子をぜひ見たいと思います。また，人間の歴史の中で一番暗い時期といえる大患難の間でさえ，サタンの側から離れてエホバに仕えるようになる人たちがいるかもしれないのです。本当に素晴らしいことではないでしょうか。（使徒 13:48）

15-16. これからもどんなことを行い続けますか。いつまでそうしますか。


あなたの答え



15 それまでの間，私たちにはすべきことがあります。神の王国の良い知らせを世界中に伝える仕事です。これは二度と繰り返されることはありません。また，私たちはこれから起きることについて警告し続ける必要があります。この邪悪な体制の終わりがどんどん近づいていることを人々は知る必要があります。その終わりが来る時，私たちが伝えていたメッセージがエホバから来ていたことを全ての人が知ることになります。（エゼ 38:23）

16 では，私たちはどんなことを決意していますか。愛を力にして伝道することです。それは，良い知らせに対する愛，人々への愛，そして何よりもエホバとエホバの名前に対する愛です。終わりが近いことを意識しつつ，エホバが「伝道活動はこれで終わりです！」という時まで熱い心で伝道し続けましょう。



愛は伝道する上でどのように力になりますか


	  良い知らせに対する愛


あなたの答え





	  人々に対する愛


あなたの答え





	  エホバとエホバの名前に対する愛


あなたの答え












54番の歌 「これが道である」



^  年次総会は，2023年10月7日に米国ニューヨーク州ニューバーグにあるエホバの証人の大会ホールで開かれました。プログラム全体は，2023年11月と2024年1月のJW Broadcasting®で見ることができます。


^  「ものみの塔」2015年2月1日号の「聖書は人の生き方を変える 聖書の明快で論理的な答えに感動しました」という記事を参照。


^  「2007 エホバの証人の年鑑」3ページを参照。






^ （マル 13:10） また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。



^ （マル 13:10） また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。



^  （マル 13:10） また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。



^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （マタ 24:36） その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。



^  （マタ 25:13） ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。



^  （使徒 1:7） イエスは言った。「天の父の権限で定められた時や時期について，あなたたちが知る必要はありません。



^  （ロマ 13:11） また，皆さんは今がどんな時かを知っているのですから，こうしたことを行ってください。すでに，眠りから覚めるべき時が来ています。今や，私たちが信仰を持つようになった時よりも，救いは近いのです。



^  （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^  （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （ルカ 24:32） 2人は互いに言った。「あの方が道中，話してくれた時，聖書をはっきり説明してくれた時，私たちの心は燃えていたではないか」。



^  （エレ 20:9） それで私は言いました。「この方について話さないことにしよう。 もうこの方の名によって語ることはしない」と。 ですが，神の言葉は私の心の中で燃える火， 骨の中に閉じ込められた火のようになりました。 私はそれを抑えるのに疲れ，もう耐えられなくなりました。



^  （伝 9:5） 生きている人は自分が死ぬことを知って*いる。しかし，死んだ人は何も知らない。何か*を得ることもない。思い出されず，忘れ去られる。

または，「意識して」。
または，「報酬」。


^  （伝 9:10） あなたにできることは何でも，力を尽くして行いなさい。あなたの行く場所，つまり墓*では，働くことも考えることも学ぶことも理解することもできないからだ。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^ （ルカ 6:45） 善い人は，心に蓄えている善いものの中から善いものを取り出し，邪悪な人は，蓄えている邪悪なものの中から邪悪なものを取り出します。心に満ちあふれているものが口から出るのです。



^  （ルカ 6:45） 善い人は，心に蓄えている善いものの中から善いものを取り出し，邪悪な人は，蓄えている邪悪なものの中から邪悪なものを取り出します。心に満ちあふれているものが口から出るのです。



^  （使徒 4:20） しかし，私たちとしては，見聞きしたことについて話すのをやめるわけにはいきません」。



^  （格 8:31） 人が住むための地球を見て喜び， 人間に深い愛情を抱いた。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （エフェ 2:12） その頃，皆さんはキリストを知らず，イスラエル国民とは無縁で，約束に関わる契約とは無関係でした。希望もなく，神を知らずに世の中で生活していました。



^  （テモ一 6:19） そうすれば彼らは，いわば宝を蓄え，将来のための良い土台を築いて，真の命をしっかり捉えることができるでしょう。



^ （エゼ 33:7， 8） 人の子よ，私はあなたをイスラエル国民の見張りに任命した。あなたは私の口から出る言葉を聞いたら，私からの警告を彼らに伝えなければならない。 8 私が悪い人に，『あなたは悪いことをしているので必ず死ぬ』と言うのに，あなたがその人にはっきり警告せず，生き方を変えるよう諭さないなら，その人は自分の過ちのために悪人として死ぬことになるが，私はその人の死の責任をあなたに問う*。

または，「その人の血の代価をあなたに求める」。


^  （エゼ 33:7， 8） 人の子よ，私はあなたをイスラエル国民の見張りに任命した。あなたは私の口から出る言葉を聞いたら，私からの警告を彼らに伝えなければならない。 8 私が悪い人に，『あなたは悪いことをしているので必ず死ぬ』と言うのに，あなたがその人にはっきり警告せず，生き方を変えるよう諭さないなら，その人は自分の過ちのために悪人として死ぬことになるが，私はその人の死の責任をあなたに問う*。

または，「その人の血の代価をあなたに求める」。


^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^  （啓 16:14） それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^  （啓 16:16） それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^  （啓 17:16， 17） そして，あなたが見た10本の角と野獣は，娼婦を憎み，破滅させて裸にし，彼女の肉を食い尽くし，彼女を火で焼き尽くします。 17 神が，ご自分の考えを彼ら*の心に入れて実行させたからです。神の言葉が成し遂げられるまで，彼らが自分たちの王国を野獣に与えて，自分たちの1つの考えを実行するようにしたのです。

10人の王のこと。


^  （啓 19:11） 私が見ていると，天が開かれ，白い馬が現れた。それに乗っている者は，忠実で真実な方と呼ばれ，正しく裁き，正義のために戦う。



^  （啓 19:19， 20） さらに見ると，野獣と地上の王たちとその軍勢が，馬に乗っている方とその軍勢に対して戦うために集まっていた。 20 そして，野獣は捕らわれ，野獣の前で奇跡*を行った偽預言者も捕らわれた。偽預言者は，野獣の印を受けた者たちと野獣の像を崇拝する者たちを，奇跡*によって惑わしていたのである。野獣も偽預言者も生きたまま，硫黄が燃える火の湖に投げ込まれた。

直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。


^  （エゼ 33:33） その言葉は必ず実現する。それが実現する時，彼らは自分たちの中に預言者がいたことを知らなければならなくなる」。



^  （使徒 16:25-34） しかし，真夜中ごろ，パウロとシラスは祈ったり歌で神を賛美したりしていて，囚人たちはそれを聞いていた。 26 突然，大きな地震が起きて，牢屋が土台から揺れた。その上，全ての戸が直ちに開き，皆の鎖やかせが外れた。 27 牢番は目を覚まして牢屋の戸が開いているのを見ると，囚人たちが逃げてしまったものと思い，剣を抜いて自殺しようとした。 28 しかしパウロは大声で，「やめなさい。皆ここにいます！」と叫んだ。 29 牢番は明かりを持ってこさせてから，中に駆け込み，震えながらパウロとシラスの前にひれ伏した。 30 そして，2人を外に連れ出し，こう言った。「先生方，救われるには何をしなければなりませんか」。 31 2人は言った。「主イエスを信じなさい。そうすれば救われます。あなたも，あなたの家の人たちも」。 32 その後，牢番とその家の全ての人にエホバの言葉を語った。 33 牢番は，その夜に2人を連れていって傷の手当てをした。そして，家の人全員と共にすぐにバプテスマを受けた。 34 それから2人を家に連れてきて，食卓を整え，自分が神を信じるようになったことを家の人全員と共に大変喜んだ。



^ （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^  （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （ルカ 13:24） 「狭い戸口を通って入るため，精力的に励みなさい。あなた方に言いますが，入ろうとしても入れない人が多いからです。



^  （コロ 3:23） 何をしていても，人のためではなくエホバ*のためにするように，自分の全てを尽くして行いましょう。

付録A5参照。


^  （マタ 6:9） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。



^  （創 3:1-5） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。

または，「利口だった」。


^  （ヨブ 2:4） サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。

直訳，「皮膚のためには皮膚」。


^  （ヨハ 8:44） あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。

直訳，「父」。


^  （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^ （イザ 43:10-12） エホバはこう宣言する。 「あなたたちは私の証人である。 私に仕える者であり，私が選んだのである。 あなたたちが私を知り，私に信仰を持ち*， 私が変わらないことを理解するために。 私の前に存在するようになった*神はおらず， 私の後にもいない。 11 私，この私がエホバであり，ほかに救い主はいない」。 12 エホバはこう宣言する。 「あなたたちの中にほかの神がいなかった時に， 私こそが，救うと告げ，実際に救い，そのことを知らせた。 それで，あなたたちは私の証人であり，私は神である。

または，「私を信頼し」。
直訳，「形作られた」。


^  （イザ 43:10-12） エホバはこう宣言する。 「あなたたちは私の証人である。 私に仕える者であり，私が選んだのである。 あなたたちが私を知り，私に信仰を持ち*， 私が変わらないことを理解するために。 私の前に存在するようになった*神はおらず， 私の後にもいない。 11 私，この私がエホバであり，ほかに救い主はいない」。 12 エホバはこう宣言する。 「あなたたちの中にほかの神がいなかった時に， 私こそが，救うと告げ，実際に救い，そのことを知らせた。 それで，あなたたちは私の証人であり，私は神である。

または，「私を信頼し」。
直訳，「形作られた」。


^  （詩 83:18） 人々があなたのことを知りますように。 エホバという名を持つあなただけが， 地球全体を治める至高者であるということを。



^  （ロマ 10:13-15） 「エホバの名を呼ぶ人は皆救われる」のです。 14 しかし，信仰を持っていなければ，どうして呼び掛けられるでしょうか。また，聞いたことがなければ，どうして信仰を持てるでしょうか。また，伝道する人がいなければ，どうして聞けるでしょうか。 15 また，遣わされたのでなければ，どうして伝道できるでしょうか。書かれている通り，「良い事柄についての良い知らせを広める者たちの足は何と美しいのでしょう！」



^  （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバの言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。



^  （エゼ 38:23） 私は必ず自分があがめられるようにし，自分を神聖なものとし，多くの国の人々の目の前で自分について知らせる。彼らは私がエホバであることを知らなければならなくなる』。









研究記事21




107番の歌 神の愛の模範



結婚相手を見つけるためにできること



「有能な妻を誰が見つけられるだろうか。彼女はサンゴよりもはるかに貴い」。格言 31:10




ポイント

この記事では，結婚相手に良さそうな人を見つけるのに役立つ聖書からのアドバイスを考えます。また，結婚を考えている人のために周りの人はどんなことができるかも考えます。




1-2. （ア）独身のクリスチャンは誰かと付き合う前にどんなことを考える必要がありますか。（イ）付き合うとはどういうことですか。（「語句の説明」を参照。）


あなたの答え



結婚を考えていますか。結婚しなければ幸せになれないというわけではありませんが，多くの独身のクリスチャンが年齢にかかわらず，ぴったりの相手に出会える時を楽しみにしています。もちろん誰かと付き合う前に，エホバとの強い絆を持ち，自分自身のことをよく知り，生計を立てていく用意ができている必要があります。* （コリ一 7:36）そのような準備が整っていれば，きっと幸せな結婚生活が待っていることでしょう。

2 それでも，付き合いたいと思える人を見つけるのは簡単なことではありません。（格 31:10）それに，そのような相手が見つかったとしても，思いを伝えて付き合い始めるのはやはり簡単ではありません。* この記事では，独身のクリスチャンが結婚相手に良さそうな人を見つけて交際を始めるのに役立つアドバイスを考えます。そして，結婚したいと思っている人のために周りの人はどんなことができるかについても考えます。

結婚相手に良さそうな人を見つける

 3. 結婚相手を探す前にどんなことを考えるとよいですか。


あなたの答え



3 結婚を考えているなら，自分がどんな相手を望んでいるかをはっきりさせておくとよいでしょう。そうしないと，いい相手がいるのに気付かなかったり，自分とは合わない相手と付き合い始めてしまったりするかもしれません。もちろん，付き合う相手はバプテスマを受けたクリスチャンであるべきです。（コリ一 7:39）でも，バプテスマを受けている人なら誰もが，あなたにぴったりの結婚相手になるとは限りません。次のように考えてみましょう。「私はどんな人生を送りたいと思っているだろう。私は結婚相手に何を求めているだろう。その期待は現実的だろうか」。

 4. ある兄弟姉妹はどんなことを祈っていますか。


あなたの答え



4 あなたはこれまで，ぴったりの相手が見つかるようエホバに祈ってきたかもしれません。（フィリ 4:6）エホバは結婚相手に出会えるようにすると約束してはいませんが，あなたの気持ちや必要としているものを分かっていて，気遣ってくださいます。そして，結婚相手を探している間ずっと支えてくださいます。ですから，あなたの気持ちや願いをエホバに伝え続けてください。（詩 62:8）辛抱強さと知恵を祈り求めましょう。（ヤコ 1:5）アメリカに住む独身のジョン兄弟は，どんなことを祈っているかについてこう言っています。* 「私はどんな姉妹と結婚したいかを具体的にエホバにお伝えしています。そういう人との出会いの機会があるようにとも祈っています。そして，良い夫になりたいので人格を磨いていけるよう助けてください，ともお願いしています」。スリランカのターニャ姉妹はこう言います。「出会いを待っている間も，忠実で前向きで幸せでいられるよう助けてください，とエホバに祈っています」。いい相手がすぐには見つからないとしても，エホバは必ず生活面でも感情面でも支え続けてくださいます。（詩 55:22）

 5. どんな機会にエホバを愛する人と出会えるかもしれませんか。（コリント第一 15:58）（写真も参照。）


あなたの答え



5 聖書は，「主の活動をいつも活発に行ってください」と勧めています。（コリント第一 15:58を読む。） この言葉に従ってエホバへの奉仕を一生懸命行い，いろいろな兄弟姉妹と過ごすようにしましょう。そういう時間は仲間との交友を楽しむ機会になるだけでなく，エホバに仕えることを大切にする人と出会う機会にもなるかもしれません。エホバに喜んでもらうためにベストを尽くす人は，本当の意味で幸せになれます。



[image: 1. 独身の姉妹が伝道中に年上の姉妹と楽しそうに会話している。2. その独身の姉妹が建設プロジェクトの現場で食事を提供している。3. 独身の兄弟が長老と一緒に夫婦を牧羊している。4. その独身の兄弟が同じ建設プロジェクトで，電動のこぎりを使って作業している。]

エホバへの奉仕に打ち込んで，いろいろな兄弟姉妹と一緒に働きましょう。そうしているうちに出会いがあるかもしれません。（5節を参照。）







 6. 相手を探している間どんなことを意識できますか。


あなたの答え



6 結婚相手を探す間も，そのことばかりに気を取られないようにしましょう。（フィリ 1:10）結婚しているかどうかにかかわらず，エホバとの絆があれば幸せでいられます。（マタ 5:3）独身の人は，エホバへの奉仕のためにより自由に生活を調整することができます。（コリ一 7:32，33）ですから，独身でいる期間を最大限活用してください。30代後半で結婚したアメリカのジェシカ姉妹はこう言っています。「結婚するまでの間も宣教に打ち込んでいたので，満ち足りた気持ちでいられました」。

時間を取って相手の様子を観察する

 7. 思いを伝える前に，少し相手の様子を観察する期間を持つとよいのはどうしてですか。（格言 13:16）


あなたの答え



7 この人かもしれないと思える人に出会ったらどうしたらよいでしょうか。すぐに気持ちを伝えてもいいでしょうか。聖書によると，賢い人は知識に基づいて行動します。（格言 13:16を読む。） それで，思いを伝える前に，少し相手の様子を観察する期間を持ちましょう。オランダのアシュウィン兄弟はこう言っています。「恋愛感情は急に高まることもあれば，急に冷めることもあります。まず相手のことを知るようにすれば，一時的な感情に流されて付き合い始めずに済みます」。その人のことが分かっていくうちに，その人がふさわしい相手ではないことに気付く場合もあります。

 8. 気になる相手の様子をどのように知ることができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



8 どうしたら，相手のことをそれとなく知ることができるでしょうか。会衆の集会や交友の場でのその人の様子から，性格や振る舞い方，神との友情について何か分かることがあるかもしれません。その人はどんな人と友達でしょうか。どんなことを話題にしていますか。（ルカ 6:45）どんな人生を送りたいと思っているでしょうか。それはあなたと合っているでしょうか。その人の会衆の長老や，その人のことをよく知っている信頼できる兄弟姉妹に尋ねてみることもできます。（格 20:18）その人がどんな人として知られているか聞いてみましょう。（ルツ 2:11）こうしたことをするときには，相手に嫌な思いをさせないよう注意しましょう。相手の気持ちやプライバシーに配慮することが大切です。



[image: 先ほどの写真に出てきた独身の兄弟と姉妹が，王国会館でお互いの様子をさりげなく観察している。1. 姉妹は兄弟が高齢の夫婦にどのように接しているか観察している。2. 週日の集会で兄弟は，姉妹の実演をよく見ている。]

気になる人がいたら，まずその人の様子を観察しましょう。（7-8節を参照。）







 9. 告白する前にどんなことがはっきりしている必要がありますか。


あなたの答え



9 告白する前にどれくらい時間をかけて相手のことを知るとよいでしょうか。もし思いを伝えるのが早過ぎると，感情だけで動く人だという印象を与えてしまうかもしれません。（格 29:20）逆に，自分の思いに相手が気付いているのに時間をかけ過ぎると，はっきりしない人だと思われてしまうかもしれません。（伝 11:4）付き合い始めたらその人と結婚しなければいけないと考える必要はありません。でも告白する時には，自分は結婚の準備ができているとはっきり言うことができ，この人となら結婚生活をうまくやっていけるかもしれない，と感じている必要があります。

10. 誰かから好意を寄せられていることに気付いたものの，その人に対して気がない場合，どうしたらいいですか。


あなたの答え



10 誰かが自分に好意を寄せているということに気付いた場合はどうしたらいいでしょうか。もし，その思いに応えられないと感じるなら，そのことをはっきりと態度で示しましょう。付き合うつもりがないのに思わせぶりな態度を取るのは，親切なことではありません。（コリ一 10:24。エフェ 4:25）

11. 周りの人が結婚相手を紹介したりする場合，どんなことを意識する必要がありますか。


あなたの答え



11 地域によっては，親や親戚が結婚相手を決めます。また，家族や友人が合いそうな人を紹介し，後は本人たちに任せる，という習慣がある地域もあります。もし，相手を紹介してほしいと頼まれたら，双方の好みや必要としていることについて考えましょう。良さそうな人が思い付いたら，その人の人柄や，エホバとの強い絆を持っているかをしっかりと見極めてください。エホバとの強い絆は，収入や学歴，社会的地位よりもはるかに大切です。もちろん，結婚するかどうかを最終的に決めるのは本人たちだ，ということも覚えておきましょう。（ガラ 6:5）

付き合い始める

12. 付き合いたいと思う相手がいる場合，どのように自分の気持ちを伝えることができますか。


あなたの答え



12 付き合いたいと思う相手がいる場合，どのように気持ちを伝えたらよいでしょうか。* 人目のある場所で会ったり，電話したりして，2人で話す機会をつくりましょう。付き合いたいと思っていることをはっきり伝えてください。（コリ一 14:9）もし考える時間が欲しいと言われたら，返事を待ってあげましょう。（格 15:28）そして，その人が付き合うことを望まないなら，その気持ちを尊重しましょう。

13. 誰かに告白されたらどうしたらいいですか。（コロサイ 4:6）


あなたの答え



13 誰かから告白された場合はどうしたらいいでしょうか。告白するには勇気が要ったはずなので，親切に敬意を込めて返事をしましょう。（コロサイ 4:6を読む。） 返事をする前に考える時間が欲しいと思うなら，そのように伝えましょう。そして，早めに返事をしてあげましょう。（格 13:12）もし付き合う気がないなら，そのことを親切にはっきりと伝えましょう。オーストリアのハンス兄弟は，ある姉妹から告白された時のことについてこう言っています。「相手の気持ちを思いやりながら，でもはっきりと返事を伝えました。変に期待させたくなかったので，すぐに返事をしました。その後も，姉妹への接し方に気を付けました」。一方，その人と付き合いたいと思うなら，どのように交際を進めていきたいかを話し合いましょう。それぞれの育った背景などによってお互いの考え方が違うこともあるからです。

周りの人ができること

14. 独身の人と話すとき，どんなことを意識できますか。


あなたの答え



14 結婚したいと思っている独身の兄弟姉妹のために，周りの人はどのように助けになれるでしょうか。まず，どんなことを言うかに気を付けるのは大切です。（エフェ 4:29）こう考えてみましょう。「自分は独身の人をからかったりしていないだろうか。独身の兄弟と姉妹が話しているのを見たとき，2人にその気があると決め付けていないだろうか」。（テモ一 5:13）独身の人に劣等感を抱かせるようなことを決して言わないようにしましょう。前の節に出てきたハンス兄弟はこう言います。「『いい年なのになんで結婚しないの？』と兄弟たちに言われることがあります。そう言われると，自分はこのままでは駄目なのかという気持ちになりますし，早く結婚しないと，というプレッシャーも感じます」。独身の兄弟姉妹と話すときには，その人のいいところを褒めるようにしましょう。（テサ一 5:11）

15. （ア）結婚相手を探す手助けをしたいと思うとき，ローマ 15章2節の教えに従って，まずどんなことを考えるとよいですか。（写真も参照。）（イ）脚注の動画のどんなところが印象的でしたか。


あなたの答え



15 あの兄弟とあの姉妹合うんじゃないかな，と思った場合，どんなことができるでしょうか。聖書は人の気持ちに配慮するよう勧めています。（ローマ 15:2を読む。） 誰もが結婚相手を紹介してほしいと思っているわけではありません。それで，本人の気持ちを尊重しましょう。（テサ二 3:11）誰かを紹介してほしいと思っている人もいますが，頼まれていないのに世話を焼くことがないようにしましょう。* （格 3:27）さりげない手助けをありがたく思う人もいます。リディアというドイツの独身の姉妹はこう言っています。「合うんじゃないかと思う2人がいたら，ある程度の人数の中で交流できる機会をつくってあげるといいと思います。後は本人たちに任せてあげてください」。



[image: 先ほどの独身の兄弟と姉妹が，会衆の人たちとの食事会で会話している。]

ある程度の人数で交流できる場は，独身の兄弟姉妹にとって出会いの機会になるかもしれない。（15節を参照。）







16. 独身のクリスチャンはどんなことを覚えておくとよいですか。


あなたの答え



16 結婚していても独身であっても，私たちは皆，幸せな人生を送ることができます。（詩 128:1）ですから，まだいい相手に出会えていないとしても，引き続きエホバへの奉仕に打ち込んでください。マカオの善児姉妹の言う通りです。「パラダイスで夫婦一緒に過ごせる時間と比べると，独身でいる期間は短いものです。ですから，独身でいられる時間を大切にして有意義に過ごしてください」。では，いい相手が見つかってすでに付き合っているなら，その期間をどのように過ごしたらよいでしょうか。次の記事で考えましょう。



どんなことを学びましたか


	  結婚したいと思っている人はどんなことができますか。


あなたの答え





	  付き合い始める前に，少し相手の様子を観察する期間を持つとよいのはどうしてですか。


あなたの答え





	  結婚を考えている兄弟姉妹のためにどんなことができますか。


あなたの答え












137番の歌 忠実な女性たち



^  結婚する準備ができているかについては，jw.orgの「デート パート1: デートしてもいい？」という記事をご覧ください。


^  語句の説明: 付き合うとは，男性と女性がいい夫婦になれるかどうかを確かめるために，時間をかけて知り合うことです。デートする，交際する，恋愛すると言うこともあります。付き合うことは恋愛感情があることをはっきり伝えた時に始まり，婚約するか別れる時に終わります。


^  一部の名前は変えてあります。


^  ある地域では普通，男性が女性に告白します。しかし，女性から男性に告白するのも間違ったことではありません。（ルツ 3:1-13）詳しくは，「目ざめよ！」2004年10月22日号の「若い人は尋ねる…どうすれば自分の気持ちを伝えられるだろう」という記事をご覧ください。


^  jw.orgにある「信仰のために立派に戦っている人たち 独身の兄弟姉妹」という動画をご覧ください。






^ （格 31:10） 有能な*妻を誰が見つけられるだろうか。 彼女はサンゴ*よりもはるかに貴い。

または，「素晴らしい」。
用語集参照。


^  （コリ一 7:36） ですが，未婚*の人が欲求を抑えられないと感じていて，若さの盛りを過ぎているなら，自分の望む通りにしなさい。罪を犯すことにはなりません。結婚しなさい。

または，「童貞」，「処女」。


^  （格 31:10） 有能な*妻を誰が見つけられるだろうか。 彼女はサンゴ*よりもはるかに貴い。

または，「素晴らしい」。
用語集参照。


^  （コリ一 7:39） 妻は夫が生きている間はつながれています。しかし，もし夫が死の眠りに就くことがあれば，望みの人と自由に結婚できます。ただし，主に従う人とだけです。



^  （フィリ 4:6） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。

または，「請願」。


^  （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^  （詩 55:22） 重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる*ことを決して許さない。

または，「よろける」。


^ （コリ一 15:58） それで，私の愛する兄弟たち，しっかり立って，動じることなく，主の活動をいつも活発に*行ってください。皆さんが知っているように，主のために働くことは無駄ではないのです。

または，「たくさん」。


^  （コリ一 15:58） それで，私の愛する兄弟たち，しっかり立って，動じることなく，主の活動をいつも活発に*行ってください。皆さんが知っているように，主のために働くことは無駄ではないのです。

または，「たくさん」。


^  （フィリ 1:10） 皆さんがより重要なことを見極め，キリストの日までずっと純粋でいて，人の信仰を妨げることがありませんように。



^  （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^  （コリ一 7:32， 33） 私は，皆さんに心配事がないことを願っています。結婚していない男性は，どうすれば主に喜ばれるかと，主の事柄に気を使います。 33 一方，結婚している男性は，どうすれば妻に喜ばれるかと，世の事柄に気を使い，



^ （格 13:16） 聡明な人は知識によって行動し， 愚かな人は愚かさをさらけ出す。



^  （格 13:16） 聡明な人は知識によって行動し， 愚かな人は愚かさをさらけ出す。



^  （ルカ 6:45） 善い人は，心に蓄えている善いものの中から善いものを取り出し，邪悪な人は，蓄えている邪悪なものの中から邪悪なものを取り出します。心に満ちあふれているものが口から出るのです。



^  （格 20:18） 相談*によって計画は成功する*。 巧みな指揮*によって戦いをせよ。

または，「助言」。
または，「しっかりする」。
または，「的確な導き」。


^  （ルツ 2:11） ボアズは答えた。「あなたが夫の死後もしゅうとめに尽くしてきたこと，父や母や故国を離れて知らない国*へ来たことについて，詳しい話を聞きました。

直訳，「民の所」。


^  （格 29:20） 性急に話す人を見たか。 愚かな人の方がまだ望みがある。



^  （伝 11:4） 風を見守っている者は種をまかない。雲を眺めている者は刈り取らない。



^  （コリ一 10:24） 各自，自分のためになることではなく，人のためになることをいつも優先しましょう。



^  （エフェ 4:25） 皆さんは偽りを捨て去ったのですから，隣人に真実を語りましょう。私たちは皆で1つの体を構成しているのです。



^  （ガラ 6:5） 人はそれぞれ，自分の荷*を自分で負うのです。

または，「責任」。


^  （コリ一 14:9） 同じように，皆さんも舌を使って理解しやすい言葉を話さないなら，何を言っているのかどうして分かるでしょうか。空気に話していることになってしまいます。



^  （格 15:28） 正しい人は答える前に心の中で思い巡らし*， 悪人たちは悪いことを口走る。

または，「どう答えるかをよく考え」，「話す前に考え」。


^ （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。



^  （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。



^  （格 13:12） 期待がなかなか実現しないと落ち込むが， かなえられた望みは命の木である。



^  （エフェ 4:29） 不快な*言葉を口から出してはなりません。その場に合った励ましの言葉を述べて，聞く人のためになるようにしましょう。

直訳，「腐った」。


^  （テモ一 5:13） また，彼女たちはいつも怠けるようになり，家々をぶらつき回ります。怠けるだけでなく，うわさ話をしたり，人のことに干渉したりして，話すべきでないことを話します。



^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^ （ロマ 15:2） 各自が隣人を喜ばせるようにしましょう。その人のためになることをし，その人を力づけるのです。



^  （ロマ 15:2） 各自が隣人を喜ばせるようにしましょう。その人のためになることをし，その人を力づけるのです。



^  （テサ二 3:11） それなのに，聞くところによると，皆さんの中に秩序を無視している人たちがいて，全く働かず，自分に関係のないことに手出ししているようです。



^  （格 3:27） あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。

または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。


^  （詩 128:1） エホバを畏れる人は皆，幸せだ。 その人は神の道を歩む。



^ （ルツ 3:1-13） さて，しゅうとめのナオミはルツに言った。「ねえ，あなたが安心して暮らせるよう結婚相手を見つけて*あげたいわ。幸せになってほしいの。 2 ボアズは私たちの親戚で，そこの若い女性たちとあなたは一緒にいたでしょう？ 今夜ボアズは脱穀場で作業*しているわ。 3 だから，あなたは体を洗って香油を塗り，きちんとした身なりで*脱穀場に行きなさい。ボアズが食べたり飲んだりし終えるまで気付かれてはいけません。 4 ボアズが横になる時，その場所をしっかり見ておくのよ。それから，行って，ボアズの足元の服をまくって横になりなさい。どうしたらいいかを教えてくれるわ」。 5 ルツは答えた。「お母さんの言う通りにします」。 6 それでルツは脱穀場に行き，全てしゅうとめに言われた通りにした。 7 一方ボアズは，食べたり飲んだりして楽しんでいた。そして，穀物の山のそばへ行って横になった。その後，ルツはそっと近寄り，ボアズの足元の服をまくって横になった。 8 真夜中にボアズは身震いした。体を起こすと，足元に横たわっている女性が見えた。 9 「誰ですか」と尋ねると，ルツは答えた。「ルツでございます。どうか私を保護して*ください。あなたは買い戻す権利をお持ちですから」。 10 ボアズは言った。「あなたにエホバの祝福がありますように。あなたは揺るぎない愛を，今回，初めの時以上に示しました。貧富を問わず，若い男性を夫にしようとはしませんでした。 11 心配は要りません。あなたの言う通りにしましょう。あなたが立派な女性であることを，町中の人が知っています。 12 ただ，私には買い戻す権利があるのですが，私より近い親族で権利を持つ人がいます。 13 今夜はここにいなさい。朝になって，その人があなたを買い戻すなら，それでよいでしょう。そうしてもらいましょう。しかし，買い戻そうとしないなら，この私があなたを買い戻すことを，生きている神エホバに懸けて誓います。朝までここで横になっていなさい」。

直訳，「休み場を探して」。
脱穀したものを放り上げ，もみ殻を風で吹き分ける作業。
または，「外衣を着て」。
または，「あなたの衣の裾で覆って」。








研究記事22




127番の歌 私はどんな人になるべきだろうか



付き合っている2人ができること



「内面[は]とても価値があります」。ペテロ第一 3:4




ポイント

付き合っている2人は良い決定をするためにどんなことができるか，また，会衆の仲間はどのようにサポートできるかを考えます。




1-2. 付き合うことについて，ある人たちはどんなふうに感じていますか。


あなたの答え



誰かと付き合うと，うれしくて胸がどきどきするものです。もし今付き合っているなら，その時間を楽しいものにしたいと思っていることでしょう。多くの兄弟姉妹は実際に楽しい時間を過ごしています。エチオピアのシーヤン姉妹は，付き合っていた頃を思い返してこう言っています。* 「すごくいい時間でした。真面目な話もしましたが，よく笑いました。大好きな人が自分のことを好きになってくれていると考えると，とても幸せな気持ちになりました」。

2 一方，オランダのアレッシオ兄弟はこう言います。「付き合っている時，相手のことを知るのはとても楽しかったですが，2人で乗り越えないといけないこともありました」。この記事では，付き合っている時に起きるかもしれない問題や役立つ聖書の言葉を考えます。会衆の仲間が，付き合っている2人をどうサポートできるかも学びます。

付き合うのは何のため？

 3. 付き合うのは何のためですか。（格言 20:25）


あなたの答え



3 誰かと付き合うのはとても楽しいことですが，それは結婚につながるかもしれない大切なステップでもあります。結婚式の日，2人は生きている限り互いを愛し，敬意を示し合うことをエホバに誓います。どんな誓いをする場合でも，その前に注意深く考えることが必要です。（格言 20:25を読む。） 結婚の誓いについてもまさにそういえます。結婚する前に付き合うことで，互いのことをよく知り，良い決定をすることができます。結婚するという決定もあれば，付き合うのをやめるという決定もあるでしょう。たとえ別れることになったとしても，失敗ではありません。結婚すべきかどうかを見極めることができたのですから，良い決定ができたといえます。

 4. 付き合うことについて，私たちみんなが正しい見方を持つ必要があるのはどうしてですか。


あなたの答え



4 付き合うことについて正しい見方を持つことが大切なのはどうしてですか。そうできているなら，独身の人は結婚するつもりがないのにデートをしたりすることはないでしょう。正しい見方を持つ必要があるのは独身の人だけではありません。私たちみんながそうすべきです。中には，付き合ったら結婚するものだと決め付ける人たちがいます。このような見方について，独身のクリスチャンはどう感じているでしょうか。米国のメリッサ姉妹はこう言います。「付き合っている2人は，周りの兄弟姉妹からプレッシャーを感じることがあります。それで，関係がうまくいっていないのに付き合い続けてしまう人や，そもそも付き合い始めるのをためらってしまう人もいます。そういうプレッシャーって結構大変なんです」。

互いをよく知る

5-6. 互いにどんなことを知る必要がありますか。（ペテロ第一 3:4）


あなたの答え



5 今付き合っているなら，結婚するかどうか決めるのに何が役立ちますか。互いをよく知ることです。もちろん，付き合い始める前から相手のことをいくらか知っていたでしょう。でも，今はその人の「内面」をよく知る必要があります。（ペテロ第一 3:4を読む。） 自分の夫や妻になるかもしれない人がエホバとどれほど強い絆を持っているか，どんな性格や考え方をしているかをもっと知るようにしましょう。やがて次のようなことがはっきり分かってくるはずです。「この人は自分にとって良い結婚相手といえるだろうか」。（格 31:26，27，30。エフェ 5:33。テモ一 5:8）「お互いが必要としている愛情や関心を示せるだろうか。お互いの欠点を受け入れられるだろうか」。* （ロマ 3:23）覚えておきたい点があります。似ているところがあるからといって相性がいいとは限りません。大切なのは，互いの違いにどれほど合わせられるかです。

6 ほかにも互いについてどんなことを知る必要がありますか。気持ちが高まり過ぎる前に，将来の目標など大切なことについて話し合っておきたいと思うでしょう。では，健康やお金に関する問題やトラウマになっていることなど，プライベートな点についてはどうでしょうか。付き合ってすぐに全部話す必要はありません。（ヨハネ 16:12と比較。）まだ話したくないと思う点については，そう思っていることを相手に伝えましょう。でも，バランスの取れた良い決定をするためには，そうした情報をいつかは話す必要があるでしょう。

 7. どうすれば互いを知ることができますか。（「遠距離の場合」の囲みを参照。）（写真も参照。）


あなたの答え



7 どうすれば互いの内面をよく知ることができるでしょうか。本当の気持ちを話し，質問し，よく聞きましょう。（格 20:5。ヤコ 1:19）会話を楽しみながら行えることを一緒にするのは良い方法です。例えば，人目がある所で一緒に散歩したり，食事をしたり，伝道したりすることができます。家族や友達と過ごす時にも互いを知ることができます。相手がいろいろな場面で人にどう接するかに注目するようにしましょう。オランダのアシュウィン兄弟は，アリシア姉妹と付き合っていた時のことについてこう言っています。「いろんな機会にお互いをよく知るようにしました。一緒に食事を作ったり日常のちょっとしたことを行ったりするだけでも，お互いの長所や短所が見えてくるものです」。



[image: 1. 付き合っている2人がカフェで楽しそうに話している。2. みんなが家に集まっている所で，付き合っている2人が一緒に食事の準備をしている。3. 兄弟が姉妹とビデオ通話をしている。jw.orgの「結婚したらどうなるだろう ― パート1」という記事を一緒に研究している。兄弟の前には聖書が開いて置いてある。]

会話を楽しみながら何かを一緒にするなら，互いをもっとよく知ることができる。（7-8節を参照。）







遠距離の場合


付き合っている人が遠くに住んでいる場合，ビデオ通話や電話をする時にも，この記事で学んだことが役立ちます。互いに自分の気持ちを率直に話し，相手の話をよく聞きましょう。とはいえ，直接会って時間を過ごさないとなかなか知ることができない事もあります。それで，できる時には会いに行くようにしましょう。ほかにも考えておくといいことがあります。相手の国や地域に引っ越したり，違う言語や文化に順応したりする必要がある場合，喜んでそうできるでしょうか。付き合っている間に相手に会いに行くための費用や，結婚後，相手の家族や友人を訪ねるための旅費をやりくりできるかどうかも考えましょう。（ルカ 14:28）





 8. 付き合っている2人が一緒に聖書を学ぶと良いのはどうしてですか。


あなたの答え



8 一緒に聖書を学ぶのも，互いのことを知る良い機会になります。結婚すると，家族の崇拝のための時間を取り分ける必要があります。夫婦としてエホバに仕えることを大切にするためです。（伝 4:12）それで付き合っている時から，一緒に研究する時間を予定に含めるのはとても良いことです。もちろん2人はまだ家族ではありませんし，兄弟は姉妹の頭ではありません。とはいえ，定期的にそういう時間を取るなら，相手がエホバとどんな絆を持っているかを知ることができます。米国のマックス兄弟とリーサ姉妹はやってみて良かったことについてこう言っています。「私たちは付き合い始めてすぐ，デートや結婚，家族生活について出版物を調べて話し合うようにしました。そうすることで，話題にしにくい大切なことをいろいろ話すきっかけができました」。

ほかにも考えたいこと

 9. 付き合っていることを誰に伝えるかを決める時に，どんな点を考えることができますか。


あなたの答え



9 付き合っていることを誰に伝えるか。これは2人が決めることです。付き合い始めたばかりの時は，あまり多くの人に伝えないようにしたいと思う人もいます。（格 17:27）そうすることで，いろいろ質問されたり，プレッシャーを掛けられたりせずに済むかもしれません。でも，ほかの人に知られたくないと思って誰にも伝えないとしたら，誰からも助けてもらえなくなってしまいます。それは危険なことです。それで，良いアドバイスやサポートをしてくれそうな人たちに伝えておくのは良いことです。（格 15:22）例えば，家族や信頼できる友人や長老たちが助けになってくれるかもしれません。

10. 付き合っている間も，どうすればエホバに喜ばれる行動ができますか。（格言 22:3）


あなたの答え



10 付き合っている間もどうすればエホバに喜ばれる行動ができるか。親しくなると互いに引かれ合うのは自然なことです。そういう時もどうすればエホバに喜ばれる行動ができるでしょうか。（コリ一 6:18）お酒を飲み過ぎたり，2人きりになったり，不道徳な内容の会話をしたりしないようにしましょう。（エフェ 5:3）そうしたことをすると，気持ちが高まってしまい，正しいことをしたいという決意が弱まることがあります。互いを大切にし，エホバの基準を守るために何ができるか定期的に話し合うことは助けになります。（格言 22:3を読む。） どんなことが役に立ったか，エチオピアのダウィト兄弟とアルマズ姉妹はこう言っています。「人がたくさんいる所や周りに友達がいる所で一緒に時間を過ごすようにしました。車や家の中で2人きりになったことはありません。そのようにして，気持ちが高まってしまうようなシチュエーションを避けました」。

11. 愛情表現の仕方について話し合う時，どんなことを考えられますか。


あなたの答え



11 愛情の表現についてはどうでしょうか。親しくなるにつれて適切な仕方で愛情を表現したいと思うようになるかもしれません。でも，感情が高まると相手への接し方について冷静な判断をするのは難しくなるでしょう。（ソロ 1:2; 2:6）愛情の表現に歯止めが利かなくなって，エホバが悲しむことをしてしまうかもしれません。（格 6:27）それで，付き合い始めて早いうちにエホバの基準について話し合い，愛情の表現の限度をはっきり決めておくようにしましょう。* （テサ一 4:3-7）次の点を話し合ってください。「自分たちの愛情表現の仕方を見て，周りの人はどう思うだろうか。そうした愛情表現がきっかけで，自分や相手の感情が良くない方向に進んでしまったりしないだろうか」。

12. 意見が合わない場合，どんな点を考えることができますか。


あなたの答え



12 意見が合わない場合どうすればいいか。時々意見が合わないことがあるなら，それは2人の関係がうまくいっていないということでしょうか。必ずしもそうではありません。みんな意見は違うものです。互いの意見を尊重し，相手に進んで合わせるなら，絆の強い夫婦になれるでしょう。それで，交際中にぶつかる問題にどう取り組んでいるかによって，結婚生活がうまくいくかどうかが見えてくるかもしれません。2人で次の点を考えてみましょう。「問題について穏やかに敬意を込めて話し合えているだろうか。欠点を素直に認めて改善しようとしているだろうか。進んで譲ったり謝ったり許したりしているだろうか」。（エフェ 4:31，32）付き合っている時に，意見が合わなかったり言い合いになったりすることがしょっちゅうあるなら，結婚した後もそれは変わらないかもしれません。もし自分にとってその人はふさわしくないと気付いたなら，別れるのが2人にとって一番良い場合もあります。*

13. 付き合う期間について，どんなことを考えるといいですか。


あなたの答え



13 どれくらいの期間付き合えばいいか。急いで決定すると，良くない結果になることが少なくありません。（格 21:5）それで，相手をよく知るために十分な時間をかけましょう。とはいえ，必要以上に長引かせないようにしましょう。聖書にも「期待がなかなか実現しないと落ち込む」とあります。（格 13:12）また，関係が深まると，性的な衝動を抑えにくくなるかもしれません。（コリ一 7:9）それで，大切なのは付き合う期間の長さではありません。「結婚するかどうかを決められるほど，相手を十分に知ることができているだろうか」と考えましょう。

周りの人はどのようにサポートできるか

14. 周りの人はどのようにサポートできますか。（写真も参照。）


あなたの答え



14 付き合っている2人を，周りの人はどのようにサポートできるでしょうか。食事や遊びや家族の崇拝に誘うことができます。（ロマ 12:13）そうした機会に2人は互いのことをもっとよく知れるでしょう。ほかにも，付き添いをしたり，車に同乗したり，家に呼んで2人がゆっくり話せるようにしてあげたりすることもできます。（ガラ 6:10）先ほど出てきたアリシア姉妹は，アシュウィン兄弟と付き合っていた時にありがたく感じたことについてこう言っています。「『2人で話す場所が必要な時は，私たちがいるからうちに来てね』と兄弟姉妹が言ってくれて，とてもうれしかったです」。付き添いを頼まれたなら，仲間をサポートできる貴重な機会だと考えましょう。2人きりにならないよう気を付けつつ，2人が落ち着いてプライベートなことを話せるようにしてあげることも大切です。（フィリ 2:4）



[image: 兄弟姉妹が集まって交友を楽しんでいる。付き合っている2人が少し離れた所に座って話している。]

周りの人は，付き合っている2人をいろいろな方法でサポートできる。（14-15節を参照。）







15. ほかにもどのようにサポートできますか。（格言 12:18）


あなたの答え



15 周りの人は，何を言って何を言わないかにも気を配りましょう。自制が必要な時もあります。（格言 12:18を読む。） 例えば，誰かが付き合い始めたことをほかの人に言いたくなることがあるかもしれません。でも，本人たちは自分で伝えたいと思っているかもしれません。周りの人は，付き合っている2人についてうわさしたり，個人的な事柄について批判したりすべきではありません。（格 20:19。ロマ 14:10。テサ一 4:11）結婚しないといけないというプレッシャーを掛けるようなことを言ったり聞いたりすべきでもありません。エレーザ姉妹と夫は振り返ってこう言っています。「まだそこまで話が進んでいないのに，ほかの人から結婚式の計画について聞かれた時は，とても気まずく感じました」。

16. 2人が別れた場合，周りの人はどんなことを心に留めておくことができますか。


あなたの答え



16 もし2人が別れることにしたなら，詮索したり，どちらかの肩を持ったりしないように気を付けましょう。（ペテ一 4:15）レイア姉妹はこう言います。「付き合っていた兄弟と別れた時，その理由についていろいろうわさされているのを聞きました。本当に傷つきました」。先ほど考えたように，別れることが失敗というわけではありません。結婚すべきかどうかを見極められたのですから，付き合ったことには大切な意味がありました。それでも，傷ついた気持ちを引きずったり寂しく思ったりするかもしれません。それで，周りの人は優しくサポートしてあげましょう。（格 17:17）

17. 付き合っている2人はこれからもどんな点で努力できますか。


あなたの答え



17 これまで考えた通り，交際期間は乗り越えないといけないことがいろいろありますが，楽しい時間でもあります。ジェシカ姉妹はこう言っています。「正直言って，付き合うというのは簡単なことではありません。でも，時間やエネルギーをかけて本当に良かったと思います」。もし今誰かと付き合っているなら，互いをよく知るためにこれからも努力を続けてください。そうするなら，2人にとって良い決定をすることができるでしょう。



どんなことを学びましたか


	  付き合うのは何のためですか。


あなたの答え





	  互いをよく知るためにどんなことができますか。


あなたの答え





	  会衆の仲間はどのようにサポートできますか。


あなたの答え












49番の歌 日々エホバに喜んでいただく



^  一部の名前は変えてあります。


^  ほかにも考えるとよい点については「若い人が尋ねる質問 ― 実際に役立つ答え」第2巻39-40ページを参照。


^  相手の性器を刺激することは性的不道徳に含まれ，会衆の長老たちは審理処置を取る必要があります。胸を触ることや，メッセージや電話で性的に不道徳な内容の会話をすることも，状況によっては審理処置が必要になります。


^  「ものみの塔」1999年8月15日号の「読者からの質問」も参照。






^ （ペテ一 3:4） 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。


^ （格 20:25） 「これは聖なるものです」と性急に言った後で， 誓約した事について考慮するのは，わなとなる。



^  （格 20:25） 「これは聖なるものです」と性急に言った後で， 誓約した事について考慮するのは，わなとなる。



^ （ペテ一 3:4） 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。


^  （ペテ一 3:4） 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。


^  （格 31:26， 27） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。 27 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^  （格 31:30） 麗しさは時に偽りで，美しさもまたはかない*が， エホバを畏れる女性は称賛される。

または，「むなしい」。


^  （エフェ 5:33） ともかく，夫の皆さんはそれぞれ，自分を愛するように妻を愛さなければなりません。一方，妻は夫を深く敬うべきです。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （ロマ 3:23） 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。



^  （ヨハ 16:12） あなたたちに言うべきことがまだたくさんありますが，あなたたちは今はそれを理解できません*。

または，「に耐えられません」。


^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （ヤコ 1:19） 私の愛する兄弟たち，覚えておいてください。皆が，人の言うことに進んで耳を傾けるべきです。すぐに話したり，すぐに怒ったりしてはなりません。



^ （ルカ 14:28） 例えば，塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか。



^  （伝 4:12） 1人なら誰かに打ち負かされるかもしれない。しかし2人なら立ち向かえる。三つよりの綱は素早く*断ち切ることができない。

または，「簡単に」。


^  （格 17:27） 知識のある人は言葉を控え， 識別力のある人は冷静さ*を保つ。

直訳，「気の冷たさ」。


^  （格 15:22） 相談*しないと計画は失敗し， 助言者が多ければ達成される。

または，「内密の話し合いを」。


^ （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （コリ一 6:18） 性的不道徳*から逃げ去りなさい！ ほかの罪はどれも人が自分の体の外で犯すものですが，性的に不道徳な行為をする人は自分の体に対して罪を犯しているのです。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。


^  （エフェ 5:3） 性的不道徳*や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。


^  （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （ソロ 1:2） 「あなたが口づけしてくれるといいのに。 あなたの愛の表現はぶどう酒よりも素晴らしい。



^  （ソロ 2:6） あの人は左手で私の頭にそっと触れ， 右手で私を抱き締める。



^  （格 6:27） 懐に火をかき集めておいて，服が燃えないようにできるだろうか。



^  （テサ一 4:3-7） 神は，皆さんが聖なる者となり，性的不道徳*を避けることを望んでいます。 4 皆さん一人一人は，聖なる者として品位を保てるよう，自分の体*をどのように制するかを知っているべきです。 5 神を知らない人々のように，貪欲で奔放な性欲を抱いてはなりません。 6 誰もこの点で，不適切なことをして*兄弟に害を及ぼしてはなりません。私たちが以前に皆さんに伝え，強く警告した通り，エホバ*はこうした事柄全てに対して処罰を下すからです。 7 神が私たちを招いたのは，私たちが汚れた者ではなく聖なる者となるためです。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
直訳，「器」。
または，「制限を超えることによって」。
付録A5参照。


^  （エフェ 4:31， 32） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。 32 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。



^  （格 21:5） 勤勉な人の計画は必ず成功*につながり， せっかちな人は必ず貧乏へと向かう。

または，「良いこと」。


^  （格 13:12） 期待がなかなか実現しないと落ち込むが， かなえられた望みは命の木である。



^  （コリ一 7:9） しかし，自制できないなら，結婚しなさい。情欲に燃えるよりは結婚する方がよいからです。



^  （ロマ 12:13） 困っている聖なる人たちと分け合ってください。人をもてなすことに努めましょう。



^  （ガラ 6:10） ですから，機会がある限り，全ての人に，特に同じ信仰を持つ兄弟姉妹に，善いことを行いましょう。



^  （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^ （格 12:18） 心ない*発言は剣のように突き刺し， 賢い人たちの舌は人を癒やす。

または，「軽率な」。


^  （格 12:18） 心ない*発言は剣のように突き刺し， 賢い人たちの舌は人を癒やす。

または，「軽率な」。


^  （格 20:19） 中傷する人は内密のことを漏らして回る。 うわさ好きの*人と交友を持ってはならない。

または，「唇で誘う」。


^  （ロマ 14:10） それなのに，あなたはなぜ兄弟を批判するのですか。なぜ兄弟を見下すのですか。私たちは皆，神の裁きの座の前に立つことになります。



^  （テサ一 4:11） 私たちが指示した通り，穏やかに暮らし，人に干渉せず，自ら働くことに努めてください。



^  （ペテ一 4:15） 皆さんの誰も，殺人や盗みや悪い行いをしたり，人のことに干渉したりして，苦しむことになってはなりません。



^  （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。








調べてみよう

理不尽なことを経験しても忍耐する





創世記 37章23-28節と39章17-23節を読みましょう。ヨセフはどんなことを忍耐したでしょうか。

前後の出来事を調べましょう。ヨセフが理不尽な仕打ちを受けるようになったのはどうしてでしたか。（創 37:3-11; 39:1，6-10）どれほどの期間，ヨセフは忍耐しなければなりませんでしたか。（創 37:2; 41:46）忍耐している間，エホバはヨセフのためにどんなことをしましたか。どんなことはしませんでしたか。（創 39:2，21。塔研23.01 17ページ13節）

さらに詳しく調べましょう。ポテパルの妻が言ったことはうそでしたが，ヨセフが自分の潔白を証明しようとしたとは聖書に書かれていません。もし，ヨセフが黙っていることにしたのであれば，それはどうしてでしょうか。細かな点全てが聖書に書かれていないのはなぜでしょうか。次の聖句を読んで考えてみましょう。（格 20:2。ヨハ 21:25。使徒 21:37）さらに，ヨセフが理不尽なことを経験しても忍耐する上で，どんな性質が役立ったかも考えましょう。（ミカ 7:7。ルカ 14:11。ヤコ 1:2，3）

学べる点を考えましょう。次の質問にどう答えられるでしょうか。

	  「イエスの弟子であるために，正しいとは思えないどんなことを経験する可能性があるだろうか」。（ルカ 21:12，16，17。ヘブ 10:33，34）



	  「理不尽なことを経験しても上手に対処するために，今何ができるだろうか」。（詩 62:7，8; 105:17-19。塔研19.07 2-7）















^ （創 37:23-28） ヨセフがそばまで来ると，兄弟たちはすぐにヨセフが着ていた特製の長い服を剝ぎ取った。 24 そして彼をつかんで，貯水穴の中に投げ落とした。その穴は空で，中に水はなかった。 25 兄弟たちはそれから食事のために腰を下ろした。目を上げると，ギレアデからやって来るイシュマエル人の商人の一団が見えた。ラダナムゴム，バルサム，樹脂の多い樹皮をラクダに載せて，エジプトに行く途中だった。 26 ユダが兄弟たちに言った。「弟を殺してそれを隠したところで何の得にもならない。 27 あいつをあのイシュマエル人に売ろうじゃないか。殺すのはやめておこう。俺たちの兄弟，肉親なんだから」。兄弟たちは同意した。 28 イシュマエル人*の商人たちがそばを通り掛かると，兄弟たちはヨセフを穴から引き上げ，銀20枚でイシュマエル人に売った。その人たちはヨセフをエジプトに連れていった。

直訳，「ミディアン人」。


^ （創 39:17-23） 彼女は主人に同じことを話した。「あなたが連れてきたあのヘブライ人の召し使いが，私の所に入ってきて，私を笑いものにしようとしたのよ。 18 でも，私が大声で叫んだから，服を残したまますぐ逃げていったわ」。 19 主人は，妻が「あなたの召し使いにこんなことをされた」と話すのを聞いて，怒りに燃えた。 20 それで主人はヨセフを捕らえて牢獄に入れた。そこは王が囚人たちを収容しておく所で，ヨセフはその牢獄にずっと入れられた。 21 それでも，エホバが引き続きヨセフと共にいて，揺るぎない愛を示したので，ヨセフは牢獄の長に気に入られるようになった。 22 長は，牢獄内の囚人全員をヨセフに監督させた。囚人たちが行うことは全てヨセフが指示した。 23 ヨセフに任せておけば，牢獄の長は安心だった。エホバがヨセフと共にいて，エホバがヨセフのすること全てを成功させていたからである。



^ （創 37:3-11） イスラエルは，ほかのどの息子よりもヨセフを愛した。高齢になってできた子だったからである。イスラエルはヨセフのために特別な*長い服を作らせた。 4 兄弟たちは自分たちよりヨセフの方が父に愛されているのを知って，ヨセフを憎むようになり，ヨセフと穏やかに話すことができなかった。 5 ある時，ヨセフは夢を見て，それについて兄弟たちに話した。すると兄弟たちはますます憎しみを募らせた。 6 ヨセフはこう言ったのである。「私が見た夢について聞いてください。 7 私たちが畑の真ん中で作物の束を作っていると，私の束が起き上がって真っすぐに立ちました。そしてみんなの束が私の束の周りに来て，ひれ伏しました」。 8 兄弟たちは言った。「おまえは俺たちの王になって支配するというのか」。こうして彼らは，ヨセフが見た夢と言った事柄のために，ヨセフをますます憎んだ。 9 その後ヨセフは別の夢を見，それについても兄弟たちに話した。「また夢を見ました。今度は，太陽と月と11の星が私にひれ伏していました」。 10 ヨセフは，兄弟たちだけでなく父にも話した。すると父はヨセフを叱って，こう言った。「あなたが見たその夢はどういうことなんだ。私とお母さんと兄弟たちがあなたのそばに行ってひれ伏すのか」。 11 兄弟たちはヨセフに嫉妬したが，父はヨセフが言ったことを心に留めた。

または，「すてきな」。


^ （創 39:1） イシュマエル人はヨセフをエジプトに連れてきた。ヨセフは，ファラオの廷臣で護衛官の長であるエジプト人ポテパルに買い取られた。



^ （創 39:6-10） 主人は，持っているあらゆるものをヨセフに任せたので，自分が食べる物のことだけを考えていればよかった。しかもヨセフは，りりしい顔立ちの，たくましい人になっていた。 7 こうしたことの後，主人の妻がヨセフに目を留め，「私と寝て」と言うようになった。 8 しかしヨセフは拒み，主人の妻に言った。「ご主人さまは，家の中のことを私に任せ，全く心配しておられません。全てのものを私に委ねてくださっています。 9 この家に私の上に立つ人はいません。ご主人さまが私に下さらないものはありません。でもあなたは別です。奥さまだからです。そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。 10 彼女は毎日言い寄ったが，ヨセフは彼女のそばで横になることも一緒に居続けることも決してなかった。



^ （創 37:2） 以下はヤコブの家族についての記録である。 ヨセフは17歳の時，家畜の群れの番をしていた。兄弟たちも一緒だった。父の妻ビルハとジルパの子たちである。ヨセフは，彼らの悪い行いについて父に伝えた。



^ （創 41:46） エジプトの王ファラオの前に立った*時，30歳だった。 ヨセフはファラオの前から出て，エジプト全土を回った。

または，「ファラオに仕え始めた」。


^ （創 39:2） それでもエホバがヨセフと共にいた。そのためヨセフは成功を収め，エジプト人の主人の家での務めを与えられた。



^ （創 39:21） それでも，エホバが引き続きヨセフと共にいて，揺るぎない愛を示したので，ヨセフは牢獄の長に気に入られるようになった。



^ （格 20:2） 王の恐ろしさはライオンのうなり声のようで， 王を怒らせる人は自分の命を危険にさらす。



^ （ヨハ 21:25） 事実，イエスが行ったことはほかにも多くある。それを詳細に書いたとしたら，その巻物は世界に収まり切らないと思う。



^ （使徒 21:37） パウロは，兵営に引き入れられようとした時，軍司令官に，「少しよろしいでしょうか」と言った。軍司令官は言った。「ギリシャ語を話せるのか。



^ （ミカ 7:7） しかし私はエホバに目を向け続ける。 私の救いの神を辛抱強く待つ。 私の神は聞いてくださる。



^ （ルカ 14:11） 高慢になる人は皆低く評価され，謙遜になる人は高く評価されるのです」。



^ （ヤコ 1:2， 3） 私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう。 3 ご存じの通り，そのようにして信仰の質が試されると，忍耐力が身に付くからです。



^ （ルカ 21:12） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。



^ （ルカ 21:16， 17） さらに，あなたたちは，親，兄弟，親族，友人たちによってさえ引き渡され*，中には殺される人もいます。 17 また，私の名のために全ての人から憎まれます。

または，「裏切られ」。


^ （ヘブ 10:33， 34） ある時には，人々の前で*非難にさらされて苦難に遭い，別の時には，そのような経験をしている人たちに寄り添いました。 34 捕らわれている人たちに同情し，持ち物が奪われても喜んで耐え忍びました。もっと良い，永続するものを持っていることを知っているからです。

または，「劇場の見せ物のように」。


^ （詩 62:7， 8） 私の救いと栄光は神から来る。 神は私の強固な岩，避難所。  8 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^ （詩 105:17-19） 神は彼らに先立って1人の人を遣わした。 それは奴隷として売られたヨセフ。 18 足かせをはめられ*， 首は鉄でつながれた。 19 エホバの言葉が彼を磨き上げた*。 語った言葉が実現する時まで。

または，「で足を痛めつけられ」。
または，「精錬した」。
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^ ***喜歌 1番 エホバとはどんな方か***
1番
エホバとはどんな方か
（啓示 4:11）
1. 創造者 神エホバ
大宇宙 造り出した
天地に住む全ては
心からたたえる
2. 公正な王エホバ
真実を教えている
あなたの書 読むたびに
光る知恵 見つける
3. 愛の神 父エホバ
たくさんの愛 下さる
喜びに満たされて
神の名を知らせる
（詩 36:9; 145:6-13; 伝 3:14; ヤコ 1:17も参照。）



^ ***新世ス ヨハネ 17:12***
12 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。



^ ***新世ス マルコ 3:29***
29 ただし，聖なる力を冒瀆する人は永久に許されず，永遠の罪を負うのです」。



^ ***新世ス ヨハネ 19:11***
11 イエスは答えた。「天から与えられていなかったなら，あなたは私に対して何の権限もないでしょう。それで，私をあなたに引き渡した人の罪はもっと重いのです」。



^ ***喜歌 57番 あらゆる人に伝道する***
57番
あらゆる人に伝道する
（テモテ第一 2:4）
1. エホバ神に倣って
あらゆる人に語る
公平な神エホバ
人々を引き寄せる
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
2. エホバはよく見ている
人の心の中を
どんな人であろうと
良い知らせ伝えよう
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
3. エホバに仕えるため
生き方変える人は
エホバに喜ばれる
そのことを伝えたい
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
（ヨハ 12:32; 使徒 10:34; テモ一 4:10; テト 2:11も参照。）



^ ***塔研22 9月号 14–19ページ あなたの名前は「命の書」に記されていますか***
研究記事39
あなたの名前は「命の書」に記されていますか
「エホバを畏れる人……のために，神の前で記録の書が記された」。マラキ 3:16
61番の歌 証人たちよ，進め！
何を学ぶか
エホバは，何千年にもわたって特別な書を記してきました。この書には，最初の忠実な証人アベルを先頭に，大勢の人たちの名前が記されています。 （ルカ 11:50，51）その時以降，エホバはこの書に名前を書き加えてきました。現在では，非常に大勢の人たちの名前が記されています。聖書はこの書のことを，「記録の書」，「命の書」，「命の巻物」と呼んでいます。この記事では，そのうちの「命の書」という表現を用います。（マラキ 3:16を読む。啓 3:5; 17:8）
2 この特別な書に名前が記されているのは，深い敬意を持ってエホバを崇拝し，エホバのお名前を大切にしている人たちです。それらの人たちには，永遠に生きる見込みがあります。現代の私たちも，独り子イエス･キリストの贖いに基づくエホバとの強い絆を持っているなら，この書に名前を記してもらうことができます。（ヨハ 3:16，36）私たちは皆，天に行く希望を持っていても地上で生きる希望を持っていても，ぜひ自分の名前をこの書に記してもらいたいと思っています。
3 では，命の書に名前が記されている人は永遠の命を保証されている，ということでしょうか。出エジプト記 32章33節から答えを知ることができます。エホバはモーセに対してこう言いました。「私に罪を犯した人の名前を私の書から消し去る」。ですから，この書に記されている名前は消し去られる可能性があるということです。それは，鉛筆で書かれているようなものです。（啓 3:5）それで私たちは，自分の名前が消し去られてしまわないように努力する必要があります。そうすればやがて，いわばインクで消えないように書いてもらえる時が来ます。
4 幾つかの疑問が生じるかもしれません。聖書によると，命の書に名前が記されているのはどんな人で，記されていないのはどんな人でしょうか。その書に名前が記されている人が永遠の命を受けるのはいつでしょうか。生きている間にエホバを知る機会がなかった人についてはどうですか。そのような人も，命の書に名前を記してもらうことができるでしょうか。こうした点の答えについて，この記事と次の記事で考えます。
どんな人の名前が命の書に記されているか
5 どんな人の名前が命の書に記されていますか。この質問の答えを知るために，5つのグループについて考えましょう。命の書に名前が記されている人たちのグループもあれば，そうでない人たちのグループもあります。
6 1つ目のグループは，イエスと共に天で治めるよう選ばれた人たちです。この人たちの名前は，命の書に記されていますか。はい。パウロがフィリピの「仲間たち」に述べた言葉から分かる通り，天に行く人たち，つまりイエスと共に治める人たちの名前は，命の書に記されています。（フィリピ 4:3を読む。）でも，この書から名前が消されないためには，忠実であり続けなければなりません。死ぬ前，あるいは大患難が始まる前に最終的な証印を押されたなら，彼らの名前はいわばインクで命の書に書かれ，その名前が消されることはありません。（啓 7:3）
7 2つ目のグループは，ほかの羊の大群衆です。この人たちの名前は，命の書に記されていますか。はい。では，ハルマゲドンを生き残った後も消えずに残っているでしょうか。はい，残っています。（啓 7:14）イエスは，これらの羊のような人たちが「永遠の命」を受けると言いました。（マタ 25:46）とはいえ，ハルマゲドンを生き残った人たちは，すぐに永遠の命を受けるわけではありません。命の書に鉛筆で名前を記されているような状態です。千年統治の間に，イエスは「この人たちを世話し，命の水の泉に導」きます。キリストの指導に喜んで従い，エホバに忠実であると最終的に認められた人たちは，名前をいわばインクで命の書に記されることになります。（啓示 7:16，17を読む。）
8 3つ目のグループは，ハルマゲドンで滅ぼされるヤギです。この人たちの名前は，命の書に記されていません。イエスによると，この人たちは「永遠の死を迎え」ます。（マタ 25:46）パウロも聖なる力に導かれて，「こうした人々は，永遠の滅びという処罰を受け[る]」と述べています。（テサ二 1:9。ペテ二 2:9）聖なる力に対してあえて罪を犯した人たちについても，同じことが言えます。それらの人たちも，永遠の命ではなく，永遠の滅びという処罰を受けます。そして，復活することはありません。（マタ 12:32。マル 3:28，29。ヘブ 6:4-6）では次に，地上に復活してくる2つのグループについて考えてみましょう。
復活してくる人たち
9 聖書には，復活して地上で永遠に生きる見込みがある2つのグループについて述べられています。「正しい人」と「正しくない人」です。（使徒 24:15を読む。）「正しい人」とは，生きている間エホバに忠実だった人たちのことです。一方，「正しくない人」とは，エホバに忠実ではなかった人たちです。それらの人たちの多くは，エホバから見て正しくないことを行っていたことでしょう。では，これらの2つのグループの人たちがどちらも復活してくるということは，それらの人たちの名前が命の書に記されているということでしょうか。順番に考えていきましょう。
10 4つ目のグループは，「正しい人」です。これらの人たちは，生きていた時に命の書に名前を記されていました。では，死んだ時にその名前は消されてしまったのでしょうか。いいえ，そんなことはありません。それらの人たちは，エホバの記憶の中で「生きている」からです。エホバは「死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。（ルカ 20:38）ですから，地上に復活してくる正しい人の名前は，いわば鉛筆で命の書に記されています。（ルカ 14:14）そして，一部の人たちは「全世界で高官」として奉仕する責任を委ねられるでしょう。（詩 45:16）
11 5つ目のグループは，「正しくない人」です。これらの人たちは，恐らくエホバのおきてを知らなかったために，正しくない生き方をしていました。それで，命の書に名前を記されてはいません。でも，エホバはこれらの人たちを復活させます。その結果，復活した「正しくない人」には，命の書に名前を書いてもらうチャンスが与えられます。それらの人たちにはたくさんの助けが必要です。中には，非常に悪いことを行っていた人もいるでしょう。ですから，エホバの正しい基準に従って生きることについて教えてもらう必要があります。それで，神の王国は史上最大の教育プログラムを行います。
12 誰が正しくない人を教えるのでしょうか。大群衆と，復活してきた正しい人です。正しくない人は命の書に名前を書いてもらうために，エホバと親しくなり，エホバに献身する必要があります。イエス･キリストや，イエスと共に裁く者たちは，こうした人たちの進歩に深い関心を抱いています。（啓 20:4）とはいえ，与えられる助けをはねつけるなら，たとえ100歳であったとしても滅ぼされることになります。（イザ 65:20）エホバとイエスは，人の心を読むことができます。そして，誰かが新しい世界の平和や美しさを損なうようなことを決して許しません。（イザ 11:9; 60:18; 65:25。ヨハ 2:25）
命の復活と裁きの復活
13 イエスも，地上に復活してくる人たちについて教えました。ある時，こう言いました。「記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます」。（ヨハ 5:28，29）これはどういう意味でしょうか。
14 私たちはこれまで，この聖句は人が復活した後に行うことについて述べている，と理解していました。つまり，復活した人の中には，良いことをする人もいれば，悪いことを行う人もいる，と考えていました。でもイエスは，記念の墓から出てくる人が良いことをするとか，悪いことを行うとは言いませんでした。過去形を使い，「良いことをした」，「悪いことを行った」と述べています。ですから，これらの行いは，死ぬ前のものであることが分かります。確かにその通りではないでしょうか。新しい世界では，悪いことを行うことは誰にも許されないからです。それで，正しくない人が悪いことを行ったのは，死ぬ前であるに違いありません。では，イエスが述べた「命の復活」や「裁きの復活」という言葉には，どんな意味があるのでしょうか。
15 死ぬ前に良いことをした正しい人は，「命の復活」を経験します。それらの人たちの名前は，命の書にすでに記されているからです。つまり，ヨハネ 5章29節に出てくる「良いことをした人」の復活と，使徒 24章15節に出てくる「正しい人」の復活は，同じものを指しているということです。この理解は，ローマ 6章7節の次の言葉と調和しています。「死んだ人は自分の罪から放免されている」。正しい人が犯した罪は，その人が死んだ時に帳消しにされますが，その人が忠実に歩んだ記録は，消されずに残ります。（ヘブ 6:10）とはいえ，復活した正しい人は，命の書から名前を消されないようにするために，忠実を保つ必要があります。
16 死ぬ前に悪いことを行った人たちについてはどうでしょうか。その人たちも，死によって罪は帳消しにされています。とはいえ，エホバに忠実ではなかったので，命の書に名前が記されてはいません。それで，「悪いことを行った人」の復活と，使徒 24章15節に出てくる「正しくない人」の復活は，同じものを表しています。そして，この復活は「裁きの復活」となります。 正しくない人は，命の書に名前を記されるのにふさわしいかどうかを判断される，という意味で裁かれるのです。（ルカ 22:30）これには時間がかかります。正しくない人は，以前の良くない生き方をやめ，エホバに献身して初めて，命の書に名前を書いてもらうことができます。
17 以前に「正しい人」だったか「正しくない人」だったかに関わらず，復活してくる人は皆，千年統治の間に開かれる新しい巻物に書かれているおきてに従う必要があります。使徒ヨハネは，幻の中で見たことについてこう述べました。「さらに見ると，死んだ人々が，大きな者も小さな者も，王座の前に立っており，数々の巻物が開かれた。別の巻物，すなわち命の巻物も開かれた。死んだ人々は，数々の巻物に書かれている事柄に基づき，各自の行いに応じて裁かれた」。（啓 20:12，13）
18 生き返ってくる人たちは，どんな「行い」に基づいて裁かれるのでしょうか。死ぬ前の行いでしょうか。そうではありません。その人たちの罪は死によって帳消しにされているからです。それで，ここで述べられている「各自の行い」が死ぬ前の行いであるはずはありません。そうではなく，新しい世界で与えられる教育に応じてどう行動するか，ということです。ノア，サムエル，ダビデ，ダニエルといった忠実な人たちでさえ，イエス･キリストについて学び，イエスの犠牲に信仰を抱く必要があります。そうであれば，正しくない人はなおのことそうではないでしょうか。
19 この素晴らしいチャンスを退ける人はどうなるのでしょうか。啓示 20章15節にはこうあります。「命の書に名前が書かれていない者は皆，火の湖に投げ込まれた」。つまり，永遠に滅ぼされることになるのです。ですから，命の書に名前が記されるようにし，それが消されないようにするのは，本当に重要なことです。
20 千年統治は，本当にわくわくするような時となるでしょう。その時，地上で史上最大規模の教育プログラムが行われます。そして，正しい人も正しくない人も，エホバの統治に喜んで従うかどうかを試されることになります。（イザ 26:9。使徒 17:31）では，この教育プログラムはどのようにして行われていくのでしょうか。次の記事を学ぶと，この点についての理解と感謝を深めることができるでしょう。
どのように答えますか
■ 「命の書」にはどんな人の名前が記されていますか。
■ 「命の復活」とは何ですか。
■ 「裁きの復活」とは何ですか。
147番の歌 約束された永遠の命
[脚注]
この記事では，ヨハネ 5章28，29節にあるイエスの言葉に関する理解の調整を取り上げます。そこには，「命の復活」と「裁きの復活」のことが述べられています。それぞれの復活は何を表しているか，それぞれには誰が関係しているのかを考えます。
この書が書き始められたのは，「世が始まっ[た]」時です。この「世」とは，罪から買い戻される人々の世のことです。（マタ 25:34。啓 17:8）ですから，命の書に最初に名前が記されたのは，アベルだと考えられます。
これまで私たちは，ここで用いられている「裁き」という言葉が，処罰や有罪判決を表していると理解していました。確かに，「裁き」という言葉はそうした意味で使われることもあります。とはいえ，この文脈でイエスは「裁き」という言葉をもっと広い意味で使っていたようです。つまり，評価や観察を行うこと，あるいは，あるギリシャ語の辞典が述べているように，「行いを精査すること」という意味で述べていたと思われます。
[研究用の質問]
 1. マラキ 3章16節によると，エホバはどんな書を記してきましたか。そこには何が書かれていますか。
 2. 命の書には，誰の名前が記されていますか。私たちはどうすればその書に名前を記してもらうことができますか。
3-4. （ア）いま命の書に名前が記されていれば，永遠の命を得られるということですか。（イ）この記事と次の記事ではどんなことを考えますか。
5-6. （ア）フィリピ 4章3節からすると，命の書にはどんな人の名前が記されていますか。（イ）その人たちの名前が命の書にいわばインクで記されるのはいつですか。
 7. 啓示 7章16，17節からすると，ほかの羊の大群衆が命の書にいわばインクで名前を記されるのはいつですか。
 8. どんな人たちの名前は，命の書に記されていませんか。それらの人たちはどうなりますか。
 9. 使徒 24章15節によると，どんな2つのグループの人たちが地上に復活してきますか。その2つのグループにはどんな違いがありますか。
10. 「正しい人」が復活してくるのはなぜですか。一部の人たちはどんな責任を委ねられますか。（この号に掲載されている，地上への復活に関する「読者からの質問」も参照。）
11. 「正しくない人」は，命の書に名前を書いてもらうために，どんなことをする必要がありますか。
12. （ア）誰が正しくない人を教えますか。（イ）教えられたことを実践しようとしない人たちは，どうなりますか。
13-14. （ア）これまで私たちは，ヨハネ 5章29節にあるイエスの言葉をどのように理解していましたか。（イ）この聖句のどんな点に注目する必要がありますか。
15. 「命の復活」を経験するのはどんな人ですか。なぜそう言えますか。
16. 「裁きの復活」という表現にはどんな意味がありますか。
17-18. 地上に復活してくる人たちは皆，どんなことを行う必要がありますか。啓示 20章12，13節で述べられている「行い」とは何のことですか。
19. この素晴らしいチャンスを退ける人はどうなりますか。
20. 千年統治の間には，わくわくするどんなことが行われていきますか。（表紙の絵を参照。）
[17ページの囲み記事]
「命の書」にはどんな人の名前が記されているか
記されている
天に行くよう選ばれた者たち。天でイエスと共に統治する。
「正しい人」。死に至るまでエホバに忠実だった人たち。地上に復活してくる。
ほかの羊の大群衆。現在エホバに仕えていて，地上で生きる希望を持っている人たち。
記されていない
ヤギ。エホバを退ける邪悪な人たちや，聖なる力に対してあえて罪を犯す人たち。ハルマゲドンで滅ぼされる。
「正しくない人」。エホバに忠実ではなかったものの，地上に復活してくる人たち。命の書に名前を書いてもらうチャンスが与えられる。
[15ページの図版]
アベルの時代以降，エホバは「命の書」に名前を書き加えてきた。（1-2節を参照。）
[表紙の図版]
1人の兄弟が，千年統治の間に行われる大規模な教育プログラムで教えている。（20節を参照。）
​​​



^ ***塔13 1/1 12ページ 「彼は死んだとはいえなお語っている」***
『世の基を置く』という表現は，種を投げ落とすという考えが含まれ，生殖を暗示しているゆえに，最初期の人間の子孫と関係があります。しかしイエスが，最初に生まれた人カインではなくアベルを『世の基が置かれた』ことと結びつけたのは，カインの決定と行動がエホバ神に対する故意の反逆に相当したからです。カインは，自分の両親と同様，復活することも請け戻されることもない，と考えられます。









^ ***喜歌 22番 王国は統治している 王国が来ますように！***
22番
王国は統治している 王国が来ますように！
（啓示 11:15; 12:10）
1. メシアの王国 天に生まれ
イエスは治める 王座につき
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
2. 天には平和と自由戻り
歓喜の歌声 響き渡る
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
3. サタンの支配の終わり近い
希望の光が闇を照らす
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
（ダニ 2:34，35; コリ二 4:18も参照。）



^ ***喜歌 76番 どんな気持ち？***
76番
どんな気持ち？
（ヘブライ 13:15）
1. どんな気持ち？
ベスト尽くして 聞く人たちを見つける時
やるべきこと 全てしたなら
あとはエホバに委ねるだけ
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
2. どんな気持ち？
神の言葉で人の瞳が輝く時
時に誰か背を向けたって
諦めないで伝えていく
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
3. この務めを果たしていこう
神が支えてくださるから
誇り持って語り続ける
ふさわしい人探しながら
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
（使徒 13:48; テサ一 2:4; テモ一 1:11も参照。）



^ ***塔15 3/15 7–11ページ 神が是認された教え方***
神が是認された教え方
「あなたはこれらのことを賢くて知能のたけた者から注意深く隠し，それをみどりごたちに啓示されたからです」。―ルカ 10:21。
どのように答えますか
エホバが，明快で簡潔な教えを是認しておられることは，最近のどんな例から分かりますか
聖書の記述に関する説明の仕方は，どのように徐々に変化してきましたか
イエスの例えに関する理解は，どのように精錬されてきましたか
「聖霊により喜びにあふれて」いるイエス･キリストを想像できますか。満面の笑みを浮かべ，喜びで目を輝かせるイエスをイメージするかもしれません。イエスが喜びにあふれたのはなぜでしょうか。イエスはその少し前，神の王国の良いたよりを宣べ伝えさせるため，70人の弟子たちを遣わしました。イエスはこの割り当てを弟子たちがどう果たすかに強い関心を抱いていました。良いたよりには，強力な敵が大勢いたからです。頭が良く，高い教育を受けた書士とパリサイ人などがそうです。彼らは人々に，イエスは単なる大工であり，弟子たちは「無学な普通の人」だと思い込ませようとしていました。（使徒 4:13。マル 6:3）しかし弟子たちは，悪霊たちからの反対など，様々な問題があっても宣べ伝え，興奮して帰って来ました。弟子たちが喜びを味わい，勇気をもって行動できたのはなぜですか。―ルカ 10:1，17-21を読む。
2 イエスはエホバにこう祈りました。「天地の主なる父よ，わたしはあなたを公に賛美します。あなたはこれらのことを賢くて知能のたけた者たちから隠し，それをみどりごたちに啓示されたからです。そうです，父よ，このようにするのは，あなたのよみされるところとなったのです」。（マタ 11:25，26）もちろんイエスは，弟子たちが実際にみどりごであると言おうとしたのではありません。知能のたけた，高い教育を受けた書士やパリサイ人たちは，自分を賢い者と見ていましたが，彼らと比べると弟子たちは子どものように見えたのです。さらに重要なこととして，イエスは追随者たちに，子どものように謙遜で教えやすい者であるよう勧めました。（マタ 18:1-4）彼らは謙遜であることからどのような益を得ましたか。エホバは謙遜な彼らが重要な霊的真理を理解できるよう，聖霊を通して助けました。一方，彼らを見下していた賢くて知能のたけた者たちは，サタンの影響と自分自身の誇りにより，霊的真理に関しては盲目にされたままでした。
3 イエスが喜びにあふれたのも当然です。エホバは，教育や知力のレベルにかかわりなく，謙遜な人たちに霊的な深い真理を啓示されました。イエスはそれを見てうれしく思いました。み父がこの教え方をよみされた，つまり是認してくださったことに，喜びを覚えました。エホバはこの教え方を今も是認しておられます。そのことをどのように示しておられますか。その答えを調べるなら，わたしたちはイエスと同じように，深い喜びを感じることでしょう。
深い真理をすべての人が理解できるようにする
4 近年，エホバの組織から与えられる霊的な教えは，いっそう簡潔で明快なものになってきました。そのうちの3つの例を取り上げましょう。第一に，「ものみの塔」誌の簡易版があります。 簡易版は，言語の理解に苦労している人たちや，読むことが苦手な人たちにとって，いわば愛に富む贈り物となってきました。家族の頭である兄弟たちは，霊的食物を供給する主要な経路である「ものみの塔」誌が子どもにとっても理解しやすくなったと感じています。心からの感謝を伝える手紙が数多く寄せられています。「ものみの塔」研究で注解することをためらっていたある姉妹は，「わたしは孤立しているように感じました」と言っています。でも今は違います。簡易版を活用するようになったからです。「何度か注解するようになりました。不安はなくなりました。エホバと皆さんに感謝しています」と書いています。
5 第二に，「新世界訳聖書」の改訂版があります。2013年10月5日の年次総会で，その英語版が発表されました。 多くの聖句では，単語数が減らされましたが，意味は損なわれず，いっそう明快になっています。例えば，ヨブ 10章1節では単語数が27から19に，箴言 8章6節では20から13に減らされています。どちらの聖句も意味がより明快になりました。実際，幾十年も忠節に奉仕してきた油そそがれたある兄弟は，「改訂版のヨブ記を読み終えました。ヨブ記が初めて理解できたような気がします」と言っています。同様の感想を述べる人は少なくありません。
6 第三に，理解の精錬があります。その例を幾つか取り上げましょう。「ものみの塔」2013年7月15日号では，「忠実で思慮深い奴隷」に関する理解がいっそう明快にされ，わたしたちは興奮を覚えました。（マタ 24:45-47）その号では，忠実な奴隷は統治体であり，「召使いたち」は，油そそがれた者であれ「ほかの羊」であれ，霊的に養われる人たちすべてを指す，と説明されました。（ヨハ 10:16）そのような真理を学び，新しい人たちに教えることができるのは，何という喜びでしょう。では，エホバは簡潔で明快な教え方を是認しておられることを，さらにどのように示してこられましたか。
聖書中の物語の，より簡潔かつ明快な説明
7 何十年もエホバに仕えてきた方であれば，出版物において聖書中の物語に関する説明の仕方が徐々に変わってきたことにお気づきでしょう。どのように変わってきたでしょうか。以前は，聖書中の記述を，予型と対型という観点で説明する方法がよく用いられました。聖書中の物語は予型とみなされ，その成就は対型とされました。そのような預言的な解釈には聖書的な根拠があるのでしょうか。確かにあります。例えば，イエスは「預言者ヨナのしるし」について語りました。（マタイ 12:39，40を読む。）イエスの説明によると，ヨナが魚の腹の中にいたことは，イエスが墓の中にいることを預言的に表わすものでした。エホバがヨナの命を保護しなければ，魚の腹の中はヨナにとって墓となるはずだったからです。
8 聖書には，霊感によって記された預言的な描写がほかにも含まれています。使徒パウロの記述にも，そうした描写が幾つかあります。例えば，アブラハムとハガルの関係はエホバとイスラエル国民の関係を，アブラハムとサラの関係はエホバと神の組織の天的な部分との関係を，それぞれ預言的に表わすものでした。（ガラ 4:22-26）また，幕屋と神殿，贖罪の日，大祭司など，モーセの律法の様々な特色は，「来たるべき良い事柄の影」を含んでいました。（ヘブ 9:23-25; 10:1）そうした預言的な描写の研究は興味深く，信仰を強めます。しかし，聖書中の人物や出来事や物のすべてが，何らかの人物や物事の影である，つまりそれらを予表している，と考えてもよいのでしょうか。
9 以前は，そのような考え方に基づく説明がしばしば行なわれてきました。例えば，ナボテに関する記述がそうです。ナボテは邪悪な王妃イゼベルの企てにより不当な裁きを受け，処刑されました。イゼベルは夫のアハブがナボテのぶどう園を自分のものにできるようにしたかったのです。（王一 21:1-16）1932年当時，この記述は預言的な劇として説明されました。アハブとイゼベルはサタンとその組織を表わすとされ，ナボテはイエスを，ナボテの死はイエスの処刑を表わすとされました。しかしその数十年後，1961年に発行された「み名が神聖なものとされますように」（英語）と題する本では，ナボテは油そそがれた者たちを，イゼベルはキリスト教世界を表わすと説明されました。それゆえ，ナボテがイゼベルに迫害されたことは，終わりの日に油そそがれた者たちが迫害されることを表わす，と述べられました。神の民は長い間，聖書の記述のこのような説明によって，信仰を強められてきました。では，どうして説明の仕方が変わったのでしょうか。
10 エホバは長い間，「忠実で思慮深い奴隷」がいよいよ思慮深くなるよう助けてこられました。それはどんな点に表われていますか。思慮深い奴隷は，聖書中の記述を預言的な劇とみなすことに関して，明確な聖書的根拠がない限り，より慎重な態度を取るようになりました。また，予型と対型に関する以前の説明の中には，多くの人にとって難解なものがあることも分かってきました。だれがだれを表わしているか，なぜそう言えるか，といった詳しい部分は理解しにくく，記憶することも適用することも難しい場合があります。しかし，もっと大きな問題は，対型としてどんな成就があるかを詳しく調べようとすると，聖書の記述の道徳的で実際的な教訓があいまいにされたり失われたりする可能性があることです。そのようなわけで，現在わたしたちの出版物では，信仰，忍耐，敬虔な専心など，聖書の記述から学べる重要な特質に関する，簡潔で実際的な教訓が強調されています。
11 では現在，ナボテに関する記述を，どのように理解できますか。はるかに明快で簡潔な言葉で説明できます。義にかなったこの人物が死んだのは，イエスや油そそがれた者たちの預言的な型であったからではなく，忠誠を保ったからです。ナボテは，甚だしい権力の乱用に面しても，エホバの律法を固守しました。（民 36:7。王一 21:3）ナボテの手本はわたしたちに語りかけてきます。だれしも同様の理由で迫害に直面する可能性があるからです。（テモテ第二 3:12を読む。）信仰を強めるそうした教訓は，どんな人でもすぐに理解し，記憶し，適用することができます。
12 では，聖書中の物語には実際的な適用しかなく，それ以外の意味はない，と結論すべきですか。そうではありません。現在，わたしたちの出版物は，ある事柄が別の事柄を思い起こさせる，あるいは別の事柄を例証するのに役立つ，と教えることが多くなっています。一方，聖書中の記述を，予型と対型という厳密な枠組みの中で説明することは少なくなっています。例えば，ナボテが迫害と死に直面しても忠誠を保ったことは，もちろんキリストと油そそがれた者たちの忠誠を思い起こさせますが，主の「ほかの羊」の多くが忠実な立場を保っていることも，思い起こさせます。そのような明快で簡潔な比較は，神の教えであることのしるしです。
イエスの例えに関する，より簡潔な説明
13 イエス･キリストは，地上に生存した最も偉大な教え手でした。イエスが好んだ教え方の一つは，例えを用いることです。（マタ 13:34）例えは，言葉による生き生きした絵画的表現であり，思いを刺激し，心を動かします。わたしたちの出版物はイエスの例えも，より簡潔かつ明快に説明するようになってきたでしょうか。確かにそうなってきました。「ものみの塔」2008年7月15日号では，パン種，からしの種粒，引き網に関するイエスの例えの意味が明快にされ，わたしたちは興奮を覚えたのではないでしょうか。今わたしたちは，それらの例えの適用を明快に理解しています。それらの例えは，神の王国に，そして王国が邪悪な世からキリストの真の追随者たちを集める点で際立った成功を収めていることに適用されるのです。
14 では，イエスが語った，より詳細な物語やたとえ話についてはどうですか。その中にはもちろん，象徴的で預言的なものがあります。同時に，実際的な教訓を強調するものもあります。そのどちらであるかは，時間の経過と共に徐々に明らかになってきました。一例として，親切なサマリア人に関するたとえ話について考えましょう。このたとえ話は，以前どう説明されていましたか。（ルカ 10:30-37）1924年の「ものみの塔」誌の説明によれば，サマリア人はイエスを表わし，エルサレムからエリコへ下る道は，人類がエデンでの反逆後に堕落していったことを表わします。また，路上強盗は巨大企業や悪徳業者を，祭司とレビ人は教会制度を予表します。しかし現在，わたしたちの出版物でこの例えは，困窮している人たち，とりわけ霊的な面で困窮している人たちを分け隔てなく援助しなければならない，ということを思い起こさせるために用いられています。エホバがこのように教えを明快にしてくださるのは，うれしいことではないでしょうか。
15 次の記事では，十人の処女に関するイエスのたとえ話を調べます。（マタ 25:1-13）イエスは，インパクトのあるこの例えを，終わりの日の追随者たちがどのように受け止めることを意図されたでしょうか。あらゆる人物や物や出来事が象徴的な意味を持つ預言的な例えとして理解することですか。あるいは，終わりの日に彼らを導く実際的な教訓として用いることでしょうか。調べてみましょう。
[脚注]
「ものみの塔」誌の簡易版は，まず2011年7月に英語で発行されました。その後，別の幾つかの言語でも入手できるようになっています。
他の言語による改訂版も，現在準備中です。
例えば，「その信仰に倣う」の本では，聖書に出てくる14人の人物の生き方が詳しく説明されています。そして，象徴的あるいは預言的な意味ではなく，実際的な適用が強調されています。
当然ながら，聖書には，「理解しにくい」と思える事柄も含まれています。パウロの手紙の一部もそうです。しかし，聖書筆者は皆，聖霊の導きを受けて記しました。今日の真のクリスチャンはその同じ力，つまり聖霊の助けにより，神の真理を理解することができます。聖霊は，「神の奥深い事柄」をさえ，知力の限られた人々にとって理解しやすく明快なものとすることができます。―ペテ二 3:16，17。コリ一 2:10。
[研究用の質問]
 1. イエスが「聖霊により喜びにあふれ」たのは，なぜですか。（冒頭の挿絵を参照。）
 2. （イ）イエスの弟子たちはどのような意味で子どものようでしたか。（ロ）キリストの追随者たちが重要な霊的真理を理解できたのは，なぜですか。
 3. この記事では，どんなことを取り上げますか。
 4. 「ものみの塔」誌の簡易版は，どのような意味で，愛に富む贈り物となってきましたか。
 5. 「新世界訳聖書」の改訂版には，どんな良い点がありますか。
 6. マタイ 24章45-47節の理解の精錬について，あなたはどう感じますか。
7，8. 霊感によって記された聖書中の預言的な描写には，どんなものがありますか。
 9. 以前，ナボテに関する聖書の記述はどのように説明されていましたか。
10. （イ）聖書中の記述を説明する際，忠実な奴隷はどのように，より慎重な態度を取るようになりましたか。（ロ）現在わたしたちの出版物では，何が強調されていますか。
11. （イ）現在，ナボテに関する記述を，どのように理解できますか。この人物の手本がわたしたちすべてに語りかけてくるのは，なぜですか。（ロ）最近の出版物が，予型と対型についてほとんど述べていないのは，なぜですか。（この号の「読者からの質問」を参照。）
12. （イ）聖書中の物語について，どのように結論すべきではありませんか。（ロ）奥深い事柄についても明快な説明ができるのは，なぜですか。（脚注を参照。）
13. 今わたしたちの出版物はイエスの例えを，より簡潔かつ明快に説明しています。それはどんな例から分かりますか。
14. （イ）以前，親切なサマリア人に関するたとえ話は，どのように説明されていましたか。（ロ）現在わたしたちは，そのたとえ話をどのように理解していますか。
15. 次の記事ではどんなことを取り上げますか。
​[10ページの図版]
ナボテの手本は，強力な教訓となる（11節を参照）
​​​​​​









^ ***喜歌 67番 「神の言葉を広めなさい」***
67番
「神の言葉を広めなさい」
（テモテ第二 4:2）
1. 今私たちにエホバは命じている
準備を整えて希望広めるように
（※ 繰り返し）
知らせよう 全ての人に
告げよう 終わりは近い
話そう 温和な人に
語ろう 世界で
2. 問題を抱え 迫害に遭う時も
奉仕を続けよう エホバの助けがある
（※ 繰り返し）
知らせよう 全ての人に
告げよう 終わりは近い
話そう 温和な人に
語ろう 世界で
3. 順調な時は伝道に打ち込もう
人々を助けて神の名を賛美する
（※ 繰り返し）
知らせよう 全ての人に
告げよう 終わりは近い
話そう 温和な人に
語ろう 世界で
（マタ 10:7; 24:14; 使徒 10:42; ペテ一 3:15も参照。）



^ ***喜歌 54番 「これが道である」***
54番
「これが道である」
（イザヤ 30:20，21）
1. 進もう 平和満ちる道
イエスが教えたこの道
エホバの言葉を学んで
見つけた 平和のこの道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
2. 歩もう 愛あふれる道
迷いはもう みじんもない
豊かな神の愛受けて
ひたすら歩む 愛の道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
3. さあ行こう 命への道を
後ろへ戻ることはない
ほかには見いだせない道
平和と愛もたらす道
（※ 繰り返し）
これこそ命の道
離れない どんなときも
エホバは呼び掛ける
「これこそ命の道」
（詩 32:8; 139:24; 格 6:23も参照。）



^ ***塔15 2/1 10–11ページ 聖書の明快で論理的な答えに感動しました***
聖書は人の生き方を変える
聖書の明快で論理的な答えに感動しました
アーネスト･ローディ
生まれた年: 1948年
生まれた国: ハンガリー
かつては: 人生の疑問に対する答えを切に求めていた
過去の歩み: わたしはハンガリーのセーケシュフェヘールバールで生まれました。そこは1000年有余の歴史を誇る都市ですが，悲しいことに，今も思い出されるのは，第二次世界大戦の残した醜い爪痕です。
幼いころは，祖父母に育てられました。祖父母，特に祖母エリザベトのことが懐かしく思い出されます。祖母が神に対する強い信仰をわたしの心に植え付けてくれたので，わたしは3歳の時から，毎晩，祖母と一緒にいわゆる“主の祈り”を唱えていました。とはいえ，その意味を理解できるようになったのは，20代後半のことです。
祖父母に世話してもらっていたのは，両親が昼も夜も働いていたからです。手ごろな家を買うお金を貯めたいと思っていたのです。しかし，第2土曜日には，家族そろって食事をしました。わたしはその時間を心待ちにしていました。
1958年，両親の夢がかない，3人で住める家を購入できました。ついに両親と暮らせることになり，わたしは大喜びしました。しかし，その幸せは6か月後に突然終わりを迎えました。父ががんで亡くなったのです。
わたしは途方に暮れました。こう祈ったことを覚えています。「神様，ぼくはあなたに『パパを助けてください』とお祈りしました。ぼくにはパパが必要なんです。どうしてぼくの祈りを聞いてくださらなかったのですか」。父がどこにいるのか，どうしても知りたいと思いました。「天に行ったのだろうか，それとも永遠にいなくなったのだろうか」と考えたものです。父親のいる子どもたちがうらやましく思えました。
それから何年もの間，毎日のように墓地に通いました。父の墓の前にひざまずき，「神様，どうか教えてください。パパはどこにいるのでしょうか」と祈ったものです。「人生の意味を理解できるよう助けてください」とも祈りました。
13歳の時，ドイツ語を学ぶことにしました。膨大なドイツ文学の中に疑問の答えがあるかもしれないと思ったからです。1967年には，当時東ドイツの都市だったイェーナで研究に取りかかり，ドイツの哲学者の本，それも人間の存在意義に関する本を読みあさりました。興味深い考えも見つけましたが，どれ一つとして満足のいくものではありませんでした。それで，答えを祈り求め続けました。
聖書によってどのように生き方が変わったか: 1970年にはハンガリーに戻り，そこでローザと出会い，結婚しました。わたしたちは結婚後ほどなくして，当時，共産主義政権下にあったハンガリーからオーストリアへ脱出しました。おじの住むオーストラリアのシドニーに移住することを目指していたのです。
オーストリアでは，すぐに仕事が見つかりました。ある日，同僚が，「君の疑問の答えはみな聖書の中にある」と言って，聖書に関する本を何冊かくれました。わたしはそれらの本を貪るようにして読み，もっと知りたいと思いました。それで，その本の発行者であるエホバの証人に手紙を書き，もっと多くの本を送ってくれるよう頼みました。
初めての結婚記念日に，一人の青年が訪ねてきました。オーストリアのエホバの証人で，頼んでいた本を持って来てくれたのです。その人から聖書研究を勧められ，始めることにしました。ぜひとも知りたいと思っていたので，研究を週に2回行なってもらい，毎回4時間にも及びました。
エホバの証人が聖書から教えてくれることを聞いて，すごいと思いました。そして，神のお名前がエホバであることをわたしのハンガリー語の聖書から示してもらった時は，本当に驚きました。27年も教会に通っていながら，神のお名前が語られるのを聞いたことがただの一度もなかったのです。わたしは，疑問に対する聖書の明快で論理的な答えに感動しました。死んだ人は無意識で深く眠っているようなものだ，ということを知りました。（伝道の書 9:5，10。ヨハネ 11:11-15）また，聖書の約束する新しい世では「もはや死はな（い）」，ということも知りました。（啓示 21:3，4）今わたしは父と再会するのを楽しみにしています。その新しい世では「復活がある」からです。―使徒 24:15。
ローザも喜んで聖書を研究するようになりました。わたしたちは急速に進歩し，わずか2か月で研究用の本を学び終えました。そして，エホバの証人の王国会館での集会に欠かさず出席しました。証人たちの愛や親切や一致に深く心を動かされました。―ヨハネ 13:34，35。
1976年，わたしたち夫婦はオーストラリアへの入国を許可され，到着するとすぐに現地のエホバの証人を探し出しました。証人たちのおかげで，すぐに打ち解けた気分になれました。そして1978年には，わたしたちもエホバの証人となりました。
どんな益を受けたか: 長年悩まされ続けた疑問の答えをついに見つけました。エホバ神についての知識を深め，この方が最高の父親であることも分かりました。（ヤコブ 4:8）そして，来たるべき新しい世で実の父と再び会えるという希望は，わたしにとってかけがえのないものです。―ヨハネ 5:28，29。
1989年，ローザとわたしはハンガリーに戻ることにしました。自分たちが信じるようになった事柄を友人や家族に，またそこで出会う人々に伝えるためです。それ以来，非常に多くの人に聖書を教えることができ，そのうち70人余りが共にエホバにお仕えするようになりました。愛する母もです。
わたしは17年の間，疑問の答えを求めて祈っていました。その後，39年たちましたが，今はこう祈れます。「愛する天の父よ，子どものころの祈りを聞いてくださり，感謝しています」。
​​​​​​​​



^ ***鑑07 3ページ 統治体からの手紙***
統治体からの手紙
わたしたちエホバの証人はイエスの手本に倣って，「あなたのお名前が神聖なものとされますように」と，切に神に祈ります。この祈りに沿って生きようと強く願っていることは，わたしたちの生き方にもはっきり示されています。もとよりこのためには，単に神のみ名を知る以上のことが求められます。そのみ名に栄光を帰するすべての機会を活用しなければなりません。実際，人が持つことのできる最大の誉れは，エホバの証人の一人とみなされることなのです。―マタ 6:9。イザ 43:10。
詩編 110編3節の精神に従い，エホバの民は神が明確に定められた業に，自ら進んで携わります。あらゆる年齢や背景の人々がその伝道の業のために自分を費やしているのはなぜでしょうか。それはおもに，神への愛，また神に対する個々の人の専心の思いによります。申命記 6章5，6節は，『心と魂と活力をつくして』エホバを愛するように，と命じています。このような心からの愛に動かされて，わたしたちは自分の時間，体力，資力を用いて神の王国の関心事を推し進めようとしており，自分の状況が許す限り最大の努力を払って宣教奉仕に加わるのもそのためです。
エホバは人類に対する愛に基づいて，王国の良いたよりを全地に宣明するようにと命じておられます。神は，ひとりも滅びることなく，すべての人が誤った歩みを悔い改め，命を目指して創造者のもとに戻るようにと願っておられます。（ペテ二 3:9）「邪悪な者の死ではなく，邪悪な者がその道から立ち返って，実際に生きつづけることを喜ぶ」とエホバは述べておられます。（エゼ 33:11）宣教奉仕に携わっているとき，わたしたちは仲間の人間に対するエホバの愛の見える証拠となっているのです。これは，この重要な業に携わるわたしたちの喜びと満足をいよいよ深くさせるのではないでしょうか。









^ ***喜歌 107番 神の愛の模範***
107番
神の愛の模範
（ヨハネ第一 4:19）
1. 心打つ エホバ神の愛の模範
その愛を深く学び 身に付け示そう
愛する子イエス与え 人々の罪を許す
限りないエホバの愛 これこそ神の道
2. 神の道歩むときに愛は育ち
心から仲間全て気遣い敬う
もし友が苦しむなら手を伸ばし支えとなり
兄弟の愛を示す これこそ真の愛
3. 真の愛 私たちを結び付ける
父のもと家族となり 幸せ味わおう
聖書から教えられて 友たちと手を取り合い
広げよう 一致の輪を これこそ神の愛
（ロマ 12:10; エフェ 4:3; ペテ二 1:7も参照。）



^ ***喜歌 137番 忠実な女性たち***
137番
忠実な女性たち
（ローマ 16:2）
1. マリア ルツ サラ エステル
強い信仰貫いた
エホバ神に専心し 示した愛揺るぎない
女性たちの忠誠 神は全て覚えている
2. 神の書は教えている
模範的な女性たち
勇気と愛 善良さ 真の魅力持っていた
私たちの姉妹も手本となり励んでいる
3. 忠実な女性全て
心込めて奉仕する
神に自分差し出して神の愛に守られる
強く信じてほしい 報いを得る日が近いと
（フィリ 4:3; テモ一 2:9，10; ペテ一 3:4，5も参照。）



^ ***イ尋 記事119 デート パート1: デートしてもいい？***
若い人は尋ねる
デート パート1: デートしてもいい？
この記事の内容
デートって何？
もうデートしてもいい？
デートって何？
デートは，異性と楽しい時間を過ごすことだと一般に考えられています。この記事で言うデートとは，交際中のカップルが将来結婚できるか考えるために一緒に時間を過ごすことです。それで，デートには目的があります。単に異性と楽しく過ごしていればいいというわけではありません。
デートをしていくうちに，結婚するか恋愛関係を終わらせるかを決めなければなりません。どちらの結果も受け入れるという心構えができてからデートを始めるべきです。
ポイント デートをするなら，結婚が前提だということを覚えておきましょう。
もうデートしてもいい？
結婚を前提にデートするときは，相手との関係に影響しそうなことをよく考えておく必要があります。例えばこんなことです。
● 家族への接し方。普段，家族にどんな態度を取っているでしょうか。特にプレッシャーを感じているときはどうですか。将来結婚する相手にも同じような接し方をすることでしょう。
聖書の言葉 「あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください」。（エフェソス 4:31）
考えてみよう 「自分は家族を大切にしている？ 家族はどう思っている？ 家族の言うことに納得がいかないとき，落ち着いて話し合える？ それとも，イライラしたまま話してしまう？」
● 相手に合わせる。結婚したら，相手の好みを聞いて合わせてあげることも必要になります。
聖書の言葉 「自分のためになることではなく，人のためになることをいつも優先しましょう」。（コリント第一 10:24）
考えてみよう 「いつも自分の意見を通そうとする？ それとも，物分かりのいい人だと思われている？ どんな場面で相手に譲っている？」
● 間違いを認める。良い夫や妻になるには，間違いを認めてきちんと謝ることも必要です。
聖書の言葉 「私たちは皆，何度も過ちを犯します」。（ヤコブ 3:2）
考えてみよう 「私はすぐに間違いを認める？ それとも，言い訳をしてしまう？ 間違いを指摘されたとき，素直に受け入れる？」
● お金の使い方。夫婦間のよくある問題の1つは，お金の使い方です。お金をきちんと管理できるなら，お金に関わる多くの問題を避けられます。
聖書の言葉 「塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか」。（ルカ 14:28）
考えてみよう 「お金を上手に使っている？ それとも，しょっちゅうお金を借りている？ これまでお金を賢く管理してきた？」
● クリスチャンとしての習慣。あなたがエホバの証人なら，定期的に聖書を学び，集会に出席している必要があります。
聖書の言葉 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です」。（マタイ 5:3）
考えてみよう 「強い信仰を保つために努力している？ クリスチャンの活動をいつも優先している？ それとも，すぐほかのことに気が散ってしまう？」
ポイント あなたもきっと，良い人と結婚したいと思っているに違いありません。そのためにはまず，自分が良い結婚相手になれるように頑張ることが大切です。そうしていれば，いずれ素敵な相手が見つかることでしょう。
​​結婚するつもりがないのにデートをするのは，就職するつもりがないのに面接を受けるようなもの。
​親と仲良くやっていけないなら，結婚相手とうまくやっていけるだろうか。
​​​​​​



^ ***目04 10/22 20–22ページ どうすれば自分の気持ちを伝えられるだろう***
若い人は尋ねる…
どうすれば自分の気持ちを伝えられるだろう
「教えてください。愛の告白はどちらがすべきでしょうか。男性ですか，女性ですか」。―ローラ。
彼とは最近出会ったばかり，あるいは前からの知り合いだとしましょう。ともかく，あなたは彼に友達以上の存在になってほしいと思っています。彼も同じ気持ちに違いないけれど，内気なのか照れくさいのか，そのことを言い出せないだけだと考えています。それで，こちらから行動を起こしてもよいかどうかと迷います。
先へ進む前に，周囲の人々 ― 家族や地域の人 ― の気持ちをまず考えましょう。例えば，土地の慣習として，結婚相手は親が見つけることになっていますか。 あなたにとって，交際や結婚は個人的な事柄に思えるかもしれません。それはもっともなことです。それでも，クリスチャンは不必要に他の人の感情を害さないようにしますし，家族や愛する友の気持ちを考えたいとも思います。
とはいっても，自分の選んだ相手と結婚を念頭に置いて交際することは，いま多くの国でごく普通に見られます。では女性のほうから男性に恋愛感情を示すのは間違いでしょうか。その場合にも家族や地域の人の気持ちが関係してくるかもしれません。あなたの取った行動のために多くの人がショックを受けたり，感情を害したりするでしょうか。
女性のほうから行動してもよいかという問題について，聖書はさらにどんな役立つ情報を与えているでしょうか。聖書時代，神を恐れるルツという女性が結婚に関連してボアズという男性に近づき，その努力はエホバ神から祝福されました。（ルツ 3:1-13）言うまでもなくルツは子どもではありませんでした。やもめだったので，当然ながら結婚できる年齢でした。それに，遊び半分にボアズの気を引いたのではなく，結婚に関する神の律法にしっかりと従っていたのです。―申命記 25:5-10。
もしかするとあなたも結婚を考えることのできる年齢で，心を引かれる若い男性がいるかもしれません。そうではあっても，こちらの片思いかもしれない相手に心を打ち明けるのはデリケートな問題で，危険が伴います。それはあたかも，自分の心を相手の手のひらに置くようなものです。その男性はあなたの心を優しく扱うでしょうか。それとも地面に落とすでしょうか。不必要にきまりの悪い思いをしたり，傷ついたりしないためには聖書の原則に従うのが最善です。
明敏に行動する
甘い空想にふけるのは簡単です。結婚式の日やその後の生活を思い浮かべることさえあるかもしれません。しかしこの種の空想は楽しいとしても，幻想です。しまいには，かなわぬ願望が膨れ上がって自分でもどうしようもなくなるかもしれません。聖書が述べているように，「延期される期待は心を病ませる」のです。（箴言 13:12）また，空想は判断を狂わせることもあります。しかし箴言 14章15節には，「明敏な者は自分の歩みを考慮する」とあります。明敏であるとは，良識や健全な判断力があるという意味です。では，恋愛の分野において明敏であるためにはどうすればよいでしょうか。
まず，『知識をもって行動する』ように努めます。（箴言 13:16）ある若い女性が述べているように，「どんな人かを知らなければ本当に愛することはできません」。だれかに思いを寄せる前に，相手の行動や話し方に注意を払い，人にどう接しているかを観察しましょう。ある若い男性は，「その人の友達やその人をよく知っている大人に尋ねてみては」と言います。その人はクリスチャン会衆の人から「良い評判を得て」いるでしょうか。（使徒 16:2）イサベルという若い女性は，「グループで出かけたり，相手の家族と知り合ったりするのはとても助けになります」と言います。グループで出かければ，大きなプレッシャーを感じずに相手を観察できます。
そのような方法で相手を知るには時間と根気が必要です。しかし相手の態度や性格や個性を見ることができるので，それによって気持ちが固まるか，変わるかするでしょう。「少年[または若い男性]はまさにその行ないによって，その行動が浄く，廉直であるかどうかを明らかにする」と，箴言 20章11節は述べています。そうです，遅かれ早かれ，人の内面にあるものは行動によって明らかになるのです。
ですから，相手をよく知らないうちは，気持ちを打ち明けたいという衝動を抑えるのが賢明です。早くに打ち明けて相手が期待どおりの好意的な返事をした場合，後になってから，結婚相手にはふさわしくないことが分かるかもしれません。 こちらから気持ちを打ち明けてしまった以上，交際を打ち切れば，その若い男性を恐らく深く傷つけることになるでしょう。
あなたの与える印象
もしかすると，その若い男性もあなたを観察しているかもしれません。あなたの振る舞い方には敬虔な特質がはっきり表われていますか。イサベルはこう言います。「多くの女の子がふさわしい服装をしていないことに気づきました。……霊的な思いを持つ人に注目してもらいたいなら，慎み深い服装をしなければなりません」。どんなファッションが流行しているとしても，「よく整えられた服装をし，慎みと健全な思いとをもって」身を飾るなら，敬虔な男性の目にずっと魅力的に映るでしょう。―テモテ第一 2:9。
また，聖書は年若いクリスチャンに，『語ることに手本となる』よう勧めています。（テモテ第一 4:12）人は話し方によってかなりのことを明らかにします。意中の人と話す機会が訪れた時はどうすればよいでしょうか。内気な男性であれば落ち着かず緊張しているかもしれません。アビーという若い女性は，「相手の反応を見るためにこちらから話を始めなければならないかもしれません」と言います。
どのように始めればよいでしょうか。のべつ幕なしに自分のことをしゃべるなら，自己中心的で思慮に欠けた人だと思われるかもしれません。聖書は，「自分の益を図って自分の事だけに目を留めず，人の益を図って他の人の事にも目を留めなさい」と勧めています。（フィリピ 2:4）その人やその人の関心事について，ふさわしい質問を二，三してみれば，少し打ち解けてくれるかもしれません。
「こうかつな舌」や「偽りの唇」を用いてお世辞を言うのはふさわしくありません。（詩編 120:2）識別力のある男性はそうした話が不誠実なことを見抜くでしょう。同時に，相手が喜びそうだというだけの理由でものを言わないようにもします。まじめな話題になり，自分の霊的な目標などを話すような場合は，特にそうです。誠実で正直であることによって，いつも自分らしくありましょう。そのようにして初めて，二人の人生の目標が同じかどうかを知ることができるのです。
反応がない場合
しかし，そうした慎ましやかな努力にもかかわらず，相手側に少しも恋愛感情が芽生えない場合はどうしたらよいでしょうか。数週間あるいは数か月たってもまだ，あなたに関心を示す様子がありません。それをただ相手の内気のせいにすべきでしょうか。こう自問するとよいかもしれません。『もし本当にそんなに恥ずかしがり屋だとしたら，結婚できる状態にあると言えるだろうか。もし結婚したら，彼は一家の頭としてリーダーシップをとれるだろうか，それともわたしにそれを期待するだろうか』。（コリント第一 11:3）じっくり考えなければならない点がもう一つあります。『彼は本当に内気なのだろうか，それとも女性としてのわたしに特に関心がないだけなのだろうか』。後半の質問の結論を出すのはつらいことかもしれませんが，現実を直視するなら，こちらの片思いかもしれない相手に気持ちを打ち明けてきまりの悪い思いをする，ということを避けられます。
相手にその気がありそうに思えるときもあるでしょう。その男性はそれを表に出すのが遅いだけで，ちょっと押せば反応してくるように思えます。実際そうかもしれません。しかし，あなたのほうから行動することに決めたなら，危険を覚悟しなければなりません。何を言うかだけでなく，いつ言ったらよいかもよく考えましょう。
例えば，「好きです」といきなり言うよりも，相手の好意がうれしいことを素振りに表わすほうがよいかもしれません。くつろいだふさわしい雰囲気の中で，あなたについてもっとよく知りたい，と言うだけでよいかもしれません。言い方が少しぎこちないように思えても心配することはありません。言葉の背後にある誠実な気持ちのほうが言葉そのものよりもずっと多くを語ることがあります。また，交際を始めたいと言ったのであって，プロポーズしたのではないことを覚えておくのもよいことです。それでも，相手は驚くかもしれないので，考えるための時間を取れるようにしてあげましょう。
その若い男性を本当によく知り，親切で思いやりのある人であることを確かめたなら，冷たくあしらわれたり，恥をかかされたりすることを恐れる必要はありません。しかし，親切ながらもはっきり断わられたら，どう反応すべきでしょうか。また，男性のほうはそのような時，どう振る舞うべきでしょうか。その点は今後の記事で考えます。
[脚注]
名前は一部変えてあります。
この記事は若い女性に向けて書かれていますが，聖書のアドバイスは若い男性や交際を考えている人たちにも役立つでしょう。
見合い結婚は不幸に終わるとは限りません。一例として聖書時代，イサクとリベカは見合い結婚をし，イサクは「彼女を愛するようになり」ました。（創世記 24:67）このことから何を学べますか。神の律法に反するのでない限り，土地の慣習を取るに足りないものとしてすぐに退けてはならないということです。―使徒 5:29。
エホバの証人の発行した「若い人が尋ねる質問 ― 実際に役立つ答え」という本の28章から31章には，結婚相手にふさわしい人かどうかを判断する上で役立つ情報が載せられています。
[22ページの図版]
相手の振る舞いを観察すれば気持ちが変わってくるかもしれない
[22ページの図版]
ある特定の異性に関心がある場合，その人を知っている信頼できる大人に話してみる









^ ***喜歌 127番 私はどんな人になるべきだろうか***
127番
私はどんな人になるべきだろうか
（ペテロ第二 3:11）
この命を下さった
エホバ神に感謝します
聖書読み 心を映し
本当の自分 調べる
エホバ神に喜んで
この命を捧げたから
どんな人になるべきか
教えてほしいのです
あなたにもっと近づいて
あなたとずっと共に歩む
献身の誓いを果たし
揺るぎない愛をあなたに
（詩 18:25; 116:12; 格 11:20も参照。）



^ ***喜歌 49番 日々エホバに喜んでいただく***
49番
日々エホバに喜んでいただく
（格言 27:11）
1. 賢く歩んで 誓い果たしたい
愛するエホバの栄光のために
2. 思慮深い奴隷 食物与える
神からの務め 行えるように
3. あなたの力を与えてください
日ごと忠実に歩めますように
（マタ 24:45-47; ルカ 11:13; 22:42も参照。）



^ ***質2 3章 わたしにとってふさわしい人だろうか***
[39ページの囲み記事/図版]
ワークシート
わたしにとって彼は良い夫になるだろうか
基本的な点
□ 権威をどのように用いているか。―マタイ 20:25，26。
□ どんな目標を持っているか。―テモテ第一 4:15。
□ 目標に向かって実際に努力しているか。―コリント第一 9:26，27。
□ 家族にどう接しているか。―出エジプト記 20:12。
□ 友達はどんな人か。―箴言 13:20。
□ どんなことを話題にするか。―ルカ 6:45。
□ 金銭に対する見方はどんなものか。―ヘブライ 13:5，6。
□ どういう娯楽が好きか。―詩編 97:10。
□ エホバへの愛をどのように表わしているか。―ヨハネ第一 5:3。
良い特質
□ 勤勉か。―箴言 6:9-11。
□ お金の使い方の点で信頼できるか。―ルカ 14:28。
□ 良い評判を得ているか。―使徒 16:1，2。
□ 他の人への思いやりがあるか。―フィリピ 2:4。
危険のサイン
□ 怒りっぽいか。―箴言 22:24。
□ あなたを性的な不品行に誘おうとするか。―ガラテア 5:19。
□ 暴力を振るったり，ののしったりするか。―エフェソス 4:31。
□ お酒がないと，楽しめないか。―箴言 20:1。
□ しっと深かったり，自己中心的だったりするか。―コリント第一 13:4，5。
[40ページの囲み記事/図版]
ワークシート
僕にとって彼女は良い妻になるだろうか
基本的な点
□ 家庭や会衆でどのように権威に服しているか。―エフェソス 5:21，22。
□ 家族にどう接しているか。―出エジプト記 20:12。
□ 友達はどんな人か。―箴言 13:20。
□ どんなことを話題にするか。―ルカ 6:45。
□ 金銭に対する見方はどんなものか。―ヨハネ第一 2:15-17。
□ どんな目標を持っているか。―テモテ第一 4:15。
□ 目標に向かって実際に努力しているか。―コリント第一 9:26，27。
□ どういう娯楽が好きか。―詩編 97:10。
□ エホバへの愛をどのように表わしているか。―ヨハネ第一 5:3。
良い特質
□ 勤勉か。―箴言 31:17，19，21，22，27。
□ お金の使い方の点で信頼できるか。―箴言 31:16，18。
□ 良い評判を得ているか。―ルツ 3:11。
□ 他の人への思いやりがあるか。―箴言 31:20。
危険のサイン
□ すぐに人と争うか。―箴言 21:19。
□ あなたを性的な不品行に誘おうとするか。―ガラテア 5:19。
□ ののしったり，暴力を振るったりするか。―エフェソス 4:31。
□ お酒がないと，楽しめないか。―箴言 20:1。
□ しっと深かったり，自己中心的だったりするか。―コリント第一 13:4，5。



^ ***塔99 8/15 30–31ページ 読者からの質問***
読者からの質問
クリスチャンは，婚約をどれほど真剣なものとみなすべきですか。
婚約は喜びであると同時に，真剣にみなすべき事柄でもあります。円熟したクリスチャンはだれでも，婚約を軽々しくは考えず，いつでも気の向くままに解消できるようなものとは考えません。また婚約の期間中は，結婚に先立って二人が互いのことをよりよく知る時でもあります。
この論題を取り上げるにあたって覚えておかなければならないのは，結婚に関する社会の慣習や結婚にまで至る段階は，場所や時代によって大きく異なる，という点です。聖書もその例を示しています。
ロトの二人の娘たちは「男と交わりを持ったことのない」人たちでしたが，それぞれ何らかの形で地元の男性と婚約していました。ロトの『婿たちはその娘をめとることになって』いました。聖書はその婚約のいきさつについて述べていません。娘たちは成人していたのでしょうか。結婚相手を選ぶ面で，本人に決定権があったのでしょうか。何らかの公の行為によってその婚約は成立したのでしょうか。そうした点は分かりません。（創世記 19:8-14）ヤコブの場合を見ると，ラケルの父親と話し合い，7年働いてからラケルと結婚するという合意に達していたことが分かります。ヤコブはラケルのことを「わたしの妻」と呼んでいますが，その7年の間，二人は性的な関係は持ちませんでした。（創世記 29:18-21）別の例として，ダビデは，サウルの娘をめとる前にまずフィリスティア人に対して勝利を収めなければなりませんでした。ダビデはサウルの要求を満たして初めて，その娘ミカルと結婚することができました。（サムエル第一 18:20-28）こうした“婚約”はそれぞれ事情が異なりますし，今日多くの土地で普通に見られる状況とも異なっています。
モーセの律法には，結婚や婚約に関する規定も設けられていました。例えば，男性は複数の妻をめとることができました。男性はさまざまな理由で離婚することができましたが，妻がそうすることはできなかったようです。（出エジプト記 22:16，17。申命記 24:1-4）婚約していない処女の純潔を奪った男性は，その娘の父親の合意を得たうえでその娘と結婚しなければならず，その女性と離婚することは許されませんでした。（申命記 22:28，29）結婚に関係した律法にはほかにも，どんな時には性的関係を避けるべきかといった点もありました。（レビ記 12:2，5; 15:24; 18:19）婚約に関しては，どんな規定があったでしょうか。
婚約しているイスラエル人の女性は，そうでない女性とは法的に異なる立場にありました。婚約中の女性は，ある意味で結婚しているとみなされました。（申命記 22:23-29。マタイ 1:18，19）イスラエル人は，特定の親族と婚約ないし結婚することができませんでした。それは主に血縁関係にある親族でしたが，相続権の都合で婚約や結婚の禁じられることもありました。（レビ記 18:6-20。「ものみの塔」誌，1978年6月15日号，29-32ページをご覧ください。）神の僕たちが婚約を軽々しくみなすべきでなかったことは明らかです。
イスラエル人はそうした律法の規定すべてに服すべき立場にありましたが，クリスチャンは，婚約や結婚の規定も含め，その律法のもとにはありません。（ローマ 7:4，6。エフェソス 2:15。ヘブライ 8:6，13）実際イエスは，結婚に関するクリスチャンの規準が，律法の場合とは異なるという点を教えました。（マタイ 19:3-9）とはいえイエスは，結婚に伴うべき真剣さを小さく見たわけではありません。婚約についても同様です。では，いま考慮している，クリスチャンの間での婚約については何と言えるでしょうか。
多くの国や地域では，本人が自分で結婚相手を選ぶことができます。男性と女性が互いに結婚の約束を交わした時点で，その二人は婚約したとみなされます。通常，婚約を確立するために何か正式な手順が必要なわけではありません。確かにある土地では，婚約したことを示すために，男性が自分の妻となる人に指輪を贈ったり，食事や小さな交わりの席で親族や友人に婚約の発表を行なったりする習慣がありますが，それは個人的な選択であり，聖書的な要求ではありません。婚約は，当人である二人が結婚に合意したときに成立します。
クリスチャンは，求愛，婚約，結婚などについて性急に行動すべきではありません。聖書に基づく当協会の出版物には，独身者が求愛を始めたり婚約や結婚に踏み切ったりするのが賢明かどうかを見きわめるうえで役立つ情報が載せられています。 その助言でかぎとなる要素は，クリスチャンの結婚が永続的なものであるという点です。―創世記 2:24。マルコ 10:6-9。
二人のクリスチャンは，婚約を考え始める前に，互いのことをよく知っているべきです。次のように自問できるでしょう。『自分は，相手の霊性や献身の態度について本当によく知っているだろうか。その人と共に生涯神に仕えてゆく様子を思い浮かべられるだろうか。互いの人格特性を知る機会が十分あっただろうか。これからずっとうまくやってゆく自信を持てるだろうか。過去の行ないや現在の状況を互いに十分理解しているだろうか』。
二人のクリスチャン同士が婚約した場合，その二人はいずれ結婚するということを，本人同士も他の人々も期待するのは当然です。イエスは，「あなた方の“はい”という言葉は，はいを，“いいえ”は，いいえを意味するようにしなさい」と諭しました。（マタイ 5:37）婚約するクリスチャンは，本気でそのことを行なうべきです。しかし，ごくまれな例ながら，婚約前に相手が重要な事柄を話していなかった，もしくはそれを隠していたことが後に明らかになる場合があります。それは相手方の過去に関する重大な事実，場合によっては犯罪や不道徳行為のことでさえあるかもしれません。それを知ったクリスチャンは，その後どうするかを決めなければなりません。二人で十分に話し合ったのち，婚約関係を続けることに合意するかもしれません。あるいは，婚約関係を解消することを双方が決めるかもしれません。それは他の人が介入したり，せんさくしたり，裁いたりすべきではない個人的な事柄であるとはいえ，非常に重大な決定です。とはいえ，そのゆゆしい問題を知った側としては，相手が婚約関係を続けたいと願っていても，婚約を解消せざるを得ないと感じるかもしれません。―「ものみの塔」誌，1975年9月15日号の「読者からの質問」をご覧ください。
結婚関係に入る前にそうした問題を解決しておくことには，もっともな理由があります。イエスは，再婚の自由を与える離婚の唯一の聖書的根拠は，配偶者の側のポルネイアつまり甚だしい性の不道徳であると述べました。（マタイ 5:32; 19:9）イエスは，結婚式の前にあった重大な問題や悪行を後で知るなら，正式な結婚を破棄して離婚してもよい，とは言いませんでした。
例えば，イエスの時代にはらい病にかかる可能性が十分ありました。もしユダヤ人の夫が，結婚した時点で配偶者が（それと気づきながら，あるいは気づかずに）らい病にかかっていたことを知ったなら，それは離婚の根拠となったでしょうか。律法下にあるユダヤ人であれば，離婚したかもしれません。しかしイエスは，それが自分の追随者たちにふさわしいとは述べませんでした。では現代の状況について考えてみましょう。梅毒，性器ヘルペス，HIV，その他の重い感染症にかかっている男性が，その事実を打ち明けずに結婚するかもしれません。その病気は，婚約前あるいは婚約中に不道徳な性関係を通して感染したものかもしれません。その男性の妻は，夫の病気や過去の不道徳行為について（時には生殖不能や性交不能についても）後に知るとしても，二人が今では結婚関係にあるという事実は変わりません。結婚式以前の芳しくない過去があっても，それは結婚関係を破棄する聖書的根拠にはなりません。これは，女性の側が結婚の時点で何らかの病気に感染していたり，ほかの男性によって妊娠していることを隠していたりする場合にも当てはまります。二人は今では誓約のもとに結婚しているのです。
確かに，そのような残念な事態が生じるのはまれです。しかし，これら幾つかの例は，婚約を軽々しく見てはならない，という基本的な点を強調しています。クリスチャンは婚約前や婚約中に，互いのことをよく知るよう努めるべきです。相手が知りたいと思う事柄，また知る権利のある事柄を正直に話すべきです。（当事者が結婚前に医療検査を受けることを義務づけている国や地域もあります。自分たち自身のための情報として，そのような検査を受けたいと思う人もいるでしょう。）そうするなら，婚約の喜びとそれに伴うべき真剣さは誉れある目的にかなうものとなり，二人は結婚という，さらに喜ばしく真剣な関係へと進めるでしょう。―箴言 5:18，19。エフェソス 5:33。
[脚注]
今でも親が子供の結婚相手を選ぶ地域社会もあります。二人が結婚する立場になるよりかなり前からそれがなされることもあります。それまでの間，二人は結婚関係にはないものの，婚約している，つまり結婚の約束をしているとみなされます。
ものみの塔聖書冊子協会発行の「若い人が尋ねる質問 ― 実際に役立つ答え」の28章から32章，および「幸せな家庭を築く秘訣」の2章をご覧ください。









^ ***塔研23 1月号 17–18ページ エホバはどんな時も成功させてくださる***
13 ヨセフに起きたことから何を学べるでしょうか。私たちが問題にぶつかる時，エホバはいつも介入してくれるのでしょうか。何か悪いことが起きても，必ず良い結果になるように物事を動かしてくれるのでしょうか。いいえ。聖書にそのようなことは書かれていません。（伝 8:9; 9:11）でも，次のことは確かです。私たちがつらい経験をする時，エホバはそのことをよく知ってくれていて，祈りに耳を傾けてくれます。（詩 34:15; 55:22。イザ 59:1）それだけでなく，大変な中でも頑張れるよう力を与えてもくれます。どのようにでしょうか。



^ ***塔研19 7月号 2–7ページ 今，迫害に備えましょう***
研究記事27
今，迫害に備えましょう
「キリスト･イエスにあって敬虔な専心のうちに生活しようと願う人はみな同じように迫害を受けます」。テモテ第二 3:12
129番の歌 決して負けない 最後まで
何を学ぶか
イエスは亡くなる前の晩，自分の弟子となる人全員が憎まれると言いました。（ヨハ 17:14）実際これまで，エホバに忠実に仕えるクリスチャンは，真の崇拝に反対する人たちから迫害されてきました。（テモ二 3:12）今の体制の終わりが近づくにつれて，敵の攻撃はさらに強まることでしょう。（マタ 24:9）
2 迫害に備えて，どんなことができるでしょうか。これからどんな迫害に遭うのか，あれこれ想像する必要はありません。恐れと不安の気持ちでいっぱいになってしまうからです。実際にはまだ迫害に遭っていないのに，エホバに仕えるのをやめてしまうかもしれません。（箴 12:25; 17:22）恐れは「敵対者である悪魔」が使う強力な武器です。（ペテ一 5:8，9）では，敵の攻撃に負けないために何ができるでしょうか。
3 この記事では，どうすればエホバとの絆を強められるか，今そうすることが必要なのはなぜかを考えます。勇気を奮い起こすためにできる事柄も取り上げます。人に反対され憎まれる時，何ができるかも学びます。
どうすればエホバとの絆を強められるか
4 エホバはわたしたちを愛しておられ，決して見捨てたりはされない，と固く信じる。（ヘブライ 13:5，6を読む。）過去の「ものみの塔」の記事には，こう述べられています。「神をよく知っている人は，試練に遭う時にも神に全く頼ります」。本当にそのとおりです。迫害に遭っても忠実を保つには，エホバを愛し，エホバに全く頼ることが必要です。エホバがわたしたちに愛情を抱いておられることを疑うべきではありません。（マタ 22:36-38。ヤコ 5:11）
5 エホバと親しくなることを目標にして，聖書を毎日読む。（ヤコ 4:8）聖書を読む際，エホバの優しさに注目しましょう。エホバの言葉や行動に表われている愛や愛情を感じ取ってください。（出 34:6）身近な人から愛されたことがないために，神が愛してくださっていることをなかなか信じられない人もいます。あなたもそうですか。もしそうなら，エホバがどのように憐れみと親切を示してくださったかを，一日の終わりに思い出すようにしましょう。（詩 78:38，39。ロマ 8:32）自分の経験を思い巡らし，聖書を読んで熟考するなら，エホバがしてくださったことをたくさん挙げられるでしょう。エホバがしてくださったことへの感謝が深まれば，エホバとの絆も強まります。（詩 116:1，2）
6 いつも祈る。父親の腕に抱かれた男の子のことを想像してみてください。男の子は安心して，その日にあったうれしかったことや悲しかったことを何でも話します。わたしたちも，父エホバに毎日心から祈るなら，エホバと親しくなれます。（詩編 94:17-19を読む。）祈る際，「心を……水のように注ぎ出」してください。恐れや不安の気持ちをすべて愛情深い父エホバに伝えるのです。（哀 2:19）そうすれば，「一切の考えに勝る神の平和」が与えられ，穏やかな気持ちになれます。（フィリ 4:6，7）エホバをいっそう身近に感じることもできるでしょう。（ロマ 8:38，39）
7 神の王国に関する約束が実現することを固く信じる。（民 23:19）神の約束に対する信仰が弱まると，サタンとその手先による脅しに簡単に負けてしまいます。（箴 24:10。ヘブ 2:15）王国に関する神の約束が実現するという信仰を，今どのように強められるでしょうか。時間を取って，神の約束について学んでください。約束の実現を信じられる理由も考えましょう。そのような研究をするとよいのはなぜですか。信仰のゆえに7年間服役したスタンレー･ジョーンズ兄弟の例を考えましょう。 忠実を保つうえで何が役立ちましたか。兄弟はこう述べています。「神の王国についてしっかり学び，王国が成し遂げる事柄を信じ，一瞬たりとも疑わなかったので，圧力を受けても動じませんでした」。神の約束に対する強い信仰があれば，エホバと親しくなれます。恐れに負けることはありません。（箴 3:25，26）
8 集会に定期的に出席する。集会に出席することは，エホバと親しくなるうえで欠かせません。集会への出席をどれほど大切に見ているかは，今後，迫害に遭っても信仰を保てるかどうかを左右するからです。（ヘブ 10:24，25）なぜそう言えますか。今，ちょっとしたことで集会を休んでいるなら，将来，自分の身に危険が及ぶような場合に集会に行くことは，もっと難しいでしょう。他方，集会に行くことを決意している人は，たとえだれかに反対されても，出席することをやめたりしません。ですから，今，集会を大切にしましょう。そうすれば，どんなに反対されても，たとえ政府に集会を禁止されても，人間より神に従い続けることができます。（使徒 5:29）
9 好きな聖句を覚える。（マタ 13:52）わたしたちの記憶力は完璧ではありませんが，エホバは強力な聖霊によって聖句を思い出させてくださいます。（ヨハ 14:26）東ドイツで独房に入れられたある兄弟は，こう述べています。「その時までに数百の聖句を暗記していたことは，本当に祝福となりました。聖書の様々な論題について黙想することで，さもなければむなしかったであろう日々を過ごせたのです」。覚えていた聖句が，エホバとの友情を保ち，忠実に忍耐する助けになりました。
10 エホバへの賛美の歌を覚え，歌う。パウロとシラスはフィリピで投獄された時，覚えていた賛美の歌を歌いました。（使徒 16:25）旧ソ連の兄弟たちも，シベリアに流刑にされた時，歌で気持ちを奮い立たせました。マリヤ･フェドゥン姉妹は，みんなと一緒に覚えている賛美の歌を全部歌った，と述べています。賛美の歌を歌うと元気になり，エホバを身近に感じたのです。わたしたちもお気に入りの賛美の歌やオリジナルソングを歌うと元気が出るのではないでしょうか。今のうちに覚えるようにしましょう。（「勇気をください」の囲みを参照。）
どうすれば勇気を奮い起こせるか
11 迫害に立ち向かうには勇気が必要です。自分には勇気が足りない，と思ったら何ができるでしょうか。本当の勇気は体の大きさ，体力，能力に左右されません。ゴリアテに立ち向かった少年ダビデのことを考えてください。巨人ゴリアテに比べれば，ダビデは小柄で体力も劣っており，戦いの装備も十分ではありませんでした。剣さえ持っていなかったのです。でもダビデは勇気にあふれていました。尊大なゴリアテと戦うため，力強く走って行きました。
12 ダビデがそれほどの勇気を示せたのはなぜでしょうか。エホバが共にいることを固く信じていたからです。（サムエル第一 17:37，45-47を読む。）ゴリアテが自分と比べてどれほど大きいかではなく，エホバと比べてどれほど小さいかに思いを向けました。わたしたちも，エホバが共におられること，反対者たちが全能の神に比べてはるかに小さな存在であることを忘れないようにしましょう。（代二 20:15。詩 16:8）では，迫害が生じた時に勇気を示せるよう，今何ができますか。
13 神の王国の良い知らせを伝えることが役立ちます。伝道することで，エホバに頼るようになり，人への恐れを克服できるからです。（箴 29:25）筋肉がトレーニングで強化されるように，家から家に，公共の場所で，非公式に，ビジネス街で伝道するなら，勇気も強化されます。勇気を出して伝道するなら，今後，わたしたちの活動が禁止されても伝道し続けることができるでしょう。（テサ一 2:1，2）
14 素晴らしい勇気を示した2人の姉妹の例を考えてみましょう。ナンシー･ユエン姉妹は身長が150㌢にも満たない小柄な女性ですが，恐れに負けませんでした。 神の王国の良い知らせを伝えることをやめなかったため，中国の刑務所や収容所で20年以上過ごしました。尋問の際には係官から，「中国一強情な人間」だと言われました。
15 バレンチーナ･ガルノフスカヤ姉妹は旧ソ連で3度投獄され，刑期は合計21年に及びました。 どんな罪に問われたのでしょうか。伝道をやめなかったために，当局から「極めて危険な犯罪者」とみなされたのです。この2人の姉妹が大きな勇気を示せたのはなぜでしょうか。エホバが共にいることを固く信じていたからです。
16 これまで考えてきたとおり，勇気を奮い起こすには，自分の体力や能力に頼るのではなく，エホバが共にいて，わたしたちのために戦ってくださることを信じる必要があります。（申 1:29，30。ゼカ 4:6）そうすれば本当の勇気を示せます。
人に憎まれる時，何ができるか
17 人に認めてもらえるのはうれしいことですが，たとえ人に憎まれたとしても自尊心を失うべきではありません。イエスはこう言いました。「いつでも，人々があなた方を憎むとき，またいつでも，人の子のために人々があなた方を締め出し，非難し，あなた方の名をいとわしいものとして退けるとき，あなた方は幸いです」。（ルカ 6:22）イエスはどんな意味でそう述べたのでしょうか。
18 クリスチャンは人に憎まれることを喜ぶ，と言っていたのではありません。むしろイエスは現実に起きる事柄を述べていました。わたしたちは世のものではありません。イエスの教えに従って生活し，イエスが伝えたメッセージを広めるので，世から憎まれます。（ヨハネ 15:18-21を読む。）わたしたちはエホバに喜ばれたいと願っています。ですから，人に憎まれるとしても，引け目を感じる必要はありません。
19 人に言われることやされることを気にしてエホバの証人であることを恥じる，ということのないようにしましょう。（ミカ 4:5）イエスが処刑された後，エルサレムの使徒たちが示した手本を考えると，人への恐れを克服しようという気持ちが強まります。彼らは，自分たちがユダヤ人の宗教指導者たちに強く憎まれていることを知っていました。（使徒 5:17，18，27，28）それにもかかわらず，毎日神殿に出かけ，自分がイエスの弟子であることを人々にはっきりと伝えました。（使徒 5:42）恐れに負けて萎縮することはありませんでした。わたしたちも，同僚やクラスメートや近所の人たちに，自分がエホバの証人であることをいつもはっきりと伝えることができます。そのようにして，人への恐れを克服しましょう。（使徒 4:29。ロマ 1:16）
20 使徒たちは幸せでした。なぜですか。自分たちが憎まれている理由を知っており，エホバの望まれることを行なったために不当な扱いを受けるとしても，それを栄誉と考えたからです。（ルカ 6:23。使徒 5:41）後に使徒ペテロはこう述べました。「たとえ義のために苦しみを受けることがあっても，あなた方は幸いです」。（ペテ一 2:19-21; 3:14）正しいことを行なっているゆえに憎まれている，ということが分かっていれば，人への恐れに負けてエホバに仕えるのをやめてしまうことは決してないでしょう。
迫害に備えることは自分のためになる
21 迫害や禁令がいつ生じるか，わたしたちの崇拝がどんな影響を受けるのかは分かりません。でも分かっていることがあります。今，エホバとの絆を強め，勇気を奮い起こし，人に憎まれた時に何ができるかを考えておくなら，迫害に備えられるということです。そのような備えをしておけば，今後迫害に遭ってもエホバに忠実に仕え続けることができるでしょう。
22 では，わたしたちの活動が禁止された場合，どうすればよいでしょうか。次の記事では，禁令下でエホバに仕え続けるうえで役立つ聖書の教えを学びます。
次の聖句から，迫害に備えることについてどんなことを学べますか
■ 詩編 116:1，2
■ 歴代第二 20:15
■ ペテロ第一 3:14
118番の歌 「さらに信仰を与えてください」
[脚注]
わたしたちは人に憎まれたいとは思いません。それでも，いつか必ず迫害に遭います。この記事では，勇気をもって迫害に立ち向かうために何ができるかを学びます。
「ものみの塔」1966年2月15日号116-127ページを参照。
「ものみの塔」1979年10月15日号4-7ページを参照。JW Broadcasting®の「エホバのみ名は知らされる」という動画も参照。（ビデオ･オンデマンド > 経験とインタビュー）
「2008 エホバの証人の年鑑」191-192ページを参照。
[研究用の質問]
 1. 迫害に備える必要があるのはなぜですか。
2-3. （ア）恐れは人にどんな影響を与えますか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。
 4. ヘブライ 13章5，6節にあるように，わたしたちはどんなことを固く信じるべきですか。なぜですか。
 5. エホバの愛を感じ取るために，どんなことができますか。
 6. 心から祈るとよいのはなぜですか。詩編 94編17-19節には，どんなことが述べられていますか。
 7. 王国に関する神の約束を固く信じるべきなのはなぜですか。
 8. 集会に定期的に出席すべきなのはなぜですか。
 9. 迫害に備えて聖句を覚えるとよいのはなぜですか。
10. 歌を覚えるとよいのはなぜですか。
11-12. （ア）サムエル第一 17章37，45-47節によると，ダビデが勇気を奮い起こせたのはなぜですか。（イ）ダビデの例からどんな大切なことを学べますか。
13. 迫害が生じた時に勇気を示せるよう，今何ができますか。
14-15. ナンシー･ユエン姉妹とバレンチーナ･ガルノフスカヤ姉妹から何を学べますか。
16. どうすれば本当の勇気を示せますか。
17-18. ヨハネ 15章18-21節で，イエスはどんなことを述べましたか。
19. 使徒たちの手本にどのように倣えますか。
20. 使徒たちが人に憎まれても幸せだったのはなぜですか。
21-22. （ア）迫害に備えて，あなたは何をしたいと思いますか。（イ）次の記事ではどんなことを学びますか。
[3ページの囲み記事]
「勇気をください」
2018年の地区大会の最後に，「勇気をください」という新しい歌が歌われました。とても力強い歌です。大会後，ルミアという8歳の女の子から次のような手紙が届きました。「新しい歌，ありがとうございました。すごくかんどうしました。歌いながら，2年生になったら，わたしがエホバのしょうにんだってクラスのみんなにちゃんと言おうと思いました。エホバはぜったい助けてくれます」。
[6ページの図版]
エホバに信仰を持ち，王国に関する約束の実現を固く信じるなら，勇気を奮い起こせる。
スタンレー･ジョーンズは，神の王国に関する約束を固く信じていたので，信仰を保てた。（7節を参照。）
[4ページの図版]
今，聖句や賛美の歌を覚えておくことは，迫害の時に役立つ。（9節を参照。）
イザヤ 43:10
[5ページの図版]
（10節を参照。）
[6ページの図版]
ナンシー･ユエンは，反対されても良い知らせを伝え続けた。（14節を参照。）
[6ページの図版]
バレンチーナ･ガルノフスカヤは，エホバが共にいることを固く信じていた。（15節を参照。）
[脚注]
写真や挿絵: 家族の崇拝の時に，親がフラッシュカードを使って子どもと一緒に聖句を覚えている。
写真や挿絵: 集会に向かう車の中で，家族が賛美の歌を練習している。
​​​​
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